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露日地名対照表

アレヒノ 古丹消
ゴロヴニノ 泊
セルノヴォドスク 東沸
ユジノ・クリルスク 古釜布
ゴリャチ・リャシュ 瀬石
トレチャコボ 小田富
マロクリルスク 斜古丹
ゴロヴニノ山 泊山
メンデレエフ山 羅臼山
チャチャ山 爺々岳
ルルイ山 ルルイ岳
ヴェスロフスコエ湖 ケラムイ湖
セレブリャノエ湖 古釜布沼
ラングノエ湖 ニキショロ湖
ペチャノエ湖 東沸湖
ゴリャチェエ湖 一菱内湖
ドリンノエ湖 西ビロク沼
クルグロエ湖 東ビロク沼
レスナヤ川 精進川
セルノヴォドカ川 東沸川
アレヒナ川 古丹消川
チャチナ川 音根別川
セレビャンナヤ川 古釜布川
ヴェスロフ半島 ケラムイ岬
ヴェスロ半島 〃
ロフツォフ岬 アトイヤ崎
パルツソフ岬 ノツエト崎
ドクチャエフ岬 ルルイ岬
イズメニィ湾 泊湾
ドブロエ・ナチャロ湾 内保湾

タンフィリエフ島 水晶島
アヌチン島 秋勇留島
ユリ島 勇留島
ゼリョヌィ島 志発島
ポロンスキー島 多楽島
シコタン島 色丹島
クナシル島 国後島
イトゥルプ島 択捉島
ウルプ島 得撫島
チョルヌィ・ブラチヤ島 知理保以島
ブロウトン島 武魯頓島
シムシル島 新知島
ケトイ島 計吐夷島
ウシシル島 宇志知島
ラシュア島 羅処和島
マツア島 松輪島
ライコケ島 雷公計島
ロブシュカ島 牟知島
シアシコタン島 捨子古丹島
ハルムコタン島 春弁古丹島
チリンコタン島 知林古丹島
エカルマ島 越渇磨島
オネコタン島 温弥古丹島
マカルシ島 磨勘留島
アンチフェロフ島 志林規島
パラアムシル島 幌筵島
シュムシュ島 占守島
アトラソフ島 阿頼度島
プチチイ島 鳥島
トポルコフ島 磐城島
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(注) この文書は印刷版「極東の鳥類 6」を LATEXにて版組したものです。印刷版とはペー
ジやレイアウトが異なります。
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千島列島のウトウ
A. G. Velizhanin & A. N. Belkin

1963年に千島の海岸線を調査する際の課題
の一つは、列島におけるウトウの生息数と繁殖
を明らかにすることであった。千島列島の全海
岸線を調査する際、全てのことを調べることが
できなかった。少なくともウトウは南千島では
普通に繁殖する海鳥であることが明らかになっ
た。これは上部に土壌がある多くの高い島に生
息する。普通これらの島の岸は崖で、上部は比
較的平坦 (まれにまったく平坦)で、イネ科や
セリ科の草本で被われている。ウトウの繁殖コ
ロニーは 9か所 (表参照)でみつかり、どこでも

エトピリカと一緒であった。
上述の資料から明らかなように、千島にお

けるウトウの営巣地は Kozlova (ソ連の鳥類
(check) ,1963)やGizenko (サハリン州の鳥類,

1955)が述べているより広い。記録の最北地点
は、択捉島ドブロエ・ナチャロ湾である。カメ
ニ・レフ島 (択捉島南西岸)では、他の営巣地と
は異なり島の巣穴から飛び出るウトウが観察で
きず、ここでは繁殖を確認できなかった。[訳：
藤巻裕蔵]

[Ornitologiya 8:336–337.(1967)]

表 1: 1963年千島列島におけるウトウの観察記録

No. 島名 調査月日 生息数 観察 摘要事項
歯舞諸島 生息適地には全て生息
1 秋勇留島 6月 7日 少ない 巣 エトピリカと一緒
2 勇留島 6月 5日 普通 〃 エトピリカと一緒
3 ジョミナ島 6月 4日 〃 〃 両島ともエトピリカと一緒
4 リシイ島 5月 31日 多い 〃 エトピリカと一緒
5 シシュキ島 5月 31日 普通 〃 南の島
色丹島 島の南岸に生息
6 グリガ島 5月 30日 多い 〃 コロニーでエトピリカより多い
7 ジェヴャトイ ·バル島 5月 29–30日 〃 〃 繁殖する主要種
8 アイヴァゾフ島 〃 普通 〃 繁殖する主要種
国後島 島の北東端で繁殖
9 スパコイヌィ岬 6月 13日 8羽 – 夕方海上で見られた
10 ピコ島 〃 多い 巣 2,000–3,000羽のコロニー中で最多
択捉島
11 ドブロエ ·ナチャロ湾 6月 18日 11羽 – 岸近くで見られた
12 カメニ ·レフ島 〃 普通 – 多分エトピリカと一緒に繁殖
13 グネヴヌィ岬 〃 1羽 – 飛翔個体が見られた
14 ロカ湾 6月 19–20日 21羽 – 朝岸近くの海上で見られた
15 アジノキー島 6月 20日 2羽 – 夕方南に飛んだ
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サハリンと千島列島におけるホオジロガモの繁殖
V. P. Vshivtsev

サハリンにおけるホオジロガモ (Bucephala

clangula)の繁殖に関する報告はない。例えば
Gizenko (1955)は「サハリン州の鳥類」で、サ
ハリンと千島列島においてホオジロガモの繁殖
は確認されていないと述べている。
私はサハリン北部と択捉島でホオジロガモ

の繁殖に関する資料を得ることができた。ノグ
リスク地域のボリショイ ·ガロマイ川、エヴァイ
川、アスカサイ川の川沿い、またチャイヴォ湾
の洲で、地元の狩猟官F. L. Kartavykhは 1953

年以来毎年枯れたカラマツの幹にある樹洞で巣
を見つけている。中洲の 16kmの所で 6巣が見
つかった。1961年 5月末にルィブノフスキー
地域のボリショイ ·ウアンギ川河川敷にある小
さな沼の岸で狩猟学者N. S. Korshunovは 5卵
のある巣を、5月中頃にはその隣の沼で 6羽の
雛を連れた雌を見つけた。同じ所で 5月末に狩
猟学者 V. P. Shipitsynはつがいになっていな
い雌の群 (15羽)を見つけ、その 1羽を捕獲し
た。ノグリスク地域の狩猟学者N. F. Rudakov

と猟師のV. I. Shilimovは、ピリツン湾、チャ

イヴォ湾、ヌィスク湾、ナビル湾、ルナ湾の沿
岸では普通に繁殖すると報告してくれた。

トィム川上流と中流沿いで 1964年に、キ
ロフスキー地域の狩猟学者 V. K. Skurchaev

は巣を見つけた。1964年 9月 2日に狩猟学者
A. L. Vitlibと私は択捉島 (千島)の小さなクリ
リスカヤ川沿いで雌と飛べる幼鳥を採集した。

同じ樹洞が毎年営巣に用いられるのが認め
られた。例えば、1959年 7月にチャイヴォ湾沿
岸の水際から20mにある枯れたカラマツの高さ
5mの樹洞に雛 7羽のいる巣が見つかった。翌
年、この樹洞でホオジロガモがまた繁殖した。
全体にサハリン州におけるホオジロガモの繁殖
は少ない。例えば、サハリン南部では、繁殖を
確認できず、レスノエ湖とクレストノシュカ付
近でホオジロガモは普通の渡り鳥であるが、軍
狩猟者協会が教えてくれたホオジロガモに適し
た樹洞は長年一度も使われなかった。[訳：藤巻
裕蔵]

[Ornitologiya 8:340.(1967)]
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占守島のツルクイナ
G. A. Voronov

ソ連でツルクイナの迷行は 3例知られてい
る。1966年 10月 24日に占守島 (千島列島北部)

のボリショエ湖北東端で成鳥雄を採集した。こ
れは早朝に湖の湿原部水際のスゲの繁みにいた
ものである。典型的な冬羽であった。精巣の大
きさは6.2×3mmであった。胃と腸の内容物は、
スゲの種子であった。十分太っていた。（標本
はモスクワ大学地理学部ソ連鳥類コレクション
に保管)。
繁殖分布域では留鳥であるが、その北部で

は渡り鳥で、4月中国北部に渡来し、11 月ま
で生息する。いろいろの時期にプリモーリエ、
サハリン、カムチャツカ、占守島で採集例があ
ることは、かなり北に迷行する事実だけではな
く、繁殖分布域が拡大している可能性を示して
おり、この地域の鳥類があまり調べられていこ
とやこの鳥が少なく目立たない生活をしている
ためにまだ確認されていないのであろう。[訳：
藤巻裕蔵]

[Ornitologiya 9:342.(1968)]
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国後島(南千島)の鳥類の生活における木本類の種子と
果実の意義

V. A. Nechaev

国後島の針広混交林には 100種以上の木本
類 (高木、潅木、蔓植物)が生育しており、その
果実や種子は多かれ少なかれ鳥類に食物として
利用されている。これらの食物の量と利用しや
すさにより、多くの果実食の鳥類の分布、集中
場所、秋の渡り期間と速さ、さらに越冬も影響
を受ける。まず鳥類は、植物の伝播者として、
果実や種子を森林のない山地、山火事跡、伐採
跡、火山噴火孔のような新しい生育場所に分布
させる。おそらく鳥類は植物の種子を消化管に
いれたまま近くの島に運ぶこともあるだろう。
そのため鳥類と植物との栄養上の結び付きは、
生物群集や林業にとって興味深い。
南千島の鳥類の食性は、木本類の果実や種

子の面であまり研究されていない。この問題
についてはGizenko (1955)が若干述べている。
このほか鳥類がホオノキやキハダの種子を食
べることが簡単に報告されている (Nechaev &

Nechaev 1963, 1965)。
私は 1962年 7月から 1963年 8月まで、主

に常緑針葉樹と広葉樹の樹種の豊富な国後島の
南半分で調査した。森林性鳥類 70種の胃 515

個を調べたほか、直接観察もした。
木本類の果実や種子の鳥の食物としての重

要性は、一様ではない。あるものは食物として
いつも長期にわたって (秋、冬)利用されるが、
あるものは主に食物の少ない冬だけに利用され
る。特定の食物が好まれる傾向があり、秋にナ
ラのある林にはカケスが、ハイマツのある所に
はホシガラス、キハダやニワトコのある所には
ツグミ類が現われる。数種の果実食の鳥類は、
主な食物となるいろいろの果実が少ないと、果
実や種子があまり食べられていな所に行き、食
物をさがして移動する。

国後島の森林では、カケスが食べる木本類
の果実や種子は 14種、ウソ 10種、ゴジュウカ
ラ 7種、アカゲラとオオアカゲラ 6種、コゲラ
とシロハラ [アカハラのこと、ソ連ではアカハ
ラとマミチャジナイをシロハラの亜種としてい
る]5種、ハシブトガラスとヤマガラ 4種、アオ
バト、クマゲラ、ホシガラス、シジュウカラ 3

種ということが確認されている。
果実が鳥類の食物として重要であることは、

表から明らかである。キハダの実を食べる鳥類
は 11種知られている。秋に胃内容でのキハダ
の実の割合は、シロハラで 50%，アカゲラで
15.1%、オオアカゲラで 5.8%であった。1962年
には10∼11月に、鳥類の食物となるキハダの実
り具合は中程度であった。初冬の 10月には森
林の中の一部の木に実が残っているだけとなっ
た。ここでは 1963年 1月に単独でいるヒヨド
リとツグミ、それにキレンジャクの群が見られ
た。国後島では 2∼3月にはヒヨドリとキレン
ジャクは観察されず、単独でいるツグミが噴気
孔付近の雪のない所にいた。
イチイの実は 7種の鳥に食べられていた。

ヤマガラ (胃内容で出現頻度 90∼100%)、ウソ
(66.6%)、カケス (13.3%)などである。ヤマガラ
にとって、イチイは 8月後半∼9月の重要な食
物である。ヤマガラはイチイの実を嘴にくわえ
て近くの水平な枝に運び、足でおさえ果肉を捨
てて種子を食べる。普通このイチイにはシジュ
ウカラ、ゴジュウカラ、ウソが飛来する。
ホオノキの種子は 4種の鳥の胃に見られた。

9∼10月上旬に「球果」の未熟な種子をゴジュ
ウカラが食べ、10月にはキツツキ類 (オオアカ
ゲラで出現頻度 5.8%)、ホシガラス、またおそ
らくカケスが成熟した種子を食べる。
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表 1: 鳥類が食べる果実 ·種子リスト

植物種名 鳥種名 利用期間
喬木
イチイ オオアカゲラ、コゲラ、カケス、シジュウカラ、ヤマガラ、

ゴジュウカラ、ウソ
8∼9月

トドマツ、エゾマツ ホシガラス、イスカ、ギンザンマシコ 10∼4月
ミヤマハンノキ、ケヤマハンノキ ベニヒワ、マヒワ、イスカ、ギンザンマシコ、ウソ 10∼5月
ミズナラ、カシワ カケス、ホシガラス。ゴジュウカラ 9∼12月上旬、

4∼5月
オヒョウ アオバト、カワラヒワ、ウソ 5∼6月
ヤマグワ シロハラ 1) 7月
ホオノキ クマゲラ、オオアカゲラ、ホシガラス、ゴジュウカラ 10月中旬∼11

月
エゾヤマザクラ アオバト、カケス、ハシブトガラス 7月中旬∼8月
チシヤザクラ カケス 8∼9月
ヒロハノキハダ クマゲラ、アカゲラ、オオアカゲラ、ハシブトガラス、ゴ

ジュウカラ、ヒヨドリ、ツグミ、シロハラ、キクイタダキ、
キレンジャク

9∼11月

潅木
ハイマツ アカゲラ、ホシガラス、ギンザンマシコ、ウソ、シメ 8∼12月上旬、

4月中旬∼5月
エゾスグリ アカゲラ、カケス、マミジロ、ハギマシコ 9∼10月
エゾイチゴ カケス、コマドリ、ノゴマ、アオジ 8∼10月
ハマナス ギンザンマシコ、ウソ 9∼11月
ツルシキミ キジバト 10月
モチノキ属の一種 コマドリ 10月
ジンチョウゲ属の一種 ウソ 10月
タラノキ キジバト、クマゲラ、アカゲラ、コゲラ、シジュウカラ、ヤ

マガラ、ゴジュウカラ、ヒヨドリ、コマドリ、シロハラ、ベ
ニマシコ

9∼11月

エゾニワトコ アオバト、キジバト、アカゲラ、コゲラ、カケス、シジュウ
カラ、ヤマガラ、ゴジュウカラ、カワガラス、エゾビタキ、
コサメビタキ、キビタキ、ノゴマ、ルリビタキ、マミジロ、
シロハラ、ウグイス、カヤクグリ、クロジ

8∼10月

ミヤマガマズミ カケス 10月
ケヨノミ カケス 8月
つる植物
ツルアジサイ、イワガラミ ウソ
ツタウルシ キジバト、アカゲラ、オオアカゲラ、コゲラ、ハシブトガラ

ス、ジョウビタキ、ツグミ
10∼12月

ツルウメモドキ ハシブトガラス、ツグミ、キレンジャク、ウソ 11月
ヤマブドウ カケス、ツグミ 9∼10月
サルナシ コゲラ、カケス、ハシブトガラス、ゴジュウカラ、ヒヨド

リ、シロハラ
9∼11月

ミヤママタタビ カケス、ヤマガラ、キバシリ、キクイタダキ 8∼9月

ミズナラとカシワのドングリは、主として
カケスの食物となる (胃内容で出現頻度 100%)。
1962年にドングリの実りが少なく、10月降雪前
なのに多くの鳥類は国後島から日本列島に渡っ
た。1962/63年の冬に国後島ではカケスがあま
り見られず、主に道路上や人家近くにいた。鳥
が貯えたドングリは秋にも食べられるが、主に
春雪どけ後に利用される。カケスにとってドン
グリは主要な食物で、島における越冬はその豊

凶に左右される。

エゾヤマザクラの実を食べるのは 3 種の
鳥類である。アオバトでは 80%、カケスでは
13%の出現頻度である。アオバトはまだ未熟な
うちから食べるが、カケスとハシブトガラスは
熟してから食べる。国後島でアオバトはおそら
く繁殖していないであろうが、北海道には普通
に生息している。アオバトは 1962、1963年に
は 6月上旬∼8月中旬、すわちエゾヤマザクラ
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の結実期に見られた。アオバトは 4∼5羽の群
でエゾヤマザクラの樹上にいたり、落下した実
を食べているのが見られた。これに次いで重要
なアオバトの食物は、エゾニワトコ、オヒョウ
の実、サルナシやエゾヤマザクラの花である。
このように、果実を食べるハトが国後島に生息
するのは、エゾヤマザクラの実があることと密
接な関係がある。
潅木の果実のうち鳥が最もよく食べるのは

エゾニワトコである (20種の鳥類)。胃内容で
エゾニワトコの出現頻度は、キビタキで 80%、
ルリビタキ 62.5%、カケス 53.3%、アカゲラ
39.3%、オオアカゲラ 23.5%、シロハラ 20%、
コゲラ 14.8%であった。エゾニワトコは国後島
では広く分布し、多い潅木なので、その実は多
くの鳥類、とくにキビタキやルリビタキのよう
な昆虫食のものにも利用される。
タラノキの実を食べる鳥類は 12種記録され

たが、胃内容での出現頻度は低い (アカゲラで
9%、オオアカゲラ 5.8%、コゲラ 3.7%)。
ハイマツの堅果はほとんど 1年中ホシガラ

スの主要な食物となっている。ホシガラスは未
熟なうちに食べ始め (7月中旬)、熟する時期 (8

月)に最もよく食べる。国後島で 1962年の晩夏
と秋にホシガラスの大群が主にハイマツ帯に
現われた。ホシガラスが球果ごと嘴にくわえた
り、舌下袋に種子を入れて、ハイマツ帯からト
ドマツ ·エゾマツ林帯に飛び、それを落葉、コ
ケ、倒木の下に隠すのがしばしば観察された。
冬にハイマツ帯では降雪後すぐにクラスト

するが、普通トドマツ · エゾマツ林では冬中
積雪が軟らかく、隠した堅果を見つけられる。
1962年に国後島では実りが悪かった。しかし
12月までは積雪がなく、球果を見つけられ、ホ
シガラスの食物はあった。
その後深い積雪とクラストした雪のため、

ホシガラスはおそらく国後島から日本の雪の
少ない地方に渡ったのであろう。冬に国後島で
一度だけ、1963年 2月 4日にアレヒノのごみ捨
場でごみをあさっているかなり弱ったホシガラ

ス 1羽を観察しただけである。1963年の春に
ホシガラスの初認は 4月上旬で、主群は 4月中
旬に現われた。実りの多い年には、ホシガラス
は堅果を貯え、冬と春、さらに初夏にも利用す
る。1962年 7月 12日、すなわち繁殖期に捕獲
した成鳥雄の胃には、ハイマツの種子の内乳だ
けが入っていた。
蔓植物、とくにツタウルシの実は鳥類 (7種)

の食物として重要である。胃内容でのツタウル
シの実の出現頻度は、アカゲラ 29.4%、コゲラ
33.3%、オオアカゲラ 14.8%であった。ツタウ
ルシの実は主に晩秋、他の木の実が少ないと
きに食べられる。またキツツキ類はツタウルシ
の実を 11∼12月、ハシブトガラスは 11月によ
く食べる。晩秋に集めたカラスのペリットには
ツタウルシ、ツルウメモドキ、キハダの種子が
あった。
ツルウメモドキの実は、他の植物の軟らか

な実がない晩秋に主に食べられる。そのため
この実は主にこの島で越冬する鳥類に食べら
れる。
サルナシとミヤママタタビの実は食物とし

て鳥類によく利用される。シジュウカラ類や
ゴジュウカラは実をとると、普通水平の枝に運
び、開いて種子をとりだし、果肉の大部分を
捨てる。カケスは実をまるごと飲込む。カケス
の胃内容でミヤママタタビ種子の出現頻度は
33%であった。
このように国後島の鳥類の生活で、高木、潅

木、蔓植物の果実や種子は重要である。ある種
の鳥類 (ホシガラス、カケス)にとって、果実
は秋、さらに冬にも他のものに代えられない重
要な食物であり、またある種 (キジバト、キツ
ツキ類、ヒタキ類など)にとっても秋の重要な
食物である。多くの果実食の鳥類の生息状況、
生息数、生息環境ごとの分布、移動、越冬は、
島の森林における果実や種子の実り具合に依存
している。–文献省略– [訳：藤巻裕蔵]

[サハリンと千島列島の生物資源，255–

260.(1970)]
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国後島の鳥類の四季
V. A. Nechaev

千島列島の最南部ある国後島の鳥類の四季
の生活は、最近まで調査されていなかった。文
献には数種の渡来時期、渡り、渡去時期につい
てわずかの報告があるだけである (山階 1931,

Bergman 1935, Gizenko 1955)。私は国後島で
1962年 6月から 1963年 8月まで通して鳥類を
調査した。島の鳥類の生活は4期に区分できる。

— 春 —

島の春は3月中頃から6月初めまでの2か月
半である。この期間に多くの夏鳥が渡来し繁殖
を始め、千島列島より北で繁殖する種が渡る。

1963年に国後島のアレヒノ付近で最初の暖
かな日は 3月 15日で、雪が急速に融けた。温
泉の水が流れる付近では草が緑になっていた。

根室海峡の潮間帯で秋の嵐で運ばれた藻や海
草からフンバエが出た。3月中頃にシジュウカ
ラ、ヒガラ、ハシブトガラ、ゴジュウカラ、キ
バシリのような食虫性の森林性鳥類の群が解消
した。

表 1: 国後島で繁殖する数種の 1963年の渡来日

ムクドリ 3月 19日 アリスイ 4月 26日 オオジシギ 5月 6日
ハクセキレイ 27日 オオジュリン 26日 コルリ 9日
ホオジロ 27日 ニュウナイスズメ 27日 キビタキ 14日
ヒバリ 29日 カイツブリ 27日 ヤブサメ 14日
モズ 4月 7日 アオジ 28日 コムクドリ 15日
キジバト 13日 ホオアカ 5月 1日 オオルリ 16日
ミサゴ 14日 アカハラ 1日 ツツドリ 17日
ノビタキ 17日 クロジ 2日 コサメビタキ 19日
トラツグミ 18日 ウグイス 3日 シマアオジ 30日
カヤクグリ 22日 ビンズイ 4日 ノゴマ 30日
キセキレイ 25日 バン 5日 シマセンニュウ 30日
ルリビタキ 26日 イワツバメ 6日 コヨシキリ 30日

シジュウカラやハシブトガラのさえずりは
暖かくなった 3月 16日に盛んであった。この
時期カケスやスズメもよくないた。人家付近で
越冬していたカケスは、営巣場所である山地に
移動し始めた。

3月中旬末にユジノ ·クリルスク海峡で越冬
していたオオハクチョウが北に渡った。春の始
まりは、ムクドリの渡来で、3月 19日にセル
ノヴォドスクに現われた。この時期に初春の花
フクジュソウが咲く。ムクドリの渡来 ·渡りは

3月下旬いっぱい続いた。オオヒバリが渡来し
た。アレヒノ近くで3月27日にハクセキレイと
ホオジロの初認個体が観察された。これらが渡
来する頃には、川岸や湖岸に雪の消えた所が広
がり、融け始めた雪の上で小型カワゲラ、カ、
ハエが盛んに動きまわる (表 1)。

3月下旬にユジノ ·クリルスク海峡では北に
向かうヒメウ、ホオジロガモ、コオリガモ、ク
ロガモ、シノリガモ、ウミアイサ、カワアイサ、
オオセグロカモメ、シロカモメなどが数多く見
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られた。3月末にはカラフトチュウヒバリやヒ
バリが渡来した。ペチャノエ湖で 3月 23日に
湖岸の雪が融け、氷の下で波の音がしていた。

3月末に雪が急速に融け、それが泥水となっ
て流れ、凍らない川では岸の氷がくずれた。山
の陽の当たる斜面にはフキノトウが出、林内の
湿原ではミズバショウ、ドクゼリ、リュウキン
カの葉が出た。カケス、シジュウカラ類、ゴジュ
ウカラは雪の融けた所にきて採餌していた。3

月 28日にはミソサザイがさえずり始めた。

4月初め根室海峡のアレヒノ付近の開水面
や流氷の間に、渡り中のウ類、シノリガモ、ビ
ロードキンクロ、アイサ類、カモメ類の群が見
られた。ときどき流氷上に単独のオオワシやオ
ジロワシが見られた。4月上旬にオホーツク海
ではコロニー性海鳥やカモ類の群が渡った。氷
の融けた小さな沼には、マガモ、カルガモ、ヨ
シガモ、オナガガモ、コガモが飛来した。パル
ツソフ岬とヴェスロフ半島 (国後島南端)では 4

月 2日にシロチドリが現われた。4月上旬末に
はモズが渡来し、ハクセキレイやホオジロも盛
んに渡来した。

その他の季節変化では、4月上旬に温泉近く
の石の間にいるカマドウマがなき始め、タテハ
チョウが現われ、フクジュソウ、フキ、エゾエ
ンゴサク、ギョウジャニンニクの花が咲く。こ
の時期の天候は不順で雪が降ったりそれが融け
たり、寒い北西風が吹いたり暖かな晴天となっ
たりする。

4月中旬にはヤマシギ、キジバト、ノビタ
キ、トラツグミ、カワラヒワ、シメ、ミサゴが
渡来した。渡るウ類、カモ類、カモメ類の数は
非常に少なくなった。セルノヴォドカ川河口に
はユリカモメの大群が飛来し、ペスチャノエ湖
に産卵にきたキュウリウオをとっていた。モズ
の渡来はまだ続いていた。ムクドリはすでにつ
がいになっていた。中頃にはエゾアカガエルが
よくなき、産卵した。雪融けあとの落葉中には
トビムシ類、ハマトビムシ、等脚類、クモ類が
現われ、マルハナバチが活発に動きまわった。

4月中頃にはケヤマハンノキやナニワズの花が
咲いた。中旬末に雪が残っているのは、山の北
斜面、林内の日陰、深い谷の中だけとなった。

4月下旬には鳥類の渡来や渡りが活発であっ
た。カイツブリ、アリスイ、アカハラ、カヤク
グリ、キセキレイ、ニュウナイスズメ、オオジュ
リン、アオジが渡来した。タヒバリ、ハギマシ
コ、ベニヒワ、カシラダカが渡り、ウソやギン
ザンマシコの営巣地への移動が続いた。4月末
には渡るコチドリとタシギが観察された。キツ
ツキ類、カケス、カラス類、シジュウカラ類、
ゴジュウカラ、キバシリが繁殖を始めた。ペス
チャノエ湖では氷がとけ、渡るカモ類の群が見
られた。陸上は海より暖かくなった。森林では
草が出はじめた。ミズバショウ、スミレ、ヤナ
ギの花が咲いた。4月末に雪は密な森林、深い
谷の中、尾根部、火山の斜面に所々残っている
だけであった。

5月初めに渡り鳥の渡来が続いた。上旬末
までにはバン、オオジシギ、イワツバメ、コル
リ、ウグイス、ビンズイ、クロジ、オシドリ、ア
トリが現われた。ハギマシコとタヒバリの渡り
が続いた。マガモとノスリは産卵を始め、カケ
ス、ハシボソガラス、ハシブトガラスはすでに
抱卵していた。４月末に渡来した鳥類はつがい
になり、造巣を始めた。5月上旬に初めて積雲
が現われ、いろいろのヤナギ類、オヒョウ、ハ
ルニレ、ニリンソウの花が咲いた。ダニやシマ
ヘビ、野生ミツバチ、ハエ、カが現われた。冬
に凍結していたゴリャチエ湖の氷は 5月始めに
完全にとけた。上旬末までに雪は山頂に所々、
北斜面では縞状に残るだけとなった。

5月中頃には昆虫食の森林性鳥類は大部分
渡来している。ツツドリ、センダイムシクイ、
ヤブサメ、コサメビタキ、キビタキ、オオルリ、
コムクドリ、マヒワが渡来した。キアシシギ、
キョウジョシギ、トウネン、ヒバリシギなどシ
ギ類の渡りが活発になった。海上では渡るウ類、
カモ類、カモメ類の群が見られた。トラツグミ
やハクセキレイが産卵した。
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1963年 5月中旬には晴天が続き、降雨はな
かった。大陸から北西の風が多くなった。この
時期にオタマジャクシが出てきた。ウワミズザ
クラ、ニワトコ、エゾスグリが開葉し、チシマ
ザクラ、ツツジ、ツルシキミ、ケヨノミの花が
咲いた。

5月下旬∼6月初めに春が終わる。この時期
にクイナ、カッコウ、アマツバメ、ノゴマ、コ

ヨシキリ、マキノセンニュウ、エゾセンニュウ、
シマセンニュウが渡来した。カモ類やシギ類の
渡りが終わった。渡来した鳥の大部分はすでに
抱卵中か造巣中であった。5月末にはイタヤ、
ヤチダモ、ミズナラ、カシワなどの高木や潅木
の新葉が出た。晩春に森林は新緑となり、鳥の
渡来や渡りは終わった。

— 夏 —

夏は 6月初めから 8月中頃までの 2か月半
である。この期間に繁殖、換羽が終わり、一部
の種は群となる。

6月初めに多くの鳥類は繁殖を始めた。キジ
バト、ルリビタキ、アカハラ、コサメビタキ、キ
ビタキ、オオルリ、ニュウナイスズメ、ホオジ
ロ、アオジは造巣または抱卵中であった。カイ
ツブリ、マガモ、ヨシガモ、バンなどの水鳥で
は、6月中旬初めに幼鳥が見られるようになっ
た。6月いっぱい夕方にヤマシギがディスプレー
をした。オオジシギのディスプレー飛翔は 6月
初めで終わった。中旬には巣立ったハシボソガ
ラスやハシブトガラスが群となり、ときには内
陸深くに飛来した。例えば 1962∼1963年 6∼7

月にハシブトガラス 40∼50羽の群がゴロヴニ
ノ山カルデラに飛来し、昆虫やガンコウランの
実を食べていた。6月初め∼中頃にエナガ、シ
ジュウカラ、ヒガラ、ヤマガラ、ハシブトガラ、
ゴジュウカラ、キバシリ、キクイタダキ、早く
渡来したヒバリやムクドリでも巣立幼鳥群が現
われ始めた（表 2）。

6月前半に夏のモンスーン期となる。太平
洋からの風が多くなり、霧、霧雨、長雨をもた
らした。林内では晴天の日でも湿度が高くむし
暑い。6月中頃までに草は 1mくらいになった。
ヨブスマソウ、オニシモツケ、オオイタドリ、
オオバセンキュウが通り抜けできないほどに繁
茂した。チシマザクラ、ハマナス、ウコンウツ
ギ、オニグルミ、ナナカマド、ウワミズザクラ
の花が咲いた。6月 12日にセミの声が初めて

聞かれた。6月前半に林内ではカやブヨが多く
なった。

6月後半には多くの鳥類で幼鳥が巣立った。
ノスリ、ヤマシギ、アカゲラ、オオアカゲラ、
コゲラ、コルリ、トラツグミ、アカハラ、モズ、
ヤブサメ、ニュウナイスズメ、カワラヒワ、ホ
オジロ、アオジの幼鳥が現われた。センダイム
シクイ、キビタキ、オオルリは抱卵中であった。
遅く渡来したシマセンニュウ、エゾセンニュウ、
マキノセンニュウ、コムクドリ、シマアオジが
産卵を始めた。林内ではシジュウカラ類、ゴジュ
ウカラ、キバシリ、キクイタダキの混群が見ら
れ、これにコゲラが加わった。

6月末には高茎草原は 2mにもなった。ホオ
ノキ、ミヤマガマズミ、ミヤママタタビ、チョ
ウセンゴミシ、ツルウメモドキ、ササなどの草
本類の花が咲いた。沼ではミツガシワ、クロバ
ナロウゲ、ヒルムシロの花が咲いた。国後島の
ヘビ類、アオダイショウ、アカジムグリ、シマ
ヘビ、トカゲが産卵を始めた。沼ではアカガエ
ルがよくなき、ときどきアマガエルの声も聞か
れた。

7月には、6月に繁殖を始めた鳥類の幼鳥が
巣立つ。月初めにはセンダイムシクイ、エゾム
シクイ、コサメビタキ、キビタキ、オオルリ、
ビンズイ、ベニマシコ、クロジ、ホオアカ、シ
マアオジなどの幼鳥が巣立った。スズメ、アオ
ジは 7月中頃に 2回目繁殖を始めた。7月末に
遅く渡来したセンニュウ類の育雛が終わった。
1回目繁殖を失敗した少数の鳥類が、この月の
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中頃にやりなおしの繁殖を始めた。月末には
コムクドリの幼鳥が群となり、営巣場所付近に

いた。

表 2: 巣立幼鳥の出現時期 (1962∼1963年アレヒノ付近)
シジュウカラ 6月 14日 (1962) ニュウナイスズメ 6月 30日 (1962)
スズメ 15日 (1963) ノビタキ 30日 (1962)
スズメ 19日 (1982) トラツグミ 7月 2日 (1962)
ヤブサメ 26日 (1963) エゾムシクイ 3日 (1962)
ハシブトガラ 26日 (1962) ビンズイ 3日 (1962)
ヒガラ 26日 (1962) キビタキ 6日 (1962)
モズ 26日 (1962) ムクドリ 9日 (1963)
ミソサザイ 27日 (1963) ハクセキレイ 14日 (1962)
アオジ 27日 (1962) ベニマシコ 14日 (1962)
アカハラ 27日 (1962) オオルリ 16日 (1962)
キクイタダキ 27日 (1962) センダイムシクイ 16日 (1962)

7月初め海岸にはオオセグロカモメやウミ
ネコの大群が現われ、繁殖後の移動を始めた。
シギ類が渡り始め、クサシギ属のシギやトウネ
ンが 7月末に現われた。スズメ目鳥類の多くの
種が換羽を始めた。幼鳥は家族や群で繁殖した
地域で移動していた。7月には繁殖期が終わり、
群となり移動を始めた。

1962、1963年の 7月は雨が多く、湿潤な天
候であった。毎日昼頃まで霧で、よく霧雨や雨
になった。深い谷の中や山の上部 1/3にあった
雪が消えた。7月初めにミズキ、タラノキ、草
本類ではコウライテンナンショウ、ウド、オオ

ウバユリなどの花が咲いた。7月中頃にはほぼ
全部の高茎草本の花が一斉に咲いた。7月後半
にはツタウルシ、ハシドイ、サルナシ、ツルア
ジサイなどの花が咲いた。この時期チシマザク
ラ、ケヨノミ、クロウスゴの実が熟した。

8月中頃には遅く渡来したセンニュウ類の
繁殖や 2回目繁殖は終了した。夏中国後島の北
西岸では、島で繁殖しなかった個体や群が見ら
れた。例えば、アオバト、ブッポウソウ、ヒヨ
ドリ、サンショウクイ、イカルなど日本で繁殖
する種である。

— 秋 —

秋は 8月中頃から 11月中頃までの 3か月で
ある。秋には移動が見られ、渡り鳥の国後島か
らの渡去が始まって完了し、より北で繁殖した
種が渡来する。

8月には多くの鳥類で、繁殖後の移動や換
羽が見られた。この時期森林性の渡り鳥は繁殖
した地域を家族で移動し、8月末には越冬地に
渡去を始めた。湖沼の水鳥は群となり、餌場の
湖沼に移動した。ここで繁殖したイソジギが渡
去を始め、国後島より北で繁殖したメダイチド
リ、タカブシギ、ソリハシシギ、オバシギ属の
シギ類、チュウシャクシギが渡来した。移動し

てきたカワセミも見られた。

ウミネコやオオセグロカモメの大群が、漁
業工場や漁業コンビナート付近に集まってきた。
8月初め南千島に日本で繁殖したトビが渡って
きた。これらは、カモメ類のように漁業コンビ
ナート付近にいた。8月末にフルマカモメ、ウ
類、カモ類、カモメ類、ウミスズメ類の群が根
室海峡やユジノ ·クリルスク海峡で観察された。
ツツドリやカッコウが渡去し始めた。

8月には主にキク科植物の花が咲いた。潅木
ではノリウツギ、マルバトウキの花が咲いた。
クワ、エゾイチゴ、ニワトコなどの実がなった。
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月初めにはアブが大量に現われた。林内ではセ
ミの声がやまなかった。

9月前半に全部の鳥類の繁殖が完全に終わっ

た。例外として、1962年 9月初めに色丹島で
2番子に給餌するスズメと幼鳥に給餌するコヨ
シキリとウグイスが観察された。

表 3: 1962年における数種鳥類の国後島からの渡去．
イワツバメ 9月 25日 コマドリ 10月 25日 オオジュリン 11月 11日
カッコウ 25日 アオジ 25日 カシラダカ 11日
アマツバメ 25日 ムクドリ 26日 キジバト 11日
ノビタキ 25日 キセキレイ 29日 マミチャジナイ 11日
シマセンニュウ 10月 4日 ルリビタキ 29日 カヤクグリ 13日
ビンズイ 17日 トラツグミ 11月 8日 モズ 14日
ノゴマ 17日 カイツブリ 8日 タヒバリ 24日
ウグイス 25日 クロジ 11日 ハクセキレイ 25日

家族は群となり、渡り鳥は越冬地へ渡去し
始めた。9月前半にカッコウ、イワツバメ、ツ
バメ、コサメビタキ、オオルリ、エゾビタキ、
ホオアカ、シマアオジの幼鳥が渡去した。ヒバ
リやコムクドリが大群となった。シマセンニュ
ウ、エゾセンニュウ、マキノセンニュウ、ノゴ
マ、ウグイス、モズ、アオジ、ホオジロが渡去
前の移動を始めた (表 3)。

漁業工場にはトビ、オジロワシ、多くのウミ
ネコやオオセグロカモメが群で集まっていた。
アビ類、フルマカモメ、ウ類、ウミスズメ類の
移動が続いた。シジュウカラ類、ゴジュウカラ、
キバシリ、キクイタダキ、コゲラなどの食虫性
の森林性鳥類が移動範囲を広げ、潅木林や人家
付近でも見られるようになった。9月いっぱい
クサシギ属のシギ、イソシギ、キョウジョシギ、
トウネン、ヒバリシギ、タシギ、ハリオシギ、
ヤマシギ、チュウシャクシギなどのシギ類が国
後島を通過した。

9月初めに多くの植物の成長期が終わった。
秋の最初の徴候はツタウルシの紅葉やカンバや
ヤナギの黄葉である。草原ではコガネギク、ヨ
ツバヒヨドリ、メタカラコウの花が咲き、林内
ではノリウツギの花が咲いた。イチイやエゾス
グリの実が熟した。9月前半の末には草原に被
われた山の上部は黄褐色になった。昆虫が少な
くなった。カ、ブユ、アブはまったくいなくな
り、セミはなかなくなった。9月に冷たい雨が

続き、霧が出、強い北風が吹くようになった。
9月後半にも渡去が続いた。アマツバメ、ア

リスイ、コルリ、センダイムシクイ、エゾムシ
クイ、シマセンニュウ、エゾセンニュウ、マキ
ノセンニュウ、キビタキ、モズが渡去した。ク
イナ、バン、キジバト、トラツグミ、アカハラ、
ビンズイが渡去し始めた。ツグミ、マミチャジ
ナイ、メボソムシクイ、サメビタキ、タヒバリ
のような南千島より北で繁殖した渡り鳥の群が
現われた。この時期キツツキ類、シジュウカラ
類は長い移動をし、ときには近くの島にも渡る
ことがあった。例えば、ヒガラの群が 1962年
9月に森林のないタンフィリエフ島の高茎草原
で、アカゲラが木のないユリ島とアヌチン島で
見られた。

9月末にはハンノキ、エゾスグリ、ナナカマ
ドが落葉し始めた。ヤナギ、キハダ、ダケカン
バ、ハルニレの葉が黄色くなった。ヒヨドリバ
ナ、コガネギクの花が咲いた。ハマナス、オオ
タカネイバラ、ミヤママタタビ、タラノキ、ウ
ド、オオウバユリの実が熟した。1962年 9月末
に国後島と択捉島の山に初雪が降った。1962年
9月末までに寒いみぞれの降る天候となった。

10月いっぱいアカハラ、ルリビタキ、コマ
ドリ、ノゴマ、ウグイス、カヤクグリ、マヒワ、
シメ、クロジ、ホオジロ、カシラダカの渡去と
渡来が続いた。タヒバリ、アトリ、ハギマシコ、
オオカワラヒワが大群で現われた。川の上流部
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で繁殖したカワガラスが河口部や海岸にも現わ
れ始め、隣の川まで移動した。オオタカ、ハイ
タカ、ツミ、ノスリ、ハイイロチュウヒなどの猛
禽類が渡った。湖沼にはマガモ、カルガモ、コ
ガモ、キンクロハジロ、ホオジロガモ、カワア
イサ、ウミアイサなどのカモが群で飛来し、カ
イツブリも群でいた。国後島沿岸ではアビ類、
フルマカモメなどの海鳥の移動が続いていた。

1962年の 10月いっぱい、国後島では晴天
で乾燥した天候で、暖かな南 ·南東の風が吹い
た。月の前半はハリギリ、キハダ、カエデ類な
どの樹木で落葉した。10月後半にはホオノキ、
ウワミズザクラ、ツタウルシ、ノリウツギ、カ
ンバ類が落葉し始めた。サルナシ、ミヤマガマ
ズミ、オオカメノキ、ツルシキミ、ヤマブドウ、
チョウセンゴミシの実が熟し、月末にはホオノ
キの実が熟した。産卵にきた魚をねらって、猛
禽類、カモメ類、カラス類がやってきた。

11月中頃にキジバト、ルリビタキ、トラツ
グミ、マミチャジナイ、シロハラ、カヤクグリ、
クロジ、オオジュリン、カシラダカの渡去と渡

りが終わった。渡るツグミ、ハギマシコ、カワ
ラヒワの数が少なくなった。国後島を渡りで通
過したり越冬するキレンジャク、オオモズが現
われた。オオアカゲラ、アカゲラ、シジュウカ
ラ、ヒガラ、ハシブトガラ、ゴジュウカラの移
動がわずかに見られた。移動中のカケス、ホシ
ガラス、ギンザンマシコ、その他シジュウカラ
類、ゴジュウカラ、キバシリ、コゲラの混群が
見られた。ハシボソガラス、ハシブトガラスが
群で海岸や人家付近に集まってきた。11月に
カラス類の喉部にはキハダ、ツルウメモドキ、
ツタウルシの実があった。

11月にマガモ、コガモ、キンクロハジロ、
ホオジロガモ、アイサ類の渡去や渡りが終わ
り、カイツブリが全て渡去した。国後島の沿岸
では海鳥が移動していた。

11月初め大部分の高木、蔓植物、潅木で落
葉が終わった。厳寒がくるまでにクワ、ツルア
ジサイの緑の葉が残っていた。川には産卵後に
死んだサケが見られた。

— 冬 —

冬は 11月中頃から 3月中頃までの 4か月で
ある。この時期の特徴は、夏鳥と国後島より北
で繁殖した渡り鳥の渡去が終了し、鳥類の数が
非常に減少したこと、また留鳥や冬鳥の移動で
ある。

1962年 11月中頃から 1963年 1月中頃まで
の冬前半には根雪がなく、多くの鳥類が越冬で
きた。根雪になるとともに、1月中頃まで国後
島で越冬していた一部の鳥類は南に去った。冬
後半は 3月中頃、最初に渡り鳥が飛来するまで
である。1962年国後島で初めて氷がはったの
は、11月 7日で、霰を伴った初雪は 11月 13日
であった。降雪が南千島の冬の始まりである。

11月末に、シギ類、ハクセキレイ、タヒバ
リ、ホオジロの渡去が終わった。ツグミ、ギン
ザンマシコ、アトリ、ハギマシコ、カワラヒワ
が渡り続けた。降雪とともにミソサザイの移動

が終わった。これらは林内の潅木のしげみ、凍
結しない山地河川の急斜面の雪のない所、温泉
近くの岩の間などにいた。コゲラ、シジュウカ
ラ、ヒガラ、ヤマガラ、ハシブトガラ、ゴジュ
ウカラ、キバシリ、キクイタダキの群が林内を
移動していた。サケの産卵河川ではトビ、オジ
ロワシ、オオワシ、イヌワシ、ワタリガラス、
ハシブトガラス、ハシボソガラスが大量に集ま
り、まれにウミネコやオオセグロカモメ、ノス
リ、カケスが飛来し、産卵後のサケを食べてい
た。太平洋やオホーツク海の沿岸水域では海鳥
の渡りが続いた。

月末には初雪が平野部、山の南斜面、海岸
では融けた。11月末まで天候は不安定で、雪、
みぞれに変わるような雨が交互に降った。沼の
岸沿いには氷がはり、暖かな日には氷がわれて
融け、岸に残るだけであった。
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12月初め国後島で越冬するベニヒワが渡来
した。12月にツグミ、アトリ、ハギマシコ、カワ
ラヒワ、シメの大部分は渡去し、南千島の島々
ではこれらの一部が残った。死んだサケを食べ
る鳥類の数は、北から渡来した個体がいたため
非常に増加した。月末にカルデラ内の温泉のあ
る湖や塩水湖を除き全ての湖沼が凍結し、ここ
で越冬していたマガモ、コガモ、キンクロハジ
ロ、ホオジロガモ、カワアイサ、ウミアイサな
どのカモ類は、南に去ったり、一部は一時的に
海に出た。沿岸では海鳥の移動が続いた。

12月に積雪がなくなることもあった。1962

年 12月初め国後島全域に雪が降ったが、月の
中頃には融け、平野部や山の南斜面では雪が消
えた。この月には雪が降ったり、融けたりした。
12月末に暖かくなり、雨が降った。

1963年 1月初めに強い北風が吹いた。暖か
な日と寒い日が交互にあり、雨が降ったり雪が
降ったりした。海では風力 7∼8の嵐となった。
1月初めに根雪となった。急に降った雪は深さ
30cmも積もり、地上で採餌する鳥類は国後島
を去り、南の雪の少ない日本に渡った。例えば、
雪が降ったあと国後島のアレヒノ付近では 12

月には見られなかったホオジロとシラガホオジ
ロが単独で現われた。森林の凍結しない川のそ
ばではタシギやヤマシギがおり、雪が多く降っ
てから目立つようになった。

1月中頃まで死んだサケを食べていた鳥類
には、餌は十分であった。この時期の寒さで、
川の流れのゆるい所には氷がはった。餌が少な
くなり、雪が多くなくても、猛禽類は国後島を
去った。1月中旬末にトビは全部島から去り、
下旬初めには大部分のオジロワシやオオワシ、
イヌワシ、ノスリも渡去した。サケの産卵場所
にはごく少数のノスリとオジロワシが残ってい
ただけで、ハシボソガラスとハシブトガラスは
海岸や住宅地にいた。冬中サケの産卵場所では
シマフクロウが見られた。雪が降るまで森林に
いたオオコノハズクが目立つようになった。薄
暗くなってから住宅地や廃屋でネズミ類を捕ら

えていた。1月中頃から冬が終わるまでオオコ
ノハズクはアレヒノの倉庫、物置、廃屋で捕ら
えたドブネズミを食べていた。

嵐の後、国後島の海岸にはよく海鳥の死体
が打ち上げられた。これらを見ると、12月いっ
ぱいと 1月前半に国後島のオホーツク海沿岸で
はエトピリカ、ウトウ、ウミガラス、ハシブト
ウミガラス、ツノメドリ、エトロフウミスズメ、
ウミスズメ、ウ類が移動していることが明らか
である。ヒメクビワカモメ 2羽の死体が 1月 9、
10日に見つかった。1月下旬初め大部分の猛禽
類と地上で採餌する小鳥類の渡去が、冬後半の
始まりである。

1963年 1月末に北風がオホーツク海から流
氷を運んできた。国後島沿岸水域では冬中開水
面が 2か所あり、一つはセルヌィ岬、もう一つ
は温泉で暖められたオゼルナヤ川が海峡に注ぐ
所である。冬後半、セルヌィ岬の開水面には、
ウ類、ホオジロガモ、カワアイサ、ウミアイサ
がいた。南千島の海域で越冬する海鳥の大部分
は、太平洋の流氷のない部分にいるか日本海に
移動した。

ペスチャノエ湖で唯一の開水面はアッペン
ヂクス湾にあり、ルイボラスヴォドナヤ川が流
入する所にマガモ、コガモ、ホオジロガモ、ア
イサ類、ごくまれにキンクロハジロがいた。吹
雪が続くと、これらのカモ類は凍結しない山地
河川で見られ、暖かな日にはユジノ ·クリルス
ク海峡に採餌にでかけた。凍結しない山地河川
沿いでは、アオシギやカワガラスが越冬してい
た。ゴロヴニノ火山にあるゴリャチエ湖は 2月
初めまでに完全に凍結し、凍らないが餌の少な
いキピャシシェ湖には吹雪のときオオハクチョ
ウやその他のカモ類が休んでいた。

1963年の冬後半に雪はほぼ毎日降った。3

月初め山の林内の積雪は 1.5m、狭い沢内では
2m以上あった。1月初めに地上で採餌する鳥
類は全て渡去し、ごく少数のアトリ、ハギマシ
コ、ベニマシコ、カワラヒワ、シメ、シラガホ
オジロが、地熱があって凍結せず雪のない所で
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餌をとっていた。
越冬する鳥類にとって、温泉は非常に重要

である。長く雪が降ったり吹雪いても、温泉近
くには餌があり、風も吹かず、シジュウカラ、
ハシブトガラ、ゴジュウカラ、カワラヒワ、ベ
ニヒワがおり、一度ジョウビタキも見られた。
冬中ベニヒワの群が畑で雑草の種子を食べて
いた。
常緑針葉樹林にはヒガラやヤマガラがおり、

それにときどきゴジュウカラ、キバシリ、キク
イタダキが加わった。エナガ、シジュウカラ、
ハシブトガラ、ゴジュウカラはいろいろのタイ
プの森林におり、よく人家付近にも飛来した。
コゲラは 5∼10羽の群で、主にハンノキのある
河辺林にいた。冬中クマゲラは単独、まれに 2

羽で見られた。ウソはほとんど同じ所におり、
主にツルアジサイの種子、まれにキハダやツル
ウメモドキの種子を食べていた。林内ではツグ
ミやヒヨドリが単独で見られ、またキレンジャ
クが見られたが、その越冬はキハダやツルウメ
モドキの種子の実り具合による。
住宅地ではスズメ、少数のカケス、まれに

ハシブトガラスの群がいた。ハシボソガラスと
ハシブトガラスの大部分は南千島の太平洋沿岸
におり、波に打ち上げられたいろいろの動物の
死体を食べていた。1962年にはハイマツの実
が不作で、国後島で繁殖したホシガラスはすで
に冬前に島を離れた。1回だけ、1963年 2月 4

日にアレヒノで非常に弱ったホシガラスを観察

したが、これはごみ捨場で乾燥したヒグマの骨
をつついていた。猛禽類ではオオタカとハイタ
カが見られた。冬には国後島の陸上と沿岸海域
で 90種の鳥類が記録され、そのうち 62種が陸
上と沿岸の不凍淡水域で越冬した。
冬後半には、前半のように天候が不安定で

あった。降雪、吹雪、暴風の日と晴天の日が交互
にあった。1962∼1963年冬の最低気温は–10◦C

であった。日の当たる山の斜面では毎日雪が融
けた。ときどき 2月の寒い日には霧が出、山や
海岸の崖を被った。3月上旬末に国後島の砂礫
浜では雪が消えた。道路の雪も消えた。ここに
カケス、シジュウカラ類、ゴジュウカラ、ウソ
がやってきて、ウマの糞から未消化の穀物粒を
さがしていた。3月中頃までに、陽の当たる所
に初めて開水面ができた。シジュウカラ類、ゴ
ジュウカラ、キツツキ類の群が繁殖場所に移動
し始めた。ムクドリの渡来で冬が終わり、春が
始まった。
このように、国後島の鳥類の生活は 4期に

分けられ、3月中頃から 6月初めまでの春、6月
初めから 8月中頃までの夏、8月中頃から 11月
中頃までの秋、11月中頃から 3月中頃までの冬
である。各シーズンには、これら鳥類の特徴の
ある四季の生活が見られる。–文献省略– [訳：
藤巻裕蔵]

[Ecology and Fauna of Birds in the South

of the Far East (Polivanov, V. M. ed.), 69–83

(1971)]
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北千島の鳥類概要
A. G. Velizhanin & A. N. Belkin

北千島の鳥類に関する報告はPallasの著書
(Zoographia Rosso-Asiatica, 1811)に始まり、
最近の Gizenko (1955)や Podkovyrkin (1956)

まで多くの文献がある。この地域の鳥類につい
て最も詳しい研究は日本の鳥類研究者、とくに
山階 (1929, 1931, 1933)によって行なわれた。
しかし日本語で書かれたこれらの研究は、専門
家にもあまり知られていない。このほか日本の
研究者は細かい分類 ·鳥相に関しても研究した。
今回調査した島は、鳥類研究の面でわが国

では知られていない地域の一つである。
北千島の鳥類の調査は、1963年 7月太平洋

漁業海洋学研究所の海洋調査として島沿岸部
で始められた。1966年ソ連科学アカデミーシ
ベリア支部生物学研究所の動物学博物館部門の
一員として 7月 17日から 9月 9日まで幌筵島
と占守島で鳥類の採集と観察を行なった。200

羽以上の鳥類を採集し、そのうち 122羽はコレ
クションに入れられた　 [採集品はソ連科学ア
カデミーシベリア支部生物学研究所動物学博
物館に保管。採集に参加した V. I. Teletinと
A. V. Rakovにお礼申し上げる。このほか一部
の鳥類の同定をしていただいたL. A. Portenko

にお礼申し上げる]。幌筵島産の越冬中の鳥類
の少数の標本は、K. F. Fominが送ってくれた
ものである。
北千島の地理学上の区分は研究者により異

なる。千島列島北部を占守島から南は捨子古丹
島まで (Solobev 1947)、占守島から温弥古丹島
まで (Korsunskaya 1958)、占守島から幌筵島と
その周辺の小島まで (Vitvitsky et al. 1961)、占
守島と幌筵島だけ (Sergeev 1966)とするものが
ある。また、Averin (1957)はカムチャツカ動
物地理区の北千島区に占守島から新知島までを
含めているが、Kurentsov(1965)はこの地理区
の境界を南は得撫島までとしている。

この研究では、北千島 (占守島、幌筵島)は
大陸棚にあり、地理学上 ·動物地理学上の特徴
をもつ千島列島北部とみなす。
調査した島の地理学上の特徴は、カムチャ

ツカと多くの共通点をもつ。地理学上の組成
や構造はカムチャツカ南東部と類似し (Sergeev

1966ほか)、気候や植生 (Vorobev1963)、動物
相は多くの点で似ている。
島の地形は互いに非常に異なっているが、カ

ムチャツカの近接部と似ている。
幌筵島は北東から南西にのびる火山脈で

ある。千島でも大きな島 (面積約 2,500km2)

で、山が発達し平坦地は少ない。島の山は標
高 1,800∼1,900mに達し、互いに連なり大きな
山脈となっている。多くの山頂には夏中残雪が
ある。氷河地形が発達している。
河川が多い。川は山地の急流で、比較的水

量が多い。潟湖、氷河や火山によってできた湖
が多い。大きな湖は沿岸平野部にある。
島の植物相はカムチャツカより貧弱である。

植生の基本要素は潅木、高茎草本、ツツジ類で
ある。千島列島全域と同様に幌筵島に特徴的
なのは、少数の主要種がよく見られ、その他の
多くの種は非常に少ないことである。例えば
島の植物 359 種のうち主要種は 13だけである
(Vorobev 1963)。
占守島は幌筵島と異なり平坦で、幌筵島の

山地地形と対照的である。この点でカムチャツ
カの海岸段丘にやや似る。占守島で特徴的な
のは、100∼150mの起伏が続き、川の流れる谷
が広く、低地に湖沼があることである。標高は
200mを越えない。島には湖沼や湿原が多い。
島はカムチャツカに近いが、植生は幌筵島より
貧弱である。ツツジ類とスゲ ·ワタスゲ群落が
最も特徴的である。
幌筵島と占守島の気候は温暖、海洋的で、1
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年中、1日を通して急な気温変化は少ない。不
凍期間は約 140日である。年平均気温は 0◦C以
上 (1.5∼1.6◦C)である。最も寒いのは1月 (最低
−26◦C)である。冬は普通吹雪と暖かな日が交
互にある。最も暖かな月は 8月 (最大 23∼27◦C)

である。夏に島では南から台風のような暴風が
吹く。霧が多い。年によっては霧日数は月に 25

日以上もある。降水量は年 1,000mm 以下であ
る。積雪は平均約 1mであるが、吹きだまりで
は 10∼15mになる。このような所では夏でも雪
が融けない。島の気象条件は、周辺水域の水利
環境と主にオホーツク海とベーリング海からの
寒流による。寒流は一面では気候を緩和し、一
面では年間の温暖さを低下させる。
動物相も、植物相と同様カムチャツカの動

物相より貧弱で、種構成は貧弱である。とくに
このことは陸生 ·淡水性動物についていえる。
例えば両生類でここで見られるのは、サンショ
ウウオ (Hynobius keyserlingi)だけ、哺乳類で
はヒグマ [幌筵島に生息]、キツネ、野イヌ、オ
コジョ、トガリネズミ類 3種、ハタネズミ類 3

種、ドブネズミである (Voronov 1966)。ここで
最も多いのは鳥類である。島における種構成、
生息状況、生態分布を明らかにすることが、こ
の研究の主要な課題である。

鳥類目録

島で観察または文献にあげられた鳥類の種
·亜種の目録を示す (表 1)。

表 1: 北千島の鳥類目録

種名 繁殖 渡り 越冬 迷行
キジ目

ライチョウ 1 多 – ○ ○
クイナ目

ツルクイナ – – – ＊ 2
チドリ目

ダイゼン – 少 – ○
キョウジョシギ – 少 – ○
ムナグロ – 少 – ○
メダイチドリ – 少 – ○
サルハマシギ – ？ – ＊ 3
ハマシギ 極少 普通 – ○
トウネン ？ 多 – ○
ヒバリシギ 普通 普通 – ○
ニシトウネン – – – ＊ 4
ヒメウズラシギ – 極少 5 – ○
アメリカウズラシギ – ？ – ＊ 6
ウズラシギ – 少 – ○
コオバシギ – 少 – ○
オバシギ – 少 – ○
(1) L. m. kurilensis (黒田 1925)として記載された。現在多くの研究者が L. m. kellogae

とするが、これとは夏羽の色が異なる。別亜種であることは明らか
(2) 1966.10.24占守島で採集 (Voronov 1968),台風で運ばれたらしい
(3) 1928.9.8幌筵島で雄採集 (山階 1929)

(4) 1949.9.25占守島で採集 (Podkovyrkin 1955)
(5) 1928.9.17幌筵島で雌採集 (山階 1929), 1966.8.17ワジリエフ岬 (幌筵島)で渡り中の

トウネンの群から採集
(6) 1949.10.9占守島で 2羽観察 (Podkovyrkin 1955)

(続く)
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(続き)
種名 繁殖 渡り 越冬 迷行
ムラサキハマシギ – 普通 – ○
ミユビシギ – 少 – ○
エリマキシギ – ？ – ＊ 7
コモンシギ – 少 – ○
ヘラシギ – 少 – ○
キリアイ – 少 – ○
ツルシギ – 少 – ○
アオアシシギ – 普通 – ○
タカブシギ 少 普通 – ○
キアシシギ 多 多 – ○
メリケンキアシシギ 極少 少 – ○
イソシギ ？ 普通 – ○
ソリハシシギ 少 普通 – ○
アカエリヒレアシシギ 普通 多 – ○
ハイイロヒレアシシギ – ？ – ＊ 8
オグロシギ – 少 – ○
オオソリハシシギ – 普通 – ○
ホウロクシギ – 極少 – ○
チュウシャクシギ – 多 – ○
タシギ ？ 普通 – ○
ハリオシギ ？ ？ – ○

カモメ目
オオセグロカモメ 多 ○ 多 ○
セグロカモメ – 普通 普通 ○
カモメ (？) ＋ ○ 少
シロカモメ – ＋ ＋ ○
ワシカモメ – ○ 少 ○
ユリカモメ ？ 普通 – ○
ヒメクビワカモメ – – ○ ？
ミツユビカモメ 多 ○ 普通 ○
トウゾクカモメ ？ 少 – ○
シロハラトウゾクカモメ 少 少 – ○
クロトウゾクカモメ ？ 少 – ○
アジサシ (？) 少 – ○

ウミスズメ目
ウミガラス 多 ○ 少 ○
ハシブトウミガラス 少 ○ 少 ○
チシマウミバト 少 ○ 少 ○
ウミバト 普通 ○ ？ ○
ケイマフリ 普通 – – ○
コバシウミスズメ ？ ？ – ○
ウミスズメ 少 ○ – ○
エトロフウミスズメ 少 多 – ○
シラヒゲウミスズメ 少 普通 – ○
(7) 1928.9.4幌筵島で雄採集 (山階 1929)

(8) 1928.7.19幌筵島で雌採集 (山階 1929)

(続く)
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(続き)
種名 繁殖 渡り 越冬 迷行
コウミスズメ – 少 9 – ○
ツノメドリ 少 ＋ – ○
エトピリカ 多 ○ ？ ○
ウミオオム – ？ – ○

アビ目
アビ 普通 普通 少 ○
シロエリオオハム 少 普通 ？ ○
オオハム 少 少 ？ ○

カイツブリ目
アカエリカイツブリ ？ ○ – ○

ミズナギドリ目
フルマカモメ 少 ○ 少 多
ハシボソミズナギドリ – – ＊ 10 普通
ハイイロミズナギドリ – – – 少
コシジロウミツバメ ？ ○ – ○
ハイイロウミツバメ 少 ＋ – 少
クロアシアホウドリ – – – 極少
コアホウドリ – – ○ 少
アホウドリ – – – 極少

ペリカン目
ヒメウ 多 ○ 普通 ○
チシマウガラス 多 ○ 普通 ○

カモ目
オオハクチョウ – ＋ 少 11 ○
コハクチョウ – ？ – ○
マガン – 少 – ○
カリガネ – ＊ – ○
ヒシクイ – 少 – ○
コクガン – 極少 – ○
マガモ 普通 普通 – ○
ヨシガモ ？ 少 – ○
オナガガモ 少 多 – ○
ヒドリガモ – 普通 – ○
ハシビロガモ – 極少 – ○
コガモ 少 普通 – ○
トモエガモ ？ 普通 – ○
スズガモ 少 普通 少 ○
キンクロハジロ 極少 普通 – ○
ホシハジロ – ＊ 12 – ○
ホオジロガモ – 極少 – –
コオリガモ 少 多 多 ○
シノリガモ 普通 多 多 ○
(9) 1928.6.18幌筵島で雌成鳥採集 (山階 1966)

(10) 1964.1.2幌筵島で観察 (山階 1966)
(11) 幌筵島住民の報告では、幌筵島南東部の温水湖に長期間、暖冬のときには春までい

る。話からはオオハクチョウらしい
(12) 1952.3.6占守島 ·幌筵島間の海峡で観察 (Podkovyrkin 1955)

(続く)



19

(続き)
種名 繁殖 渡り 越冬 迷行
クロガモ 少 普通 – ○
ビロードキンクロ 少 普通 – ○
コケワタガモ 少 普通 多 ○
ケワタガモ – 普通 普通 ○
ホンケワタガモ – 普通 少 ○
ウミアイサ 少 普通 – ○
カワアイサ 極少 少 – ○
ミコアイサ ？ 少 – ○

タカ目
ハヤブサ ？ 少 ？ ○
シロハヤブサ – 少 極少 ○
コチョウゲンボウ – ○ ＊ 13 ○
チゴハヤブサ ？14 ○ – ○
ハイイロチュウヒ – 少 – ○
ケアシノスリ ？ 少 15 ？ ○
ミサゴ – 少 16 – ○
オオワシ ？ 少 少 ○
オジロワシ – 少 少 17 –

フクロウ目
シロフクロウ – ○ 普通 ○
コミミズク ？ ＋ – ○

カッコウ目
カッコウ – 極少 – ○
ツツドリ ？ 少 – ○

キツツキ目
ミユビゲラ – ＊ 18 – ○

スズメ目
ヒバリ 多 多 – ○
ショウドウツバメ 普通 ＋ – ○
ツバメ ＊ 19 ？ – ○
タヒバリ 多 多 – ○
ムネアカタヒバリ 多 多 – ○
ビンズイ 少 ＋ – ○
キセキレイ 少 普通 – ○
ツメナガセキレイ 普通 普通 – ○
ハクセキレイ 多 多 – ○
タイワンハクセキレイ – – – ？
(13) 冬占守島で観察 (Podkovyrkin 1955)

(14) 1966.8.8ツハルカ川 (幌筵島)河口で雄採集, 7月に何回か観察
(15) 1931.11.16幌筵島で採集 (山階 1933)

(16) 1966.8.14ツハルカ川沿いで V. I. Teleginが 1羽観察
(17) K. F. Fominによると 1966年 10–12月に 5羽がセヴェロ ·クリリスク市付近にいた.

住民による他の冬の記録もある
(18) 1932.10.25幌筵島で雄採集 (山階 1933)
(19) セヴェロ・クリリスク市で 1966年夏に繁殖．K. F. Fominによると 1965年に繁殖

しなかったが、1966年には巣に戻った.これは H. r. gutturalisであろう

(続く)
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(続き)
種名 繁殖 渡り 越冬 迷行
キレンジャク – ○ ＊ 20 ○
ツグミ ？ ＋ – ○
オオアカハラ 多 ○ – ○
ルリビタキ ？ 少 – ○
ノゴマ 多 多 – ○
ミソサザイ 極少 – ？ ○
メボソムシクイ 少 普通 – ○
コメボソムシクイ 少 普通 – ○
シマセンニュウ 多 多 – ○
オジロビタキ ？ 少 – ○
サメビタキ ？ ＋ – ○
エゾビタキ 少 ＋ – ○
オオジュリン 少 普通 – ○
カシラダカ 少 普通 – ○
クロジ 少 少 – ○
ツメナガホオジロ – 少 – ○
ユキホオジロ – ○ 普通 ○
オオユキホオジロ – ○ 普通 ○
カワラヒワ 多 ＋ – ○
シメ – – – ○
ベニヒワ 少 21 普通 少 ○
コベニヒワ – 普通 少 ○
ウソ ？ 少 ？ ○
アカマシコ ？ 少 – ○
ギンザンマシコ 少 ○ – ○
アトリ ？ 少 – ○
ハギマシコ 多 多 – –
ホシガラス ？22 少 少 ○
ワタリガラス 少 少 普通 ○
ハシボソガラス 少 ＋ ？ ○
カササギ – – – ？
(20) 1933.1.11幌筵島で採集 (山階 1933)

(21) 8月上旬以降山地で巣立幼鳥と思われる群を観察
(22) 繁殖はハイマツの豊凶と関係あるようで、毎年ではないが見られる

鳥相の季節変化

不完全であるがこの目録によると、北千島
では約 150種が見られる。しかしその半分以上
は一時的に島に生息するものか、非常に稀に見
られるものである。
現在島でよく知られているのは繁殖する 63

種 (亜種)である。このほか 29種については繁
殖が確認されていないが、確実である (表 2)。
大部分は島で稀に見られるもので、その一部は
毎年ではないが多分ここで繁殖する。島で 19

種だけが数多く繁殖する：ライチョウ、キアシ
シギ、オオセグロカモメ、ミツユビカモメ、ウ
ミガラス 2種、エトピリカ、チシマウガラス、
ヒメウ、ヒバリ、タヒバリ、ムネアカタヒバリ、
ハクセキレイ、オオアカハラ、ノゴマ、シマセ
ンニュウ、カワラヒワ、ハギマシコである。こ
れは全体の 15%以下である。

繁殖し越冬する、すなわち 1年中生息する
のはさらに少なく、ライチョウ、オオセグロカ
モメ、ミユビカモメ、ウミガラス、ハシブトウ
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ミガラス、エトピリカ、アビ類、フルマカモメ、
ヒメウ、チシマウガラス、スズガモ、コオリガ
モ、シノリガモ、コケワタガモ、ベニヒワ、ワ
タリガラス、それに多分ホシガラス、ハシボソ
ガラス、ケアシノスリである。これらの大部分
は水鳥で、島近くの海で越冬する。このうち真
の留鳥はライチョウ、ベニヒワ、ワタリガラス、
それに多分ホシガラス、ハシボソガラス、ケア
シノスリで、典型的な留鳥は 2∼3%である。
半分以上は渡り時期に島で見られる。多く

渡る種は、トウネン、キアシシギ、アカエリヒ
レアシシギ、チュウシャクシギ、コオリガモ、
シノリガモ、ヒバリ、タヒバリ、ムネアカタヒ
バリ、ハクセキレイ、ノゴマ、シマセンニュウ
である。渡り時期主に島で繁殖する同じ種が
大量に見られるのは興味ある。渡りの他の特徴
は、期間が長いことである。秋に種類相の入替
わりが長く続く。これは 8月中頃ハクセキレイ
とオバシギ属のシギ類の渡りで始まり、冬中頃
ワシ類、ハクチョウ、シロフクロウの南への渡
去で終わる。実際移動は 8月から 5月中頃まで
寒い間続く。例えば、シロフクロウの南の島へ
の移動はまだ終わらず、コオリガモ、ケワタガ
モ類は 3月前半に北へ移動を始める。
上述の留鳥以外に島で越冬するのは、ケワ

タガモ、シロフクロウ、ユキホオジロで、稀に
ハヤブサ、シロハヤブサ、キレンジャクが現わ
れる。島全域で冬中見られるのは全体の 10%以
下である。このうち多い (普通にいつも見られ
るのは 3% 以下)のはライチョウ、シロフクロ
ウ、ユキホオジロ、ワタリガラスである。

生態分布

上述の鳥相は島特有のもので、次のような
特徴をもつ：1)繁殖する陸鳥の種構成は貧弱
で、生態上海と結びついた鳥類が多い、2)少数
の種の生息数が多く、広く分布し、一方他の大
部分の鳥類は島では少ない、3)帯状の分布が
見られない。これらの結果は、大部分の環境に

鳥類が少なく、環境の多様性が少ないことによ
る。地形や植物の分布に違いはあるが、占守島
で幌筵島にあった環境の主なものが見られるの
は興味ある。また占守島と幌筵島太平洋側では
幌筵島オホーツク海側より鳥類の生息数が非常
に少ない。
海岸。最も鳥類が多い環境である。幌筵島

と占守島の海岸線は非常に入組んでおり、海岸
の構造は複雑である。海岸には高い垂直の崖、
砂礫浜、砂丘もある。岬は長く海に突出し、普
通その先端には多くの暗礁や小さな岩がある。
浅瀬と深い所が交互にある。沿岸全体にコン
ブ類 (Alaria, Laminaria)などの海草が生育す
る。海岸の斜面や岩にはテンキグサ、コハマギ
ク、エゾミセバヤ、ノコギリソウなどが生育す
る。沿岸にはプランクトン、底生動物、魚類が
豊富である。島周辺ではカラフトシシャモ、イ
カナゴ、アイナメ、スケトウダラ、ニシン、タ
ラ、ワカサギなどが産卵する。海にはカレイや
オヒョウが多い。これらは全て海鳥のよい食物
となり、海に餌が豊富なため多くの陸生種が海
岸にやってる。海岸では、ライチョウ、ツツド
リ、ホシガラスなど少数の種を除き島に特有の
鳥類全てが見られる。少数のスズメ目鳥類、例
えばメボソムシクイやエゾビタキは採餌で海岸
に飛来することはないが、渡り時期に見られ、
潮間帯は渡りコースになっている。海岸に特有
な種は、カモメ類、ウミスズメ類、ミズナギド
リ類、ウ類である。これらの科のうち、他の環
境で見られるのは一部のカモメ類だけである。
他種はあまり海岸にはいない。例えば、アビ類
は海で採餌し、淡水域で営巣する。海岸ではチ
ドリ類やカモ類が見られるが、繁殖期にここで
いつも採餌するのは、トウネン、ヒバリシギ、
ハマシギ、キアシシギ、アカエリヒレアシシギ、
シノリガモ、スズガモ、クロガモ、ビロードキ
ンクロだけである。スズメ目鳥類のうち夏に海
岸で普通なのは、ハクセキレイ、ツメナガセキ
レイ、ハギマシコ、ワタリガラス、ハシボソガ
ラスである。
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表 2: 分類群ごとの種 ·亜種数
繁殖 · 繁殖 渡り 島で 島付近

目 越冬 繁殖 可能性 時期 越冬 で越冬 海上 計
キジ目 1 1 – – 1 – – 1
チドリ目 – 6 4 30 – – – 35
カモメ目 2 4 3 11 – 6 1–3 11
ウミスズメ目 7 10 1 11 – 7 2? 11
アビ目 3? 3 1 4 – 3 – 4
ミズナギドリ目 1 2 1 3 – 3 5 8
ペリカン目 2 2 – 2 – 2 – 2
カモ目 4 10 4 26 1? 6 – 27
タカ目 1? 1? 3 9 2-4 – – 9
フクロウ目 – – 1 2 1 – – 2
カッコウ目 – – 1 2 – – – 2
キツツキ目 – – – 1? – – – 1
スズメ目 5? 24 10 35 7–10 – – 38
計 26 63 29 136 12–17 27 8–10 151

海 (またはほとんど海)だけで見られる鳥類
は、小群でいる。これには北に移動しているハ
シボソミズナギドリ、ハイイロミズナギドリ、
コアホウドリ、クロアシアホウドリ、アホウド
リがいる。このほか一部の鳥類 (シロカモメ、
ワシカモメ、ケワタガモ、ホンケワタガモ)は
周辺海域で越冬し、島近くでも稀に見られる。
沿岸帯の鳥類の数は、調査で明らかにでき

る。1963年島沿岸全域で調査した (表 3)。1966

年に幌筵島南東部海岸で渡り鳥の線センサスを
行なった; 8月 16日レスナヤ川河口からゼルカ

リノエ湖まで 10km(観察幅 20∼30m)：オバシ
ギ類 (主にトウネン)112、キアシシギ 8、チュウ
シャクシギ 6、ソリハシシギ 1、ハギマシコ 14、
ハクセキレイ 11、ワタリガラス 2。

8月 17日ワジリエフ岬南側 4km：オバシギ
類 500–600、メダイチドリ 10以上、キアシシ
ギ 52、イソシギ 17、ソリハシシギ 10、ダイゼ
ン 6、チュウシャクシギ 2、オオソリハシシギ
1。
湖。島には潟湖、モレーン湖、溶岩堰止湖、

火口湖 (とカルデラ湖)、河跡湖がある。

表 3: 海岸における海鳥の調査結果 (1,000羽単位)
幌筵島 占守島 プチチ島

種名 繁殖 全体 繁殖 全体 繁殖 全体
チシマウガラス,ヒメウ 5.9–6 7.9–8.2 0.9 2.6–2.9 1.4–1.7 1.4–1.7
オオセグロカモメ 1.3–1.4 2以下 0.5 1以下 2.6–2.7 2.6–2.7
ミツユビカモメ 0.55 1.2 0.6 1.1 2.6–3 2.6–3
エトピリカ 約 1 1.3 0.15 0.15 1.5–2 1.5-2
ウミバト – 0.3以下 – – – 0.1以下
エトロフウミスズメ 0.3以下 約 0.4 – – – –
ウミガラス – 約 0.1 0.35 0.35 2 2
フルマカモメ 1–1.2 3–3.2 – – – –
ハイイロウミツバメ ？ 0.1以下 – – – –
シノリガモ – 2.9–3.5 – – – 0.5–0.6
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氷河と火山活動でできた湖は幌筵島だけに
ある。潟湖が最も多く、主に海岸の沖積平野に
ある。最大の潟湖は面積 5km2であるが、浅い。
これらの湖の植生は非常に貧弱で、岸にイグサ、
スギナモ、ミツガシワ、トクサ、ヒカゲノカズ
ラ類があるだけである。

幌筵島のモレーン湖も多くの点で生態的条
件が潟湖と似ている。さらに火口湖には生物が
いない。それに対し溶岩堰止湖、とくに温水の
湖には水草が比較的多い。ここにはヒルムシロ
類が多く、岸にはヒカゲノカズラ類、トクサ、
スギナモ、スゲ類が密生している。これらの植
物は河跡湖でも見られる。

河跡湖と多くのモレーン湖を除くと、全て
の湖では無脊椎動物が少なく、魚類がいない。
食物が少ないため、島の潟湖やモレーン湖で繁
殖する鳥類は非常に少ない。これにはアビ、ア
カエリヒレアシシギがいる。河跡湖やせき止湖
ではマガモ、コガモ、キアシシギが繁殖する。
渡り時期に湖では非常に多くの鳥類、主に淡水
カモや潜水カモが残る。これらは温水湖ではと
きどき厳冬期までいる。

川。島の河川網は豊かであるが、多くの川
は山地河川の特徴をもち、流れは速く、浅い。
大きいのはツハルカ川 (幌筵島)で、約 20kmあ
る。湖と同様、川でも動植物は少ない。川で繁
殖するのはウミアイサとシノリガモだけであ
る。川岸ではキアシシギ、ハクセキレイ、ツメ
ナガセキレイが普通である。

湖や川と同様、湿原で繁殖する鳥類は少な
い。島では川沿い、湖岸、尾根部に非常に湿潤
な所がある。尾根部の湿原ではタカブシギやキ
アシシギが繁殖する。低い所ではそれにタシギ
が加わる。川や湖近くのスゲ ·ワタスゲ湿原に
は、夏にハリオシギがいる。

高茎草原。キオン類、エゾニュウ、オニシモ
ツケ、オオハナウド、バイケイソウ類、ヨツバ
シオガマなどの草本の茂みは 1.5∼2mに達し、
ほぼ全ての川沿いにある。しかしこれらの植物
群落は広く分布するが、島にはこの環境だけに

特有の鳥類はいない。ここで最も多いのはシマ
センニュウである。繁殖期にはオオジュリンや
ノゴマも見られる。冬、高茎草原にはベニヒワ
が飛来する。

ケショウヤナギ潅木林。これは幌筵島の多
くの川沿いにある。この潅木林で典型的なのは
メボソムシクイ、カシラダカ、ヒタキ類である。

山地潅木林帯。(海岸に次いで)二番目に鳥
類が多い環境である。ハイマツ、ミヤマハンノ
キ、タカネナナカマドの潅木林が島の大部分
を占める。これは海岸の崖に始まり、山地の標
高 500∼700mに達する。ときどき潅木林は数
100mにわたり通抜けできないほど茂るが、小
潅木林が草原とモザイク状になる。窪地や小川
周辺でミヤマハンノキやハイマツは高さ 2∼3m

にもなる。

潅木林帯では島に固有の大部分のスズメ目
鳥類が繁殖する。オオアカハラ、ノゴマ、シマ
センニュウ、カワラヒワ、クロジ、多分ギンザ
ンマシコが潅木林に直接営巣する。潅木林の間
にある草原ではヒバリ、ムネアカタヒバリ、タ
ヒバリ、ビンズイ、ツメナガセキレイ、キセキ
レイ、ハギマシコが繁殖する。冬ここにはライ
チョウ、ベニヒワ、ユキホオジロがおり、ホシ
ガラスやシロフクロウが見られる。

潅木林帯における鳥類の生息数は、1966年
8月 11日島を東から西に横断し行なった調査
である程度明らかになった (観察幅 20∼30m)。

ツハルカ川沿い標高 50∼100m;草地や高茎
草原があるミヤマハンノキ潅木林。6km で見
られたのは：シマセンニュウ 9、ヒバリ 4、タ
ヒバリ類 5、ハクセキレイ 4、ツメナガセキレ
イ 1、オオアカハラ 3、チゴハヤブサ 1。

川沿い標高 100∼150m;高茎草原、ミヤマハ
ンノキとヤナギの潅木林。6kmで数えられたの
は：シマセンニュウ 14、タヒバリ類 8、ハクセ
キレイ 3、ノゴマ 2、カシラダカ 1、チゴハヤ
ブサ 1。

谷外の斜面標高 150∼200m;密なミヤマハン
ノキ潅木林で、所々湿潤な草地。3kmで数えら
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れたのは：シマセンニュウ 7、タヒバリ類 5、ノ
ゴマ 3、ハクセキレイ 1、キアシシギ 2。
斜面標高 200∼500m;密なミヤマハンノキと

ハイマツの潅木林で、所々に岩がある。9kmで
数えられたのは：シマセンニュウ 21、タヒバリ
類 9、ノゴマ 7、カワラヒワ 1、オオアカハラ 2。
標高約 500mの尾根;ハイマツとミヤマハン

ノキの小潅木林で、所々岩やイソツツジの茂み
がある。3kmで見られたのは：シマセンニュウ
3、タヒバリ類 4、ハギマシコ 2、べニヒワ 8、
ライチョウ 2。
島でヒースは、海岸から高山までは非常に

広く分布している。海岸のヒースは海岸段丘に
あって、ガンコウランからなり、クロマメノキ、
ケヨノミ、キイチゴ、スギゴケなどが混ざる。
高山のヒースは幌筵島上部の植生である。

その主要種はガンコウランであるが、それ以外
にイワヒゲ、ユキノシタ、シャクナゲ類、倭性
ヤナギ類、ハナゴケがある。高山のヒースは、
よく山岳ツンドラ、礫地、溶岩地とモザイク状
になっている。
海岸のヒースに特有な繁殖する種は、島に

はいない。ここでは多くの鳥類は漿果がみの

る秋、8月中頃からだけに見られる。夏海岸の
ヒースにいるのはライチョウ、ベニヒワ、ハギ
マシコである。

標高 800∼900mのヒース帯より上に鳥類は
ほとんどいない。ライチョウを捜すハヤブサだ
けがこの高さまで飛来する。

居住地。他の地域と同様、北千島では多く
の鳥類が居住地近くにいる。島の居住地は全て
海岸にあるので、陸鳥も海鳥も見られる。ハク
セキレイは建物に営巣し、1965年からツバメ
も繁殖した。畑や牧場では夏にいつもヒバリ、
ハギマシコ、カワラヒワ、ムネアカタヒバリ、
タヒバリが見られる。ワタリガラス、ハシボソ
ガラスも村にときどき飛来する。

海岸で清掃の役割をするのは、主にフルマ
カモメ、オオセグロカモメ、ミツユビカモメで
ある。島では沿岸漁業コンビナートが操業して
おり、カモメ類やフルマカモメは廃棄物の消費
者として有益で、非常に重要である。ここで漁
期に採餌する多くのオオセグロカモメが、港の
倉庫などの建物の屋根をねぐらとするのは興味
ある。

— 結論 —

これまで占守島と幌筵島がカムチャツカ半
島と関連のあることは、多くの資料に述べられ
ている (Snow 1902, Sergeev 1966など)。Dar-

win (1856)で明らかなように、これらの島は
(太洋島と異なり)大陸的で、動物相は隣接する
大陸の動物相より貧弱である。

現在北千島では13目151種 ·亜種、カムチャ
ツカからは 16目 197種の鳥類が知られている
(Averin 1948,1957)。島に生息しないのは、コ
ウノトリ目、ツル目、アマツバメ目、キツツキ
目 [キツツキ類ではミユビゲラ 1種がいる]で
ある。スズメ目、とくに森林性鳥類の種数は少
ない。これらの島の鳥相が貧弱なのは、主に陸
鳥、とくに淡水域の鳥類が少ないためである。
これは種構成から説明がつく。島で知られてい

る鳥類の 62%は水鳥、約 20%が典型的な海鳥
である。島の陸性の留鳥は非常に少なく、全体
の 2∼4%である。

北千島だけに特有な固有種はいない。カム
チャツカに生息しない鳥類で島で繁殖するの
は、ライチョウ、ギンザンマシコ、オオアカハ
ラである。ただカムチャツカには非常に近縁の
種が生息する。

これらの島を分布南限とする鳥類は少ない。
繁殖する種のうち、ユリカモメ、アビ、メボソ
ムシクイ、ベニヒワ、多分ほかに少数の種がそ
うである。しかし全てこれらの種は島では少
ない。

このように、鳥相を調べた結果、北千島が近
接地域と異なるという結論は得られなかった。
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言えることは、ここがはっきりした動物地理学
上の南と北の境界、すなわち幌筵島と占守島は
動物相に関してはカムチャツカと千島の南の他
の島との中間帯であるということでだけある。
動物相に関して、これらの島は豊富な大陸、

この場合はカムチャツカ、と南の太洋島との中
間に位置する。
これらの島の鳥相の固有性が少ないことは、

第一に地理条件がカムチャツカに近く絶えず交

流があること、第二に島がカムチャツカやチュ
コトの鳥類の渡りルートになっていることによ
る。ここで渡り時期に大量に見られる鳥類も、
主にここで数多く繁殖する種である。—文献省
略— [訳：藤巻裕蔵]

[シベリアの動物相第 2部 (ソ連科学アカデ
ミーシベリア支部生物学研究所業績 16), 234–

259 (1973)]
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1962–1971年モスクワ大学動物学博物館収蔵の興味あ
る標本

A. M. Sudilovskaya

「モスクワ大学動物学博物館業績集」9巻
(1965)に、私は博物館鳥類部門の興味ある収蔵
標本について報告を始めた。その報告をその後
も続けることにし、ここに 1962∼1971年の興
味ある鳥類収蔵品について報告する。

オオミズナギドリ Puffinus leucomelas。
1970年に N. M. Litvinenkoと Y. V. Shibaev

から、カラムジン島 (リムスキー ·コルサコフ
諸島)で彼らが採集した 2標本を得た。その 1

羽は 1969年 11月 10日の幼鳥雌で、標本番号
R-95195、2羽目は 1968年 5月 3日の成鳥雌で、
標本番号R-95196である。

これはソ連で唯一知られている繁殖地から
得られた最初の標本である。1968年以前は迷
鳥と考えられていた。

ヒメクロウミツバメ Oceanodroma

monorhis。Y. V. Shibaev は、1967 年 9 月 4

日にヴェルホフ島 (南プリモーリエ)の繁殖地
で採集したヒメクロウミツバメ 2羽を博物館
鳥類部門に送ってくれた。性は不明である。標
本番号は RR-93881、93882である。これは博
物館ではソ連の繁殖地から得られた最初の標
本である。

コグンカンドリ Fregata ariel。迷行してき
たコグンカンドリ幼鳥の標本が、1969年博物
館に V. K. Abramovと E. A. Tikhmirovから
送られてきた。これは沿海地方アムール湾のア
ンバ川河口で 1969年 7月 21日に捕獲されたも
ので、標本番号はR-95093である。

これは、ソ連では確実な 2例目である。

ミカドガン Philacte canagica。2∼4日齢の
綿羽幼鳥が初めて博物館鳥類部門に収蔵され
た。A. A. Kishchinskyがチュコト半島のウコ
ウゲ潟湖で1970年7月13日に採集したもので、

標本番号は RR-96669、96670である。この場
所で 1970年 6月 8∼25日に成鳥雄 2羽、成鳥雌
1羽、幼鳥 2羽がA. A. Kishchinskyにより採集
され、送付されてきた。標本番号はRR-96680、
96681、96682、96683、96684である。

インドガン Eulabeia indica。V. E. Sokolov

が 1970年 6月にエルジン (ツビンスク自治共和
国エルジン地域)の繁殖地で採集した標本を博
物館鳥類部に送ってくれたもので、標本番号は
R-96763である。これはソ連において最も北東
部での発見である。

メガネケワタガモ Somateria fischeri。
A. A. Kishchinskyが 1970年 6月 17日と 7月 3

日にチュコト半島ウコウゲ潟湖とナマウゲ潟湖
で 2羽を採集し、標本番号はRR-96689、96688
である。後者は幼羽の雌幼鳥である。幼鳥も成
鳥も、鳥類部門の標本では最初のものである。
1971年にA. A. KishchinskyとV. E. Flintは、
6月 6日 ∼7月 26日インジギルカ川沿いの旅
行で採集した 13羽 (雌 11、雄 2)を鳥類部門に
送ってくれた。

コケワタガモ Somateria stelleri。
A. A. Kishchinsky はチュコト半島のウコウ
ゲ潟湖で 1970年 7月 8日に採集した雄 2羽を
鳥類部門に送り、標本番号はRR-96686、96685
である。A. A. Kishchinskyと V. E. Flintは、
1971年 6月 11日 ∼7月 27日にインジギルカ
川デルタで雄 2羽、雌 2羽を採集した。標本番
号はRR-96800、96798、96797、96799である。
S. M. Uspenskyは、1970年 7月 23日ボリシェ
ゼムリ ·ツンドラで雌を採集し、この標本番号
はR-96323である。

ホンケワタガモ Somateria mollissima v-

nigrum。A. A. Kishchinskyが 1970年 6月 19、
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27日にチュコト半島のウコウゲ潟湖で採集し
た雄と雌を博物館に送ってくれた。標本番号
RR-96695、96687である。

ケワタガモ Somateria spectabilis。
A. A. Kishchinsky は 1970 年 6 月 8 日、7 月
2日にチュコト (ウコウゲ潟湖)で雄 2羽を採
集し、標本番号は RR-96696、96697 である。
E. V. Bukinは 1970年 6月 14日ジクソン島産
の雄を送ってくれた。標本番号は R-96324で
ある。

ハヤブサ Falco peregrinus。1964年鳥類部
門に、プリモーリエ産のアリューシャンの亜種
F. p. pealeiに近いと思われる暗色の幼鳥 2羽
が収蔵された (1963年 10月 21日イリスタヤ
川河口でN. M. Litvinineko採集、標本番号R-

91858、1964年10月3日ハサン村でY. V. Shib-

nev採集、標本番号R-91765)。

ハチクマ Pernis ptilorhynchus orientalis。
1965年 7月 12日にサライルスク台地で採集さ
れた雄、標本番号R-96593で、S. P. Chunikhin
が鳥類部門に送ってくれた。モスクワ大学動物
学博物館で、これはサライルスク台地産の最初
の標本である。

カスピアセッケイ Tetraogallus caspius。
Zh. Kh. Bazievは 1963∼1964年に 12羽を動
物学博物館に送ってくれた。これらはアルメニ
ア高地のザンゲズルスクとメグリンスク山脈で
6月 25日∼9月 30日に採集された。これらは
成鳥雌 4羽、成鳥雄 5羽、幼鳥 1羽、性不明 2

羽である。

ナベヅル Grus monachus。1967年に 3羽
(雌 2羽、性不明の幼鳥 1羽)がヤクーチャの
B. N. Andreevから送られて来た。雌はヴィリュ
チャンスク村 (スンタル地域)で 1964年 5月 26

日、1966年5月16日に採集され、標本番号RR-

94924、93678である。幼鳥は羽毛がまだ不完
全で、1966年 7月末にシュルジクリャル (ミリ
ネイスク地域)で採集され、標本番号R-94926

である。

ナベヅルの繁殖地はこれまであまり調査さ

れておらず、繁殖期における成鳥雌 2羽とまだ
飛べない幼鳥の採集例は非常に興味がある。

カナダヅル Grus canadensis。1969年に博
物館に 4羽が送られてきたが、そのうち 3羽は
V. A. Dolgovがチュコトで採集した (雌 1969

年 8月 7日パリバアム川合流点、標本番号 R-

95135、雄 1969年 8月 30日同所、標本番号R-

95134)。3番目は性、採集日付、場所が不明で
ある。ラベルには 1969年夏チュコトと記され、
標本番号R-95124、もう1羽はA. A. Vinokurov

が 1969年 5月 9日ジョホワ (デ ·ロンガ半島)で
つがいの一方を採集したもので、標本番号 R-

95192である。非常に稀な、かなり北西への迷
行例である。

1970 年にさらに 2 羽が収蔵され、1 羽は
V. A. Khrenovによる1970年7月14日アッチェ
ン (チュコト)産で、標本番号R-96373、2羽目
は V. D. Yantonovによる 1970年 5月 27日ペ
ンジナ川中流ブルスニチュノエ湖産で、標本番
号 R-96585である。V. D. Yantonovの観察に
よると、カナダヅルはここでは稀ではなく、繁
殖する。

タンチョウ Grus japonensis。1966 年に
Y. V. Shibnevと N. M. Litvinenkoから 1966

年 3月末に南プリモーリエのハサン付近で死ん
で見つかった幼鳥雌の標本が送られ、標本番号
R-92634である。

ツルクイナ Gallicrex cinerea。Y. V. Shib-

nevが、1967年 10月 17日ハサン地域ゴルビ
ヌィ崖で採集した雄を 1969年に博物館に送っ
てくれ、標本番号R-94686である。これはソ連
で 6例目である。

タマシギ Rostratula bengalensis。2 羽が
Y. V. Shibnevと N. M. Litvinenkoから動物
学博物館に送られ、1) 1959年 10月 17日キエ
フカ付近採集の成鳥雌、標本番号R-90302、2)

1966年 10月 2日ハサン採集の幼鳥雌、標本番
号R-93487である。

ダイゼン Squatarola squatarola。幼鳥が
P. V. Florenskyにより 1964年 9月にカムチャ
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ツカで採集され、標本番号R-92287である。こ
れはカムチャツカ産の渡り中の最初の標本で
ある。

オオメダイチドリ Charadrius leschenaultii。
D. I. Bermanは 1969年 6月 20日に国外のモ
ンゴルのバヤン ·ハンゴルで採集した 5羽を
1970年に鳥類部門に送ってくれた。そのうち 2

羽は綿羽の幼鳥、3羽は幼鳥で、標本番号RR-

95223、95224、95225、95226、95227である。

コアオアシシギ Tringa stagnatilis。モスク
ワ州におけるコアオアシシギの繁殖は、多くの
研究者が疑問視している。1966年にM. N. Zhu-

ravlevが送ってくれた雌はモスクワ州リュベレ
ッツク地域の灌漑草原で 1966年 5月 23日に採
集されたもので (標本番号R-92633)、モスクワ
州における繁殖の可能性を示している。

ヘラシギ Eurynorhnchus pygmaeus。6羽が
A. A. Kishchinskyにより博物館鳥類部門に送
られた。そのうち 2羽は 1970年 7月 10日に
チュコト半島ウコウゲ潟湖で採集された成鳥雌
で、標本番号 RR-96560、96561である。雄の
1羽 (R-96560)には綿羽幼鳥 2羽がおり、いず
れも採集されたと記されている (標本番号RR-

96667、96668)。他の綿羽幼鳥 2羽は 1970年 7

月 22日にヴァンカレマで採集された (標本番号
RR-96666、96665)。

ヒバリシギ Calidris subminuta。動物学博
物館にG. K. BorovitskyとV. I. Izmailovがブ
リヤート自治共和国産の 5羽を送ってくれた。
採集地は、1) 雄、バウント、ムヤ、1958年 6

月 1日、標本番号R-89861、2) 雄、エラフカ、
ツルフル湖、1956年 8月 16日、3) 雌、エラフ
カ、エクツイ村、1960年 5月 27日、標本番号
R-94512、4) 雄、ボロガイ湖、ボロガイステッ
プ、1966年 6月 25日、標本番号 R-94514、5)

性不明、イヴォルギンスキー地域スッテプノエ
湖、オロンゴイ村、1967年 7月 30日、標本番
号R-94513である。

ヒメハマシギ Ereunetes maurii。A. A.

Kishchinskyが鳥類部門に 7標本を送ってくれ

た。これはチュコト半島ウコウゲ潟湖で 1970

年に採集された (成鳥雄 6月 10日、標本番号
R-96550、成鳥雄と成鳥雌 6月 29日、標本番号
R-96549とR-96547、雌は大きな抱卵斑をもつ、
成鳥雄 6月 13日、標本番号 R-96548、ラベル
には綿羽幼鳥を連れており、これらも採集と記
されている)。幼鳥 4羽のうち 3羽が博物館に
送られた。これらは全て 7月 13日に採集され、
標本番号RR-96662、96663、96664である。

コモンシギ Tryngites subruficollis。
V. E. Flintが 1965年にウランゲル島産の雌
を動物学博物館に寄贈してくれた。これは 7月
22日にソムニテリヌィの西 15kmで採集され、
標本番号R-92313である。

キリアイ Limicola falcinellus。V. D.

Yantonov が博物館鳥類部門に、1971 年 7 月
28日ボリショイ ·シャンタル諸島で採集した標
本を寄贈してくれ、標本番号R-96782である。
これは新採集地である。

ハリオシギ Gallinago stenura。1963 年に
D. I. Bermanからツヴィンスク自治共和国産
の 8羽が動物学博物館に送られた。これらは幼
鳥と成鳥 4羽、綿羽幼鳥 4羽である。綿羽幼鳥、
1962年 7月 30日オブルチェフ山脈、標本番号
R-89572とR-89573;綿羽幼鳥、1961年 6月 13

日、テス ·ヘム川、標本番号 R-89574;綿羽幼
鳥、1962年 6月 30日ウルグ ·オ川、標本番号
R-1017(液浸);幼鳥、1962年 6月 30日、ウルグ
·オ川、F-1000(液浸);幼鳥、1962年 8月 1日、
トジャ、R-89606;雄 1962年 7月 14日トジャ、
R-89571;成鳥性不明、1962年トジャ、R-89607

である。

シベリアオオハシシギ Limnodrmus semi-

palmatus。G. K. Borovitskyが 1968年 5月 22

日ブリヤート自治共和国イヴォルギンスキー地
域スッテプノエ湖で採集した成鳥雄が、1969年
に動物学博物館に収蔵され、標本番号R-94474

である。

スッテプノエ湖は繁殖地の新発見であろう。
これは、1961年 5月 20日チヴィルクイ湾北部
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における雌の採集例 (Skryabin 1967)によって
も認められる。

ツバメチドリ Glareola maldivarum。
V. D. Yantonovは、1967年 5月 10日ハバロ
フスク地方ホル川流域ポレトノエ村キヤ川で
F. Maslovが採集した標本を、1968年博物館に
送ってくれた。性別不明の幼鳥である。標本番
号R-94176である。

ヒメクビワカモメ Rhodostethia rosea。コ
レクション中の数少ない鳥類で、鳥類部門で
の収蔵は非常に貴重である。A. A. Kishchin-

skyと V. F. Flintはインジギルカ川デルタで
1971年 6月 20日∼7月 17日に 7羽 (雄 5、雌 2)

を採集し、標本番号RR-96801、96802、96804、
96805、96806、96807である。このほかウスチ
·ヤンスク産の 1羽がV. R. Firinから送られた
(1971年 7月 25日の雄)

クビワカモメXema sabini。A. A. Kishchin-

skyと V. F. Flintが鳥類部門に 5羽 (雄 1、雌
4)を寄贈してくれた。インジギルカ川デルタ
で 1971 年 7 月 17∼24 日に採集され、標本番
号RR-96810、96811、96812、96813、96814で
ある。

ウミネコ Larus crassirostoris。1970年 7月
17日千島列島国後島で V.K.Rakhilinは幼鳥 2

羽と成鳥 1羽を採集した。標本番号RR-96752、
96753、96754である。このほか、N. M. Litvi-

nenkoは、1960年 4月 28日に日本海で採集し
た雌を鳥類部門に寄贈してくれ、標本番号 R-

96778である。

ゴビズキンカモメ Larus relictus。1970年
にカザフスタン共和国科学アカデミー動物学
寄生虫学研究所から鳥類部門に 2羽が寄贈さ
れた。これらは、1969年 6月 23日にカザフス
タンのアラコル湖スレドニ島で E. Auezovと
V. Filatovが採集した雄で、標本番号R-96440

である。さらに 1970年 6月 16、17日南東ザバ
イカルのズン ·トレイ湖で採集された 2羽が、
1971年にM. N. Zhuravlevから鳥類部門に送ら
れ、標本番号RR-96530、96531である。

ウミバト Cepphus grylle。千島の亜種C. g.

snowiの標本 2例が、V. G. Vronovから動物学
博物館に寄贈された。これらは得撫島 (千島列
島)で 1964年 7、8月に採集された。性別不明
で、標本番号R-91965とR-91964である。

カンムリウミスズメ Synthiliboramphus

wumizusume。1962年に L. S. Stepanyanは、
V. M. Gudkov が 1956 年 9 月 2 日に色丹島
(千島列島)で採集した幼鳥を博物館に寄贈し
てくれ、標本番号 R-88105である。1965年に
N. M. Litvinenkoは、1959年 8 月 31日プリ
モーリエのキエフカ川河口で採集された雌を
動物学博物館に送ってくれ、標本番号R-91915

である。これまでソ連では迷行が 1例知られて
いるだけであった。

エトロフウミスズメ Aethia cristatella,

コウミスズメ Aethia pusilla。1970 年に
V. V. Yantonov は、エトロフウミスズメと
コウミスズメを博物館鳥類部門に送ってくれ
た。これらは彼がベーリング海コルフ湾南西
部のヴェルホツロフ島で 1970年 7月 1、2日に
採集したもので、標本番号R-96577とR-96578

である。

V. V. Yantonovの観察によると、これらは
ここでは普通で、岩の間で営巣している。多分
これは新繁殖地である。

クロツグミ Turdus cardis。1969 年に
Y. V. Shibaev から、プリモーリエのハサン
地域ゴルビヌィ崖で彼が 1967年 4月 21日に採
集した標本が寄贈され、標本番号 R-94690で
ある。ソ連産として、これは動物学博物館最初
の収蔵品で、多分大陸のプリモーリエへの最
初の迷行例であろう。

ツリスガラ Remiz pendulinus。A. L.

Teikhmanが 1963年 4月 28日モスクワ州リュ
ベルツ市付近の灌漑草原で見つけた巣を、1963
年にE. S. Ptushenkoが動物学博物館に寄贈し
た。巣は前年もので、羽鞘や乾燥した餌があっ
た。多分雛がいたのであろう。巣は動物学博物
館に保管されている。
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バルカンコガラ Parus lugubris。M. N. Zhu-

ravlevが 1969年 9月 18日と 10月 4日にアル
メニアのメグリンスキー地域ザンゲズルスク
山脈レグワス市近くで採集した雄と雌が、彼
によって動物学博物館に寄贈され、標本番号
R-95057とR-95058である。これまで動物学博
物館の収蔵標本にはソ連産のバルカンコガラ
は 1例もなかった。

1884∼1887年中国の主に甘粛省南部におけ
る学術調査でM. M. Berozovskyが採集した標
本が、1963年博物館に寄贈された。学術調査
は、G. N. Potaninを隊長としてロシア地理学
協会によって組織された。前世紀中頃まで、中
央アジアの動物相や植物相はあまり研究されて
いなかった。中国の鳥相の最初の研究者の一人
は、A. David (1826∼1900)である。中国に滞
在中、彼は多くの鳥類標本を集め、それをパリ
の国立自然史博物館に贈った。A. Davidは採集
した標本をフランスの鳥学者 E. Oustaletと共
同で研究した。研究結果は 1877年に “Oiseaux

de la China”として出版された。

これらのことを考慮し、ロシア地理学協
会は前世紀中頃に中央アジアと隣接する国に
おける研究をその一つの課題としていた。そ
のため N. M. Przhevalsky、G. N. Potanin、
V. M. Paborovsky、P. K. Kozlov、Grum-

Grzhimailo兄弟のような旅行家や学者を隊長
とする学術調査が組織された。

M. M. Berezovskyは 3年間の調査で 1400

羽を集めた。このコレクションはロシア地理学
協会に所属し、そのためイルクーツク市に到着
したとき大部分の採集標本はロシア地理学協会
東シベリア支部に贈られ、一部がペテルブルク
の科学アカデミー動物学博物館に贈られた。集
めた標本をM. M. Berezovskyは V. L. Bianki

と共同で調べ、ロシア地理学協会はこの成果を
1891年に「1884∼1887年甘粛省の旅行におけ
る鳥類」として出版した。この研究で新種 6種
が記載され、また甘粛省の鳥類の生態や分布に
ついて新しい多くの資料があげられた。961羽

のこのコレクションは、イルクーツク市郷土博
物館に保管された。ロシア共和国文化省博物館
部の決定により、採集品はモスクワ大学動物学
博物館に贈られた。

1966年に著名な研究者A. V. Fedyushin教
授は、601羽の自分のコレクションを動物学博
物館に寄贈した。これらは、彼が主に白ロシア
と西シベリアで採集したものである。全てこれ
らはよく作成されており、正確なラベルの付い
た保存状態のよいものである。贈られた中には、
1927年にA. V. Fedyushinが記載したプスコフ
州産のコチョゲンボウの亜種Falco columbianus

alaunicusのタイプ標本がある。

1969年にM. G. Golubevaから動物学博物
館に大型ハヤブサ (295羽)とオオタカ (10羽)

のコレクションが寄贈された。全部で 305羽で
ある。このコレクションは、彼女の夫である著
名な研究者G. P. Dementev教授が集めたもの
である。ソ連産の鳥類以外に、コレクションに
はメキシコ、アイスランド、グリーンランド、
スェーデンのラップランド、インド、東ドイツ、
西ドイツ、イラン、モンゴル、アメリカ合衆国、
チュニス、ベトナムなどの採集品もある。標本
の大部分は剥製で、26羽だけが液浸である。コ
レクションにはシロハヤブサ56、ハヤブサ138、
ワキスジハヤブサ 81、アルタイのワキスジハ
ヤブサ 14、ラガーハヤブサ 2、地中海のハヤブ
サ 1がある。大型ハヤブサの標本は 385羽であ
る。この収蔵でコレクションは非常に大きくな
り、世界一となった。

1969年博物館にさらに多くの興味あるコレ
クションが収蔵された。V. E. Flintは、360種
約 800の鳥類標本を博物館に寄贈した。これ
らは全て現在の学術上の基準を守って採集され
た。これには、コマホオジロ、シベリアオオギ
セッカ (世界唯一の標本)、コオバシギ、ダルマ
エナガ、シロハラホオジロ、マミジロ、キリア
イの東部の亜種 (ソ連産では唯一のもの)など
の珍しい標本がある。このほか、非常に数の少
ない稀な多くの標本 (ヒメクビワカモメ、クビ
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ワカモメ、ウズラシギ、ソデグロヅル、カナダ
ヅル、シロハヤブサ、オオワシ、コハクチョウ、
メガネケワタガモ、コケワタガモ、アオガン、
クビワシャコなど)がある。

1970年にモスクワ大学生物学 ·土壌学部脊
椎動物学科は、V. A. Khakhlovがアルタイ、カ
ザフスタン、西シベリアで採集した 876羽の鳥
類標本を博物館に寄贈した。標本はよく保管さ
れており、優れたものである。種数は19であま
り多くないが、全部で 200羽である。このコレ
クションでとくに興味があり、価値があるのは、
雑種である。キアオジ×シラガホオジロ (119)、
ムナジロカワガラス×カワガラス (47)、ゴシ

キヒワ×Carduelis caniceps(8)の雑種がある。

これらの年にソ連の旅行困難な地域や
あまり調査されていない地域から非常に多
くの標本が送られた。例えば E. E. Sy-

roechkovskyはエニセイ、B. N. Andreevはヤ
クーチャ、V. K. Rakhilin，M. N. Litvinenko、
Y. V. Shibaevはプリモーリエ、L. S. Stepa-

nyan、A. A. Vinokurov は中央アジアやカ
フカース、I. V. Izmailov はブリヤート、
A. A. Kishchinskyはカムチャツカやチュコト
からなどである。—文献省略— [訳：藤巻裕蔵]

[Ornitologiya 12:255–259. (1976)]
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千島列島の稀少 ·未調査の鳥類について
A.G.Velizhanin

この報告は 1963、1966、1968 年に千島列
島を旅行した際に集めた資料に基づいている。
1963年に列島全域の沿岸部を調査し、1966年
に色丹島、幌筵島、占守島、1968年に択捉島
で観察を行なった。島を旅行中、多くの鳥類標
本を採集したが、その大部分はソ連科学アカデ
ミーシベリア支部生物学研究所動物学博物館に
送られた。
ライチョウ Lagopus mutus kurilensis。千島

列島に生息するライチョウの分類については、
これまで標本がなかったため明らかではなかっ
た (Ivanov 1951, Mikheev　1952)。黒田 (1925)

は亜種としたが、Hartertを引用し、自分の記
載の根拠に疑問を示した。私は幌筵島で 4羽を
採集することができた (うち 2羽は夏羽の雄)。

1966年 8月 12日にタイナ川源流部で採集し
た夏羽の雄は、全体に暗褐色である。頭部の羽
毛は黒く、先端が黄褐色である。背の羽毛も黒
いが、先端はより淡く、縁が白いものもある。
腮、胸、脇、風切羽、尾は背よりかなり淡い褐色
である。顎と喉に淡色斑がある。腹は白と暗褐
色の羽毛が交互に混ざり比較的淡く、尾部に向
かうにつれ淡くなる。翼下と雨覆は白い。尾羽
は淡黒色。上尾筒は尾より 14mm長い。眉の肉
冠は非常に大きく、明るいオレンジ色である。

1967年 2月 26日に幌筵島北部で採集した
雄と雌の冬羽は、全体に白く、尾羽は黒で先端
は白い。雄の眼のまわりには細い黒色の環があ
る。雌の頭の黒い羽毛は耳羽と眼の近くで少な
い。若い雄は545gで、雌成鳥は540gである (表
1)。
幌筵島の標本をライチョウの多くの亜種、

とくにカムチャツカ南部のL. m. kellogaeの夏
羽と比べた。夏羽の雄は全ての標本とはっきり
と異なる。L. m. kellogaeに比べると、次のよ
うな違いがある。夏に千島産の雄の眉の肉冠は

非常に大きく、上尾筒は長く、全体により暗色
である。記載によると、コマンドル諸島産のも
のよりやや淡いだけである。千島産の夏の雄の
尾の形態は、L. mutus よりL. lagopusに近い。
嘴の形態や冬羽は雄でも雌でも L. mutusに典
型的なものである。
このように、千島に生息するライチョウの

特徴の相違点は、雄の夏羽で見られ、非常に大
きなオレンジ色の眉の肉冠、顎と喉の淡い斑、
背の黒色が強いこと、尾の形態が L. mutusに
特有のものではなく、L. lagpusに近いことで
ある。これらの特徴から、千島のライチョウは
非常にはっきりした亜種である。
千島のライチョウの分布域は、北は占守島

から南は春弁古丹島までの北部である。新知島
での記録は間違いである。
ウズラ Coturnix japonica。ウズラは南

千島から報告されている (Gizenko 1955)。
I. O. Kurikovの口頭報告によると、ウズラは択
捉島北部のグルシ川河口で 1964、1965、1968

年に観察された。1964年のときにはここの草
原で 8卵のある巣が見つかった。
ツルクイナ Gallicrex cinereus。千島列島で

は 1966年 10月 24日占守島での迷行例がある
(Voronov 1968)。私はよく飛べる雄幼鳥を1968

年 9月 29日択捉島北部のスラヴナヤ川上流部
で採集した。1羽でヨシ原にいた。大きさは、
翼長 209mm、尾長 83mm、ふ蹠長 73mm、嘴
峰長 37mmである。
クイナ Rallus aquaticus indicus。千島列島

におけるクイナの繁殖は、南は択捉島から古
くから知られているが、多くの研究者は、クイ
ナはまれに見られるとしている (Gizenko 1955,

Nechaev 1969, Bergman 1935ほか)。私の観察
では、択捉島では普通に繁殖する。沼や川の湿
潤な岸で繁殖する。目立ちにくい。チハヤ川 (択
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捉島)沿いで、繁殖期の声を 1968年 6月 7∼10

日の日の出後に聞き、7月26日に2回観察した。
ヒメウズラシギ Calidris bairdii。長年千島

におけるヒメウズラシギの唯一の採集例は、
1928年 9月 17日幌筵島で山階 (1929)が採集
したものだけであった。1966年 8月 17日同島
でさらに 1羽を観察した。これはワジリエフ岬
の潮間帯にいたトウネンの群中で採餌してい
た。南方にシギ類の大群が渡った。

イソシギ Actitis hypoleucos。イソシギの繁
殖は北千島で確認されている (山階　1929)。南
部の島におけるこの種の繁殖状況は明らかでは
ない。1968年に択捉島で数回イソシギを観察
した。6月 22日に雌を採集したが、その抱卵斑
には羽毛が生え始めていた。8月 17日レソザ
ヴォドスク地域で体重 40gの当年個体を採集し
た。全体に択捉島では稀である。

表 1: 千島のライチョウの計測値 (mm)
数,性,齢 体長 開翼長 翼長 尾長 ふ蹠長 嘴峰長 摘要
？,♂♂？ – – 197–204 109.5–114.5 33.5–37 20-21 黒田 (1925)
？,♀♀？ – – 185–194 100–110 34–36 20-21
6,♂♂ad – – 193–202 – – 17.5–21 山階 (1929)
9,♀♀ad – – 189–199 – – 18–21.5
2,♂ad 409–414 608 192–207 108 36.2–36.4 16.2 Belizhanin
1,♂subad 388 623 195 100 37.3 15.5
1,♀ad 380 633 202 107 35.8 14.3
♂♂ 388–414 608–623 192–207 100–114.5 33.5–37.3 15.5–21 最大-最小
♀♀ 380 633 185–202 100–110 34–36 14.3–21.5

ウミネコ Larus crassirostris。ウミネコは南
千島で繁殖する。択捉島で繁殖は否定できない
が、確認されていない。ウミネコの繁殖を確認
したのは、国後島ロガチェフ岩で数つがい、勇
留島で50羽、ジョミナ島に700羽の千島最大の
コロニー、色丹島グリガ岩にオオセグロカモメ
と一緒に少数がいる。この種の繁殖分布は温水
域を越えることはなく、8月の等温線 12◦Cま
でである。1963年千島における全数は約 1,500

羽で、その大部分は繁殖せず、つがいとなって
いない。

チシマウミバト Cepphus grylli snowi。チシ
マウミバトは千島列島全域に生息し、北は温弥
古丹島から南は得撫島まで中部で普通である。
ここでは他のウミスズメ類より多いか、大部分
を占める。幌筵島の多くの海鳥コロニーで普通
である。択捉島、国後島、色丹島ではときどき
見られるが、歯舞 ·色丹諸島、とくにジョミナ
島と勇留島では普通である。全体にウミスズメ
類中では分布も広く数も多い。1963年千島で
数えた 10,000羽近いウミスズメ類の半分以上

はチシマウミバトであった。典型的なチシマウ
ミバトは、千島列島中部の捨子古丹島から知理
保以島までの間で見られる。

ケイマフリ Cepphus carbo。私の観察では、
千島での分布は連続しておらず、南部では北は
武魯頓島と知理保以島まで生息しているが、す
でにここでは少なく、幌筵島で繁殖している。
そのため、カムチャツカ西岸で見られる可能性
がある。幌筵島沿岸では、1963年にプチチ島か
ブラチヤ島で少数、1966年 7月 30日にバクラ
ニ岬とオケアンスキー岬間の東岸で 3羽を見、
8月 6∼23日にドィム島で巣を観察した。この
島で繁殖するケイマフリの 1羽が餌をくわえ、
典型的なウミバトが餌を運んだのと同じ裂目
に入ったのは興味ある。多分これはつがいであ
ろう。

千島に生息するウミスズメ類 3型の相互関
係は強い関心がもたれている。千島各地で採集
した 20羽中に、ケイマフリ、チシマウミバト、
ウミバトの中間型が見られた。ケイマフリの眼
周囲の白斑の大きさと形は、輪郭のはっきりし
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ない長さ 2∼2.5cmから幅 2∼3mm以下の非常
に狭い環まで変異がある。いくつかの島では完
全に黒いものもいた。同時にチシマウミバトの
翼の白斑はときには非常に大きく、ウミバトの
ものに近かった。よく知られているように、こ
れらの大きさは似ており、全体に相違は少ない。

このように、ケイマフリの種としての独立
性は、完全に解決される問題ではない。

マダラウミスズメ Brachyramphus mar-

moratus perdix。千島列島における確実な繁殖
の記録はない (Gizenko 1955)。1963年に私は
南千島で次の記録を得た;6月 13日国後島ペト
ロフ岬、3羽の群、1羽採集 (先端から鼻孔まで
の嘴峰長 17mm);6月 23日択捉島イソヤ湾、1

羽 (嘴峰長 18.1mm);7月 5日得撫島オケアンス
カヤ湾で一緒にいる 2羽、ステナ岬で 1羽 (嘴
峰長 18.3mm)。

全ては日中砂浜近くで見られた。樹上に営
巣するため (Kuzyakin 1963)、国後島、色丹島、
択捉島、得撫島のような森林のある島だけで繁
殖するようである。

コウミスズメ Aethia pusilla。千島列島にお
ける繁殖は、繁殖期によく観察されてはいた
が、これまで確認されていなかった。Stejneger
(1898)は 1928年 6月 18日に幌筵島で雌成鳥
を採集し (山階 1929)、夏に新知島で何回か観
察され (山階 1931)、択捉島と得撫島での記録
がある。私の観察は、この種が千島で繁殖する
と考える根拠となろう。1963年 7月 12日に新
知島で記録された。この島の南西岸にある海鳥
コロニーの東部で、100羽近い群が見られた。
15∼20羽の群が同日の朝ロリン岬のはるか東
で観察された。7月 13日の夕方非常に多くの
コウミスズメがヤンキチャ島 (宇志知島)の少
し南で採餌していた。7月 14日の日の出少し
前に私はヤンキチャ島に上陸した。クラテルナ
ヤ湾の海上には数羽が泳いでいた。これらは湾
内の岩から海面に降りたようである。私が島を
去るとき、さらに数羽が海岸にいた。この朝全
部で 700羽以上を見た。7月 15日に数羽が松

輪島で見られ、8月には牟知島で何回か観察し
たが、ここのヴィソカヤ岩で繁殖しているらし
い。1963年には全部で約 1,000羽を数えた。

カルガモ Anas poecilorhyncha zonorhyn-

cha。カルガモの繁殖は千島では確実に確認され
ていない (Gizenko 1955, Nechaev 1969など)。
1968年に択捉島の調査の際、2羽を採集できた
だけである。8月 22日チハヤ川下流でつがいを
見た。1羽を採集したが、これは雌であった。行
動から判断すると、幼鳥がいるようであった。
10月 14日にさらに 1羽をグルシ川河口 (択捉
島北部)で採集した。

ハシビロガモ Anas clypeata。千島には渡
りで飛来するだけであると考えられている
(Gizenko 1955, Nechaev 1969)。私の観察では、
この種は少数が択捉島で繁殖する。1968年 6月
4日カサトカ付近で雄と雌を見た。6月 6日夏
羽の雄がここでもう 1回見られた。8月 12日
レソザヴォドスク付近の林内の沼で 2羽が採集
された。2羽とも幼鳥であった。渡りが 9月後
半 (Shulpin 1936)∼10月 (Gizenko 1955)なの
で、捕獲された個体はここで繁殖したものであ
ろう。

ウミウ Phalacrocorax filamentotus。一部の
研究者 (Gizenko 1955, 小林 1933, Bergman

1935)は、カワウが千島列島に生息すると述べ
ている。Bergman (1935)は 6月 4日択捉島で
カワウ 1羽を採集し、Gizenko (1955)はカワウ
が千島南部の北は松輪島まで多いとしている。

私は 20数羽のウミウを採集したが、カワウ
は 1羽もいなかった。藤巻 (1961)はモユルリ
島 (北海道北東端)で、Nechaev (1969)は南千
島でカワウを観察しなかった。

カワウはプリモーリエでは淡水域に、日本
では海に生息するというShulpin (1936)の推測
は、千島でも正しいであろう。渡りのとき少数
のカワウが千島で見られる可能性を否定できな
い。千島でも南は歯舞諸島や国後島から北は新
知島まで典型的なウミウが繁殖する。1963年
に営巣地でウミウ 3,500∼4,000羽を数えた。千
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島における全数は、7,000∼8,000羽であろう。

チシマウガラス Phalacrocorax urile。野外
でチシマウガラスとヒメウとの違いは小さい。
そのため分布の研究でチシマウガラスが少な
いとされているが、分布は現在知られている
より広いであろう。とくにチシマウガラスはア
リューシャン列島 (Murie 1959)とコマンドル
諸島 (Marakov 1963)で見られ、非常に多い。
Snow (1902)はチシマウガラスを千島で繁殖す
る鳥類の目録にあげているが、次の文献には繁
殖の報告はない。Bergman (1935)はこのことに
簡単に触れれいるだけである。Gizenko (1955)

は、1947年 10月 8日色丹島で 1羽を採集した。
1963年に私はほぼ全域で見た。阿頼度島、志
林規島、越渇磨島、知林古丹島、雷公計島、新
知島、知理保以島、得撫島、色丹島ではヒメウ
と同じくらい生息しているか、ヒメウより多い
(知林古丹島、雷公計島)。

全体に千島でチシマウガラスはヒメウより
やや少ないだけで、その数は 20,000∼　 30,000

羽である。分布は全千島におよぶ。

クロハゲワシ Aegypius monachus。1965年
晩秋に猟師たちがクリルカ川で「頚が裸で長
く頭の大きな喉に襟のある非常に大型の黒い
ワシ」を見た。これらの特徴はクロハゲワシ
のもので、プリモーリエでは普通で (Vorobev

1954)、北海道からも知られており (Austin &

Kuroda 1953)、南千島にも迷行の可能性があ
る。

ツミ Accipiter virgatus gularis。1968年に
択捉島で 10数羽を観察し、そのうち 3羽を採
集した。全てこれらは島の南半分で見られた。
8月 26日レソザヴォドスク付近の常緑針葉樹
林で成鳥 1羽と幼鳥 2羽、巣立った巣を見つけ
た。雌幼鳥は 175g、雄 159gであった。

チゴハヤブサ Falco subbuteo jakutensis。
1966年に幌筵島ツハルカ川河口で8月中つがい
を観察した。巣は発見できなかった。もう 1羽
がワジリエフ岬で数回見られた。8月 8日に採
集した雄成鳥は、F. s. jakutensisの特徴をもっ

ていた。これは、濃い黒褐色であった。体重は
226g、体長 304mm、開翼長 760、翼長 268、尾
長 132、ふ蹠長 36.4、嘴峰長 18.3mmであった。
以前繁殖期にここでは見られなかったので、最
近になってカムチャツカから幌筵島に侵入した
と思われる。

コゲラ Dendrocopos kizuki nagamichi。千
島では得撫島より南に分布し、大きな島では違
いがある。Bergman (1935)は国後島産のコゲ
ラをD. k. kurilensis、択捉島産をD. k. kuro-

dae=D. k. nagamichiとした。Nechaev (1969)

は国後島とサハリンの標本を比べると、国後島
産のものに違いはなく、D. k. ijimaeとシノニ
ムであるとした。しかし亜種D. k. nagamichi

の問題は未解決である。

1968年に択捉島で 4羽を採集し、その大き
さを表 2に示す。択捉島産コゲラの外側尾羽
の白と黒の横縞は 2組ではなく、3組である。
Bergman (1935)は択捉島と国後島産の多くの
標本を調べ、択捉島産のものは国後島産のもの
より全体にかなり淡いとした。

1968年 6月 4日午後に択捉島で「ドラミン
グ」を聞いた。雄が枯れたカラマツの幹を叩い
ていた。7月 23日レソザヴォドスク付近でよく
飛べる幼鳥を採集した。

トラツグミ Oreocincla dauma toratugumi。
1968年 8月 4日に択捉島アトサヌプリ山山腹
の常緑針葉樹林で巣立幼鳥群を見、そのうち幼
鳥 1羽を採集した。体重は 104gで、羽毛はま
だ十分のびていなかった。これは択捉島におけ
る唯一の観察記録である。国後島における記録
(Nechaev 1969)と今回の択捉島の記録は、北へ
の分布拡大を示すものであろう。

モズ Lanius bucephalus bucephalus。モズは
V. M. Gudkovにより 1956年 10月 6日択捉島
で初めて採集された (Nechaev 1969)。私はここ
で 4羽を採集し、繁殖を確認した。1968年 6月
10日カサトカ付近で抱卵斑が発達し、精巣が
8、9mmの雄を採集した。6月 24日に択捉島の
反対側海岸のクイヴィシェヴォ付近で成鳥 2羽
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と幼鳥 3羽の群を見た。幼鳥 1羽の体重は 40g

であった。群はニワトコ、ナナカマド、タラノ
キの繁みに逃げ込んだ。6月 27日に島中部の
山で雄を採集したが、その抱卵斑は羽毛に被わ

れはじめていた。択捉島の他の所ではモズを観
察できなかった。

表 2: 択捉島産のコゲラの大きさ (mm)と体重 (g)
性 ·齢 体長 開翼長 翼長 尾長 ふ蹠長 嘴峰長 体重
♀ad 155 284 91 56 14.8 14 23.6
♀ad 162 283 86 56 15.1 14 –
♂ad 153 258 86 53 15.3 13.8 21.5
♂subad 149 266 83 49 15 12.5 20.3

シマアオジ Emberiza aureola。千島では国
後島だけで確認されている (Nechaev 1969)。
1968年 9月 26日択捉島北部 (スラヴノエ付近)

海岸のハマナスの繁みの中で巣立ち幼鳥を採集
した。その羽毛はまだ十分のびておらず、翼長
は 67mmであった。明らかにここで繁殖したも
のである。

マヒワ Spinus spinus。繁殖は国後島と択捉
島で確認されている。択捉島では 6か月の調査
期間中 1回だけ見られた。1968年 6月 15日に
1羽がクリルスク市の畑沿いで採集された。–

文献省略– [訳：藤巻裕蔵]

[Some rare and less known birds ofthe Kuril

Islands. Ornitologiya 13:25–32 (1977)]
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カムチャツカと国後島における鳥類の興味ある記録
V. A. Ostapenko, B. M. Gavrilov, V. D. Efremov & T. B. Golybeva

調査は、1974年 5月 11日∼6月 22日に西
カムチャツカのウスチ ·ボリシェレツクとチギ
リ地域、9月 8日∼10月 25日にサハリン州国
後島で行なった。
ヨシガモが6月7日カムチャツカ北西部チギ

リ川下流部で見られた。2羽 (雄と雌)が支流の
一つにいた。この種は、東カムチャツカでまれ
に繁殖することが知られている (Averin 1948)。
オカヨシガモが5月14日にウスチ ·ボリシェ

レツク (西カムチャツカ)付近で見られた。2羽
(雄と雌)がツンドラ内の小さな沼にいた。営巣
に適した環境があり、この地域で繁殖している
と思われる。
ホシハジロが西カムチャツカのウスチ ·ボリ

シェレツク地域で見られた。5月13日ウスチ ·ボ
リシェレツク付近で猟師に撃たれた死体の一部
があった。5月 12∼13日に 1羽 (雌成鳥)が採集
された。チギリ地域の狩猟官A. A. Novopashin

は、1974年 5月チギリ川河口付近で雄成鳥を捕
獲したと報告してくれ、猟師V. Lysakは 1973

年の春にここで雄 6羽の群を見た。
コケワタガモが 6月 10日にカムチャツカの

チギリ地域バブシュカ岬付近で見られた。15羽
の群で海岸崖近くの海上にいた。
チゴハヤブサが西カムチャツカのチギリ地

域で観察された。チギリから川沿い 30km上流
で6月15日に産卵直前の雌が採集された。巣は
未発見である。近づいたとき警戒声を出した。
周囲はヤナギやハンノキの高木が密に生育する
海岸の平坦部である。こ (check)ヒクイナが初
めてカムチャツカで記録された。5月 16日西カ
ムチャツカのウスチ · の繁殖記録の発見はカム
チャツカにける最北の記録である。ボリシェレ
ツク地域オクチャブリスキー付近で見られた。
これは、一方がオホーツク海、もう一方ががボ
リシャヤ川となっている礫洲のハマムギの繁み

の中にいた。採集された個体は卵巣の発達し
た雌成鳥で、体重 56g、翼長 115mm、ふ蹠長
38mmであった。これはヒクイナの最北部にお
ける記録である。
クビワカモメが 10月 26日アニワ湾アニワ

岬 (南サハリン)近くで観察された。幼鳥が船
の近くにおり、コルサコフまでついてきた。
キョクアジサシとコシジロアジサシが西カ

ムチャツカで繁殖することが初めて明らかに
なった。
チギリ川河口で 6月 2日にキョクアジサシ、

コシジロアジサシ、アジサシからなる大群 (約
200羽)が観察された。数ではキョクアジサシ
が多く、次いでコシジロアジサシで、アジサシ
は少なかった。キョクアジサシ雌とコシジロア
ジサシ雄を採集した。6月 7日ここでコシジロ
アジサシの雄を採集したが、河口の礫の中州に
はキョクアジサシとコシジロアジサシの混合コ
ロニーがあった。卵のある 7巣があったが、ど
のアジサシのものか確認できなかった。中州か
ら飛び立ったアジサシ類は 100羽くらいの群で
あった (2種がほぼ同数)。4巣で 2卵づつ、3巣
で 1卵づつであった。

6月 21日ボリシャヤ川河口のワタスゲとカ
ンバ低木のある低いコケ ·ガンコウランの岸に、
コシジロアジサシとアジサシの大きな混合コロ
ニーが見つかった。コロニーは小さなツンドラ
性の沼の周囲にあった。多くの巣は空であった
(地元の漁師がコロニーに来たため)。
ウスチ ·ボリシェレツク地域へのコシジロ

アジサシの渡来は、5月 18日であった。ウスチ
·ボリシェレツク地域でキョクアジサシを見た
のは一度 (6月 21日)だけで、1羽が水系でボリ
シャヤ川河口に連なるボリショエ湖近くを飛ん
でいた。
ケイマフリがカムチャツカのチギリ地域バ
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ブシュカ岬で繁殖していた。6月 8∼12日海岸
線 10kmでコロニー 2か所があり、一方には約
10つがい、他方には 150つがい近くが営巣し
ていた。営巣場所は崖となっている岬間の堆積
した大きな岩の間にあった。
アオバトが国後島 (南千島)で再び見られた。

ラグンノエ湖近くで 9月 14日に雌成鳥が採集
された。胃とそ嚢にはエゾニワトコの実、胃に
はその他シチマザクラの種子があった。背、腹、
下尾筒は換羽中で、風切羽 8枚目は羽鞘から完
全に、9枚目は羽鞘から半分出ていた。
トラフズクが千島列島で初めて記録された。

雌成鳥が 10月 2日国後島南部のゴロヴニノ付
近で採集された。
コシアカツバメがカムチャツカのチギリ地

域ヤルィ付近で観察された。1羽が 5月 25日の

夕方にチギリ川の上を河口方向に飛んでいた。
コシアカツバメはカムチャツカ半島では初記録
である。

エゾビタキがカムチャツカのチギリ地域と
国後島で見られた。カムチャツカではバブシュ
カ岬付近の川沿い低地の密なヤナギ高木林林縁
で雌成鳥が 6月 10日に採集された。これは発
達した卵巣をもち、卵胞の直径は 1mm以下で
あった。脂肪が多かった。

国後島で 9月 11日に雄幼鳥が採集された。
これは幼羽で、まだ換羽していなかった。[訳：
藤巻裕蔵]

[Some interesting records of birds in the

Kamchatka peninsula and Kunashir Island.

Ornitologiya 13:192–193 (1977)]
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極東の海鳥に関する新情報
A. G. Velizhanin

極東には約 60種の海鳥が生息している。こ
れらの多くについての報告は、断片的で不正確
である。
私は 1963年から海鳥の研究を始めた。1974

年には 4月 4日∼7月 21日に千島列島 (国後島、
色丹島、択捉島、得撫島、知理保以島、雷公計
島、牟知島、磐城島)で観察を行ない、ヤムス
キー諸島、ウマル島、コニ半島 (タウイスク湾)、
イオヌィ島で海鳥のコロニーを調べた。1975年
夏にウラシオストクの南西 60マイルにあるソ
連極東最南の島フルゲルム島で調査した。以下
に数種の分布と生態について述べる。
カワウ Phalacrocorax carbo。野外でカワウ

とウミウの識別は困難で、混同しやすい。その
ため、分布はあまり明らかにされていない。千
島でBergman (1935)は1930年7月30日に択捉
島の繁殖コロニーで 1羽を採集した。Gizenko

(1955)は間違がって択捉島より北にいるとし
た。1963、1966、1968年に私は択捉島と歯舞
諸島でカワウを見たが、カワウを千島で繁殖
する鳥類目録に含めなかった (Velizhanin 1969,

1972)。
1974年には 4月 20日にカワウ 1羽が択捉

島南部でチシマウガラスとヒメウの群の中に、
5月 17日に 5羽がこの島の北部で、5月 18日
にメドヴェジヤ湾に 40羽近くが見られた。5月
18日プリシュヴィナ岬の岩上のコロニーで、雄
1羽を採集できた (標本はモスクワ大学動物学
博物館に送られた)。このコロニーにはチシマ
ウガラス 100羽近く、ヒメウ約 60羽、カワウ
20羽、ウミウ 2羽、オオセグロカモメ 50羽が
いた。
野外観察から、カワウは千島では択捉島の

小さな岩、色丹島南岸と東岸、ジョミナ島で数
10つがいで繁殖するといえる。採集した雄成
鳥 (左側精巣35mm、体重3,020g)は非常に小さ

く、体長 860、翼長 348、尾長 154、ふ蹠長 69、
嘴峰長 63mmである。Taczanowski(1893)によ
ると、極東の標本との比較では、この個体は亜
種 P. carbo hanedaeで、Bergman (1935)が採
集した個体もこの亜種である。
フルゲルム島南岸で 1975年 7月 14日ウミ

ウとヒメウの中にカワウ 15羽が見られた。さ
らに 2羽が 8月 2日に西岸で観察された。1974

年 8月 2日フルゲルム島近くの淡水湖であるタ
リム湖 (沿海地方ハサン地域)で、亜種 sinensis

と思われるカワウ 4羽を見た。
チシマウガラス Palacrocorax urile。この30

年間に太平洋北部で分布域が広がり、生息数が
増えた。この種はアリューシャン列島 (Murie

1959)、コマンドル諸島 (Marakov 1965, 1972)、
千島列島 (Velizhanin 1972) ではヒメウより
多く、北海道の多くの離島に生息する (藤巻
1961)。そのため、チシマウガラスが生息しな
い所を明らかにすることは興味がある。

1974、1975年 6∼7月にヤムスキー諸島、ウ
マル諸島、イオヌィ島、フルゲルム島では、営
巣しているヒメウの中にチシマウガラスを観察
できなかった。1963年の繁殖期に千島列島の
大部分で見られたが、年間を通しての生態はま
だ明らかではない。

1974年 4月 16日南千島で色丹島に行くと
き海上で 9羽、シシュキ島で 220∼250羽を観
察した。これらは巣を修理していた。さらに 20

羽近くが、4月 20日択捉島南部のリコルド岬
の岩上の巣にいた。同日択捉島南東岸の海上に
はリコルド岬からヴチャジ岬までで 250羽近く
が数えられた。アジノキー島 (択捉島南東)で 4

月 21日に約 550羽がいた。多くのチシマウガ
ラスが 4月 26日得撫島北東岸にいた。

5月に得撫島でチシマウガラスが大量に渡
るのが観察された。1974年春の千島は非常に寒
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く長びいたことを述べておく必要があろう。5

月 11∼12日になって暖かくなり始め、日中の気
温が 12∼15◦Cとなった。盛んな渡来は天候の
変化と一致する。5月 11∼14日に沿岸で 4,500

羽が数えられた [チシマウガラスとともにヒメ
ウも渡来したと思われるが、近くで観察した場
合はチシマウガラスであった］。5月 11日の
13:35∼14:25に 22群、3,500羽が強風 (風力 6)

の中を渡った。多くの群は鈎型となり、多くは
1列、ときどき 2列、一度だけ 3列で飛んだ。
群は高さ 15∼100m、またはそれよりやや高く
飛んだ。南千島では越冬するか、または春かな
り早くに現われる。同時にもっと北部で繁殖す
る個体群では春の渡りがはっきりしている。

得撫島南西部のコロニーで 1974年の産卵は
ヒメウと同時に 5月 23日始まった。

クロトウゾクカモメ Stercorarius par-

asiticus。1 年中千島で見られる (山階
1929，Gizenko 1955, Nechaev 1969 など)。
A. S. Perlov(私信) は何回か夏にトポルコフ
島 (松輪島付近) でこの鳥を見た。1974年 6月
27日に私はこの島で 34羽を観察したが、30羽
は暗色型、4羽は淡色型であった。多くは島中
央のガンコウランや地衣類の多い所にいた。こ
こで 2卵のある巣が見つかった。巣はガンコウ
ランと地衣類で完全に被われた碗状の窪みで、
直径 16cm、深さ 5cm、イネ科草本の茎とヤナ
ギの葉が雑に敷かれていた。

2卵は暗砂色で、0.3∼4mmの暗褐色斑があ
る。大きさは 56.3×41.2、55.3×40.1mm、重さ
は 45.7、45gであった。卵内は羽軸のでた雛で
あった。

トポルコフ島は北緯約 48度にあり、既知の
ものでは世界で最南の繁殖地である。

ゾウゲカモメ Pagophila eburnea。越冬で
まれに極東の海域で見られ、カムチャツカ
(Tachanovski 1893, Bergman 1935) や日本
(Austin & Kuroda 1953)にも飛来するが、千
島では見られていない。

1974年 4月 18日エカテリナ海峡 (千島)で

M. K. Maminovは純白のカモメを見た。航行
中 30分ほど後にもう 1羽、白い中型のカモメ
を見た。これは船から 20∼25mの海上におり、
色、とくに嘴の黄緑色がはっきりと見えた。

ワシカモメ Larus glaucescens。冬に千島
(Snow 1902, Bergman 1935, Gizenko 1955な
ど)、北海道 (Austin & Kuroda 1953)、オホー
ツク海 (Dementev 1951, Shuntov 1952など)で
シロカモメが普通である。小林 (1933)は色丹
島産のワシカモメの卵について報告した。

1974年 4月 26日∼5月 13日に択捉島と得
撫島の沿岸で 12羽以上のワシカモメを見たが、
そのうち未成鳥 2羽を採集した。これらの外見
はシロカモメによく似ており、千島では繁殖期
にも観察され、6月 27日トポルコフ島 (松輪島
付近)で 2羽、6月 28日雷公計島で 3羽、6月
29日牟知島で 1羽である。

7月 3日ヤムスキー諸島の海鳥の群中に非
常に淡色の大型カモメ 2羽が見られた。同様の
2羽が 7月 9日イオヌィ島の暗礁にいた。その
1羽を採集したが、風切羽と尾羽が擦り切れた
雄成鳥であった。体重は 1,410g、大きさは体長
677、翼長 460、尾長 170、ふ蹠長 71、嘴峰長
64mm(右側精巣の長さ 17mm)である。これは
小さく、ワシカモメである。

これらの観察記録は、オホーツク海沿岸で
ワシカモメが繁殖し、越冬期にはシロカモメが
見られることを示している。

チシマウミバト Cepphus grulle snowi。千
島では留鳥で、生息数も多いが、繁殖生態は
まったく研究されていない。19世紀末に Snow

は 1卵を見つけたが、これは大英博物館に保管
されている。

1974年には 19卵を集めることができた (そ
の大部分は抱卵中のものから直接採集し、10卵
はモスクワ大学動物学博物館に送られた)。第
一に放棄された卵が 6月 23日にモルスカヤ ·
ヴィドラ (知理保以島)の海面から 10∼12mの
水平の割れ目にあった。卵の下は腐植土であっ
た。6月 27日トポルコフ島 (松輪島付近)海岸
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の石の間に S. Blokhinは 2卵を見つけた。これ
は巣材なしの礫の上にあった。

6月 29日ドルガヤ岩 (牟知島)で 150つがい
が営巣しているコロニーを見つけた。多くの巣
は、この島の玄武岩の二つの丘を連絡する沖積
土の狭い所で、中央の鞍部にあった。連絡部は
直径約 20∼150cmの転石が積み重なり、海面か
ら 3mの高さにあった。海から最も離れた中央
の高い所で面積 20×30mの空地の転石が積み
重なった間に 13巣が見つかった。5巣で 2卵、
8巣で 1卵づつであった。卵は直接岩上か礫上
にあった。ときどき巣は産座の深さ 2∼4cm、直
径20cmであった。3巣は互いに1.5∼2m離れて
おり、他は 3∼5mの間隔であった。大部分の巣
は入口から 20∼50cmの隙間にある。出入口の
方向は様々で、巣のある隙間の形も様々であっ
たが、どの巣も石の被いがあった (「屋根」が
ある)。巣室の高さは 20∼40cmであった。

コロニーにはトドやオットセイが容易に近
づけ、非繁殖個体の生息場所になっている。ト
ドやオットセイがびっしり横たわっている岩の
間から飛び出すウミバトをときどき見た。

ドルガヤ岩から採集した 17 卵のうち、
11 卵は新鮮で、4 卵では血管ができた胚、
2 卵では雛の形になっていた。20 卵の長
径は 56.7∼64.8(平均 60.1±0.5)mm、短径
39.6∼43.7(平均 41.6±0.3)mm、19卵の重さは
49.0∼68.2(平均 58.4±1.1)gであった。

卵の色は、ウミバト (C.g.columba)やケイ
マフリの卵と似ている。19卵全部がコーヒー
色のまだらで、そのうち 8卵は淡青色の地に
2∼6mmの不定型の小斑があり、8卵は淡バラ
色の地色、2卵は淡青色の地で鈍端部に縞条の
大きな斑があり、1卵は 10∼30mmのコーヒー
色の斑とバラ色の地により淡い泥褐 ·菫色の斑
がある (Bondaretsev 1954)。

A. E. Kuzin(私信)は 1974年 8月 15日にド
ルガヤ岩を訪れ、巣に風切羽の羽軸が出始めて
いる綿羽の幼鳥を見つけた。

ウミオウム Cyclorrhinchus psittacula。多

分夜行性で目立たないため、オホーツク海沿
岸での繁殖は不明のままであった。繁殖は最初
タウイスク湾で見つかり (Vaskovsky 1956)、そ
の後中部千島 (Belkin & Velizhanin 1965)、イオ
ヌィ島 (Timofeeva1972, Nechaev & Timofeeva

1973)、ヤムスキー諸島 (Velizhanin 1975)で見
つかった。

1963年千島で、岸から飛び立つ多くの個体
の観察と抱卵斑のある個体の採集で繁殖が確認
された。1974年 6月 28日雷公計島西岸でコロ
ニーが見つかった。巣は、海岸から高さ3∼20m

に積み重なった大きな石の隙間にあった。12卵
を採集したが、11卵は抱卵中 (7卵は血管系が
でき、2卵は綿羽の出てない雛、2羽は綿羽の
雛)で、1卵だけが新鮮であった。卵は直接岩の
上にあるか、腐植土の産座様の窪みにあった。
6月 29日に 8羽が牟知島で見られた (ここでは
1963年にも観察された)。1974年 7月 3∼4日
ヤムスキー諸島でウミオウム 16,000羽以上を
数えた。飛ぶ個体がマトィキル島、アトィカン
島、バラン島の海岸から見られた。マトィキル
島の沿岸の岩の間で、7月 4日に抱卵個体が見
つかった。卵内は、まだ羽軸が出てないが、雛
の形をしていた。1974年 7月 9日イオヌィ島付
近で 500羽くらいが見られた。これらは 3∼10

羽づつの群でいた。

コウミスズメ Aethia pusilla。長年コウミ
スズメはベーリング海沿岸とアリューシャン
列島だけで繁殖すると考えられてきた (Ko-

zlova 1957 など)。1963 年に私は中部千島の
占守島、宇志知島、松輪島、牟知島で観察し
た (Velizhanin 1972)。さらに宇志知島で夏に
A. S. Perlov(私信) は数回観察した。1974年 4

月 12日に越冬していると思われるものがサハ
リン南部のクリルオン半島 (水温 3.8◦Cで約 50

羽)、クリルオン岬と国後島の間の海上で見ら
れた。千島では渡り中の 6羽の群が、5月 11日
に得撫島で観察された。1羽が 6月 29日の朝ク
ルゼンシュテルン海峡で見られた。

コウミスズメはヤミンスキー諸島に多い
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(Velizhanin 1975)。マトィキル島、アトィカン
島、バラン島では 7月 3、4日に全体で 62,000

羽以上が見られた。7月 3日にマトィキル島東
岸の大きな岩の下に抱卵中の個体を見つけた。
卵内の胚の血管系は出来上っていた。7月 4日
コウミスズメのコロニーがアトィカン島東岸の
草の生えた岩の間にあった。採集した 3卵中 1

卵では血管系が、2卵では頭部ができていた。
(卵と剥製はモスクワ大学動物学博物館に送ら
れた)。

7月 9日にイオヌィ島で 700羽近くが見ら
れた。南西部の岬に上陸の際、4羽が狭く深い
裂目から出るのを見たが、卵を見つけることは
できなかった。イオヌィ島におけるコウミスズ
メの繁殖についてはKharitonov (1975)の観察
で確認されており、生息数はかなり多いようで
ある。

シラヒゲウミスズメ Aethia pygmaea。繁殖
コロニーはベーリング海沿岸、アリューシャン
列島、千島列島で知られているが、オホーツク
海における分布をより正確にする必要がある。
Vaskovsky (1956)はピヤギナ半島とコニ半島で
繁殖するという結論を得た。Nechaev & Tim-

ofeeva(1973)は 1971年にイオヌィ島で大コロ
ニーを発見した。私は 1974年にヤミンスキー
諸島で約 2,000羽、イオヌィ島沿岸で 8羽を数
えた。アトィカン島で 7月 4日には抱卵中で
あった。

卵の大きさに関する報告は 1 例しかな
い (Kozlova 1957 ほか)。1974 年 5 月 31 日
∼6 月 5 日に知理保以島で私が集めた 20

卵は、長径 42.8∼50.2(平均 46.6±0.4)mm、
短径 30.5∼34.8(平均 32.5±0.2)mm、重量
21.5∼29.4(平均 25.8±.04g)である。

5月 31日にブラト ·チルポエフ島南部で見
つけた 5卵中 4卵は新鮮で、1卵では胚に血管
系が見られた。6月 3日同じ所で 6卵中 2卵は
新鮮で、4卵は血管系ができていた。6月 5日
モルスカヤ ·ヴィドラ岩で 7卵を採集したが、
その 1卵は新鮮で、2卵では頭部ができていた。

同じコロニーで 6月 11日雛の形 (しかしまだ羽
軸は出てない)になった 2卵があった。6月 29

日に牟知島 (ドルガヤ岩)で綿羽の雛が孵化中
であった。

レフ岩とモルスカヤ ·ヴィドラ岩 (知理保以
島)、牟知島のコロニーでは幅 5∼15cmの (多く
は垂直の)裂目で営巣する。巣は裂目入口から
30∼100cmにあり、日中抱卵中の個体がよく見
え、一部が薄暗い所にいた。卵は多くの場合裂
目内で直接岩の上、まれに礫か土の上に産卵さ
れる。普通巣は海面から 10∼15m、一部は 50m

の高さにある。

多分、オホーツク海沿岸では非常に広く分
布し、ほぼ全部の島に大きなコロニーがあるが、
他のウミスズメ 2種とウミオウムより少ない。

ウトウ Cerorhinca monocerata。繁殖期に
は夜間と薄暮時に活動するので、コロニーの
発見や分布域を明らかにするのは困難である。
太平洋北部に固有で、アジアとアメリカの沿岸
に生息する。文献 (Kozlova 1957ほか)では分
布域は普通日本からアリューシャン列島を通り
カナダ南西部まで飛び石状に弧をなす。分布が
最も広いのはアジア沿岸である。日本 (Austin

& Kuroda 1953)、朝鮮 (Won Hon-Gu 1957)、
ピヨートル大帝湾 (Shulpin 1936, Nechaev &

Yudakov 1968)、サハリン南部のモネロン島と
クリルオン半島 (Gizenko 1955)、南千島の北
は択捉島まで (Velizhanin & Belkin 1967, 　
Velizhanin 1972)で繁殖することが知られてい
る。それ以北の分布については資料がない。と
くにシャンタル諸島 (Dulkeit & Shulpin 1937)、
北千島の雷公計島と占守島 (山階 1931)では生
息状況がまったく不明である。コマンドル諸島
(Iogansen 1934)とアリューシャン列島 (Murie

1959)での記録は、迷行とされている。

北千島、コマンドル諸島、アリューシャン
列島で観察されたものは未成鳥か、繁殖に失敗
したものであろう。このような個体は (他の多
くのウミスズメ類でも同様)、夏に北にかなり
移動する。このことについては、1974年 5月 31
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日 ∼6月 26日の知理保以島の海鳥コロニーに
おける私の観察からある程度いえる。ウトウが
知理保以島で繁殖しないことはかなり確実で、
コロニーでも、島から海に飛出すのも一度も見
られなかった。夜行性全てのウミスズメ類と同
様、船の明かりには飛来しない。ブラト ·チル
ポエフ島では 6月 11日に 1羽が日中、6月 12

日に 2羽とさらに 3羽が昼ころ見られただけで
ある。その後知理保以島で 6月 20、21日にま
た見られた。
このように、ウトウのよく知られた繁殖地

から、分布域は太平洋に断続的な弧を描いてい
るのがわかる (Andriyashev 1939)。多分、それ
ほど遠くない過去の気候温暖期の一時期に北
に分布を広げ、コマンドル諸島とアリューシャ
ン列島を通してアジアとアメリカを結んだ。こ

れは間氷期 (3万年以上前)にも、気候が現在よ
り温暖であった完新世中頃にも可能性であった
(Emilian 1974)。完新世における分布域の分断
の結果、亜種としての違いはないが、アジアと
アメリカの個体群とに別れた。

ウトウの分布域が遺存的であることは、あ
る程度より北にコロニーがあることで示され
る。全てこれらは暖流のある所と一致する。例
えば、分布域西部のアジア沿岸では北部のコ
ロニーは宗谷海流と黒潮の範囲にあり、8月に
11◦C以下の水域より北にはいない。アメリカ
沿岸の繁殖地は北太平洋とアラスカ海流の温暖
水域にある。—文献省略— [訳：藤巻裕蔵]

[New data on sea birds in the Far East.

Zool. Zhur. 56:1077–1084 (1977)]
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南千島におけるヤマセミの発見
V. G. Voronov & V. A. Martynov

GizenkoとVoronovは、1948年 9月 1∼3日
に初めてヤマセミを色丹島で観察した (Gizenko

1955)。ヤマセミはマロクリルスク湾沿岸にお
り、林内の川上流に飛び去った。これは非常
に警戒しており、採集できなかった。Portenko

(1950)は同年 9∼10 月に国後島南部でヤマセ
ミを観察した。これらの資料にもとずき、ヤ
マセミは「ソ連の鳥類 (1951∼1954)」、「ソ連
の鳥類 (1951∼1960)」、「ソ連の鳥類の分類
(1954)」、「ソ連の鳥類 (1968)」、Stepanyan

(1975)、Ivanov (1976)のわが国の目録や分類
書にあげられた。1959年 3月に私は国後島北
部チャチナ川でヤマセミを観察した。現在まで
ソ連におけるこの種の生息は、採集標本によっ
て確認されておらず、千島における観察記録は
鳥類研究者に疑問とされていた。この疑問は、
国後島におけるNechaevの2年間 (1962∼ 1963)

の研究後にさらに強まった。Nechaev (1969)は
Gizenko (1955)とPortenko (1950)の報告を確
認できなかった。私は南千島でこの種を捜し続
けた。地元住民への聞き込みやV.A.Martynov

の観察記録は、国後島では 1年中見られること
を示している。1977年 2∼4月V. A. Martynov

は狩猟官たちと国後島の水鳥の越冬状況を調査
した。狩猟官はこの年島の不凍河川で何回かヤ
マセミを観察した。彼らは普通つがいで、いつ
も巣穴の前にいるのを観察した。1977年 3月
29日狩猟官A. Kostinは巣穴で成鳥雄を採集し
た。採集個体は体重 240g、大きさ (mm)は：体
長 372、尾長 112、翼長 190、ふ蹠長 16、鼻孔か
らの嘴峰長 54、露出嘴峰長 61、嘴高 17、開翼
長 620であった。黒色が少し混ざり、灰色の色
調が強いことから、これは北海道に生息する淡
色の亜種C. l. pallidaである（V. A. Martynov

から送られ、T. I. Neverovが作成した標本は
ソ連科学アカデミー極東学術センター生物学 ·
土壌学研究所に保管されている)。

このように、ヤマセミは分布域北限 (南千
島)でも留鳥といえる。南千島の不凍山岳河川
には、サケ科稚魚が多く、巣穴を堀れる軟らか
な土の急な川岸があり、1年中ヤマセミが生息
できる環境がある。—文献省略— [訳：藤巻裕蔵]

[A finding of Ceryle lugubris Temm on the

South Kurile Islands. Zool. Zhur. 58:620

(1979)]
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国後島（南千島）鳥類雑記
L. S. Stepanyan

1974年 5月 23日∼6月 12日に、千島列島
南端にある国後島で鳥類の観察と採集を行なっ
た [この調査に参加し、採集標本の整理に協力
いただいたA. A. Baranovにお礼申し上げる]。
採集標本をモスクワ大学動物学博物館で検討
したが、博物館標本を利用させていただいた動
物学博物館長O. L. Rossolimo、鳥類部門主任
A. M. Sudilovskayaにお礼申し上げる。
国後島と南千島の他の島の鳥類に関しては、

それまでに蓄積された国後島と歯舞 ·色丹諸島
の鳥相についてまとめた著書 (Nechaev 1969)

がすでにある。この本では筆者の資料のほか、
文献やソ連科学アカデミー動物学博物館やモ
スクワ大学動物学博物館の標本を広く用いて
いる。国後島の鳥相はこの本でほぼ完全に述べ
られている。
私の観察は、この島で記録された鳥類の目

録を増やすものではない。しかし採集した標
本により、数種の生息状況の特徴をより詳しく
し、多くの鳥類の生態に関する資料を追加し、
そのほかさらに数種鳥類の島の個体群の分類
上の位置について再検討できる。Nechaevの本
では文献目録が完全なので、主にこれを引用す
る。分類上の問題だけをとりあげる。島の物理
·地理学上の特徴については述べない。
私が観察したのは主に国後島の内陸、主に

メンデレエフ山地域である。そのため海鳥を対
象とせず、若干の資料を集めたがここには述べ
ない。数種を除き、下にあげるものは内陸に生
息する鳥類である。上述の期間に 63種を記録
し、それを以下に記す。カルガモ、ミサゴ、ハ
イタカ、ツミ、ノスリ、タカブシギ、キアシシ
ギ、オオジシギ、ヤマシギ、キジバト、カッコ
ウ、ツツドリ、ハリオアマツバメ、アマツバメ、
アリスイ、クマゲラ、アカゲラ、オオアカゲラ、
コゲラ、イワツバメ、ヒバリ、カラフトチュウ

ヒバリ、ビンズイ、キセキレイ、ハクセキレイ、
モズ、アカモズ、ハシボソガラス、サンショウ
クイ、カワガラス、ミソサザイ、ヤブサメ、ウ
グイス、メボソムシクイ、センダイムシクイ、
エゾムシクイ、キクイタダキ、キビタキ、サメ
ビタキ、コサメビタキ、ノビタキ、ルリビタキ、
アカハラ、トラツグミ、エナガ、ハシブトガラ、
ヒガラ、ヤマガラ、シジュウカラ、ゴジュウカ
ラ、キバシリ、スズメ、ニュウナイスズメ、カ
ワラヒワ、コムクドリ、ムクドリ、カケス、ホ
シガラス、ハシブトガラス、マヒワ、クロジ、
アオジ、シマアオジ。
カルガモ Anas poecilorhyncha。5月31日メ

ンデレエフ山北東山麓で孵化 1日目の雛 7羽を
記録した。これは雌がオホーツク海に注ぐ林内
の川岸に向かって雛を連れて行くときに見られ
た。巣は上述の川岸でササの密生する高木林に
あったらしい。近ずくと、雌は飛立ち、雛の上
をなきながら飛び、ときどき近くの木の枝に隠
れた。この雛の記録でカルガモは国後島で繁殖
する種であるとできる。
ツミ Accipiter gularis gularis (亜種名は採

集標本のもの)。5月末から 1羽とつがいがメン
デレエフ山山腹の森林と島周辺で何回か観察
された。6月 2、9日採集の雄 2羽の精巣はやや
発達していた。採集個体の翼長は 166、167mm

である。雄の大きさは安定した特徴ではないが
(Stepanyan 1959)、国後島産が基亜種と同じで
あることは間違いない。
ノスリ Buteo buteo。5月 28日にセルノヴォ

ドスク南部のトドマツ林の林縁で、地上約 3m

のトドマツ横枝にある巣を調べた。巣は海岸か
ら 150mにあった。雛は 3羽で、綿羽で被われ
ていた。
タカブシギ Tringa glareola。6月 6日ペス

チャノエ湖で成鳥雄 2羽を採集した。繁殖個体
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のように脂肪が非常に厚かった。2羽の精巣は
あまり大きくなかった。Nechaevと同様、私も
ここでは繁殖せず、ここでよく見られるのは非
繁殖個体と考える。

キアシシギ Heteroscelus brevipes。卵巣がや
や発達した雌 1羽を太平洋沿岸のセルノヴォド
スク地域で 5月 25日に採集した。

オオジシギ Gallinago hardwickii。調査期間
中メンデレエフ山山麓とセルノヴォドスク地域
の低いササの繁る無立木地で普通にいた。雄は
盛んにディスプレーしていた。その様子につい
ては Nechaevが詳しく述べている。私も枯木
の先端や横枝に止まってなくのを何回か観察し
た。樹上のディスプレーは霧の日によく観察さ
れた。6月 3日に採集した雄の精巣は発達して
いた。6月 2日の雌は卵巣の状態から判断する
と、2卵を産み、そのほか卵黄のある卵胞 2個
が見られた。このように産卵開始は 5月末で
ある。

ハリオアマツバメ Hirundapus caudacutus。
6月 4日私はメンデレエフ山山麓の上空で採餌
する数羽を観察した。

クマゲラ Dryocopus martius martius。メン
デレエフ山の山腹や山麓の混交林で普通であ
る。5月 25日と 6月 8日に採集した雄 2羽の抱
卵斑は発達していた。採集個体の翼長は 248、
251mmであった。これは基亜種の計測値の最大
に近い。西から東にかけて大きくなる明瞭な変
異があり、分布域の大陸部東端で最大になる。
国後島の個体は、東シベリア個体群の最大値に
は達していないが、この変異の範囲内である。

アカゲラ Dendrocopos major japonicus。全
タイプの森林に普通である。5月 24日に採集
した雄の精巣は非常に発達していた。採集標
本の下面ははっきりした黄土色の色調で、次列
風切の羽弁内側の白斑は大きい。この特徴は
japonicusのものである。

オオアカゲラ Dendrocopos leucotos subcir-

ris。メンデレエフ山の山腹や山麓の森林で少
数が繁殖する。5月下旬 3つがいが樹洞の雛に

給餌していた。胸と腹前部の色調は黄土色が
強く、体下部の黒い縦縞は広くはっきりしてい
る。この個体は、容易にこの亜種のものと判別
できる。

コゲラ Dendrocopos kizuki ijimae。調査し
た全域では、広葉樹が優占する森林で普通で
あった。観察した全てがつがいであった。

大陸 (ソ連領)とサハリン、また北海道の個
体群との分類上の関係についてはすでに簡単
に報告した (Stepanyan 1974)。このとき標本
がなく千島産のものについては検討できなか
った。国後島では雄 4羽、雌 1羽を採集した。
これらを調べ、結論が得られた。ある研究者
(Nechaev 1969, Nazarenko 1971, Vaurie 1965)

は、ソ連領の大陸と島の個体群は同じ ijimae

に属すると考えている。千島固有の亜種 kure-

lensisが生息するという考えはあまり多くない
(Portenko 1950, Gladkov 1951, Ivanov et al.

1953, Gizenko1955, Bergmann 1935)。

千島産とサハリン産のものを比べると、分
類上の違いが明らかである。同時にサハリン産
と千島産のものは、体上面の暗色部が淡い点で
大陸産のものとも違う。島の個体ではこの色調
はより濃い灰色で、褐色味が少ない。島 (サハ
リン、国後)の個体の体下面の斑は小さく、白
い地色部が広い。国後島産の翼長は雌で 91.0、
雄で 83.5、84.1、84.2、86.0mmである。この
ように千島産の大きさはサハリン産のものと
違わず (雌だけがやや大きい)、大陸産のものよ
りはっきり小さい。全てこれらの資料から、南
千島にはサハリンや北海道と同じ亜種が生息す
ると考えられる。この結論は、極東のコゲラの
分類上の相対的位置に関して以前に出した結論
(Stepnayan 1974)を補足するものである。

ヒバリ Alauda japonica。メンデレエヴォ付
近で観察された。生息数は多くない。5月 4日
にここで採集した雄の精巣は発達していた。

国後島の同じ所でこの種と A. arvensis

lonnbergiの生息を確認し、また両者間に明瞭
な生殖隔離があり (Nechaev 1969)、種間の隔離



47

があるという予想が確実となった。これは、北
海道北西部の焼尻島で両種が同じ所に生息する
こと (Udagawa 1953; Vaurie(1959)による)か
ら予想された。私の観察は Nechaevの資料を
確認した。両種は国後島に同時に生息するが、
やや生息環境が異なる (ガウゼの法則に従う)。
両者の生殖隔離ははっきりしているが、これら
の行動などは非常に似ているので、その機構を
調べる必要がある。

問題は、japonicaの分類上の位置があまり
明らかではないことである。これは同所的な
A. arvensis lonnbergiより小さい点で異なる。
このほか、lonnbergiの雄の風切 5枚目が翼先
端より 10mm以上短い。japonicaではこの差
が 5∼6mmである。japonicaと A.gulgulの分
類上の関係については、これ以外の資料がない
(Vaurie 1954, 1959)。ヒバリの分布南限の標本
を見ることができない。Vaurie (1959)は、ヒバ
リの翼の形態に見られる南北変異について述べ
ている。北の個体群の翼は尖り、南ではより円
くなる。これは鳥類の地理変異としてよく知ら
れている。しかし南の個体群の翼の形態が、A.
gulgulに近いことは分類上重要である。翼の形
態は重要な特徴なので、これにもとずくと、A.
gulgulは分類上A. arvensisと違い、japonicaが
A. arvensisに近くなる。将来このような問題
を解決できる可能性があるが、そうあってほし
いと思う。

japonicaの北の個体群、とくに国後島のも
のは、本来の A.gulgulの特徴をもたない。尾
長と翼長は A. arvensis のものに近い。風切
5枚目 (退化したものを入れると)は翼先端よ
り約 5∼6mm短く、この点は A. gulgulと異な
る。ヒバリは生態的により乾燥した環境 (国後
島ではほとんどそうである)を好むことは注目
にあたいする。これらのことは全て問題が複
雑であることを示している。上述の事実によ
れば、japonicaを独立種とすのが妥当である。
Nechaev (1969)の主張に対し、Vaurie (1959)

は同じ考えではないことを述べておく。

モズ Lanius bucephalus bucephalus。調査地
域内ではメンデレエフ山の山麓と山腹の森林、
またセルノヴォドスク付近で数つがいを観察し
た。5月 29日、6月 7日採集の雄 2羽の精巣は
発達していた。6月 4日の雌は卵巣から判断す
ると産卵後であった。

採集した雄 2羽の翼長は 83.0、87.6mm、雌
で 83.0mmである。雄の背は灰色である。この
特徴から標本は基亜種とできる。しかし、モス
クワ大学動物学博物館の日本産モズの雄を見る
と、その背は褐色、さらに赤褐色を帯びるもの
もあることを述べておく。Portenko (1969)の
考えではなく、Vaurie (1959)の考えによると、
ソ連領では分布域のうち大陸部でも基亜種が生
息すると考えられる。資料に基づく確認が必要
である。

アカモズ Lanius cristatus superciliosus。メ
ンデレエフ山山麓の疎林のある所で 6月に数羽
が見られた。6月 8日採集の雄の精巣は発達し
ていた。Nechaev (1969)の考えと異なり、ここ
で繁殖すると思われる。多分、いつも繁殖する。
頭頂は赤茶色、背はやや淡く、額は白く、白い
眉斑は広く、胸と横腹の黄土色はこの亜種の特
徴をよく示している。

コムクドリ Sturnia philippensis。メンデレ
エヴォ周辺で 10∼12つがいが繁殖していた。6

月 8日採集の雌は産卵していた。

ホシガラス Nucifraga caryocatactes。針葉
樹林と混交林でときどき観察された。6月 2日
には自分で採餌していたが、まだ群でいる幼鳥
を見た。

サンショウクイ Pericrocotus divaricatus。6
月上旬メンデレエフ山山麓の森林でつがいを数
回観察した。採集はできなかった。行動から繁
殖していると思われた。

カワガラス Cinclus pallasii pallasii。メン
デレエフ山から流れる川で普通であった。観察
開始 (5月 23日)までに巣立ち始め、その後独
立した幼鳥が見られた。千島、サハリン、東シ
ベリアのものは、分類上同じである。色にわず
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かの地理変異があるかもしれないが、黒色であ
るためはっきりしない。

ミソサザイ Troglodytes troglodytes fumiga-

tus。メンデレエフ山の山腹と山麓の全てのタイ
プの森林で普通である。6月 5日に巣の雛に餌
を運ぶつがいが見られた。国後島で採集した標
本をプリモーリエ、サハリン、北海道、本州の
標本と比較した。これらは分類上同じで、羽毛
は暗褐色の色調である。これらの色はザバイカ
ル産のものよりやや濃い。このようにプリモー
リエ、サハリン、南千島には亜種 fumigatusが
生息する。その分布北限を明らかにする必要が
ある。

ヤブサメ Urosphena squameiceps。5月 30

日にさえずる雄をセルノヴォドスク地域で観察
した。これは海岸の低地にある湿潤な広葉樹林
にいた。ここは高茎草本が非常に密生していた。
湿潤なのは、多くの湧水があるためである。ヤ
ブサメは、島の他の所では観察できなかった。

ウグイス Horeites diphone sakhalinensis。
調査地域内では、Nechaev (1969)が述べた適
した生息場所にはどこでもいた。しかし私が
観察したとき生息数は多くなかった。サハリ
ンと国後島の標本を調べたところ、分類上で
は同じであった。両方の標本の羽毛の緑色と
灰色の程度は様々であった。とくに国後島で採
集した雄 2羽は、サハリン産のものより灰色
が強く緑色が淡かった。サハリンと国後島のも
のは亜種 sakhalinensisとするべきである。こ
の結論は他の研究者と異なる (Portenko 1960,

Nechaev1969, Neufeldt 1971)。

メボソムシクイ Phylloscopus borealis。メ
ンデレエヴォ付近で 6月 8日に雄 1羽を観察
し、採集した。精巣はやや発達しており、皮下
脂肪は非常に多かった。

センダイムシクイ Phylloscopus coronatus。
私の観察は、国後島にこの種が生息するという
Nechaev (1969)の資料を確認した。5月下旬と
6月上旬にさえずる雄がメンデレエフ山山麓と
セルノヴォドスク地域で見られた。5月 28日採

集の雄の精巣はやや発達していた。

coronatusと occipitalisの分類上の関連を調
べたところ、これらが同種であるという考え
(Stepanyan 1969, 1971) を否定し、これが独
立種であるということ (Ptushenko 1954, Tice-

hurst 1938) に賛成する観点に立たざるをえ
ない。採集標本の初列風切羽は雨覆羽弁より
6mm長い。この形質は特徴とならない。実際
coronatusのよい特徴は、下尾筒の黄色である
(Ptushenko 1954, Portenko 1960, Nazarenko

1971)。

エソムシクイ Phylloscopus tenellipes。少数
がメンデレエフ山山麓の森林で観察された。6

月 5日採集の雌は産卵中で、卵管に産卵直前の
卵があった。国後島の標本をプリモーリエとサ
ハリンのものと比べた。島の borealoidesに見
られる色の特徴 (Portenko 1950, 1960)は認め
られなかった。言えるのは、国後島産では大陸
やサハリンのものより嘴がやや細く短いという
ことだけである。Nazarenko (1971)が提起した
大陸と島の個体群の分類上の関係に関する問題
の解決には、特別の調査が必要である。

サメビタキ Muscicapa sibirica sibirica。6

月 8日にメンデレエフ山山麓の混交林で雌 1羽
を観察し、採集した。精巣は最大の大きさに
なっていなかったが、国後島の鳥類目録にあげ
ることができる。ここで繁殖すると思われる。

採集標本はサハリンのものとよく似ており、
ともに基亜種の個体変異の範囲にある。サハリ
ンの個体も、国後島産と同じく体上面の青味が
やや強いことだけを述べておく。しかしこの違
いは、あるとしても、非常にわずかで、これら
が分類上で違うという根拠とならない。ソ連領
の個体群は全で基亜種に属する。

コサメビタキ Muscicapa latirostris

latirostris。少数がメンデレエフ山山麓とセル
ノヴォドスク地域の混交林で観察された。5月
30日採集の雄と 6月 6日採集の雌の生殖器は、
よく発達していた。翼長は雌 69.5、雄 70.0mm

である。翼長にやや変異があるが、ソ連領内の



49

分布域では分類上地理的な亜種に分けること
はできない。このように、最近出された予想の
ように (Amadon & duPont 1970)、この種に多
型があれば、ソ連の個体群は全て基亜種に属
することになる。

ノビタキ Saxicola torquata stejnegeri。調査
地域では普通であった。6月4日メンデレエヴォ
付近でササやぶ中の巣を見つけた。抱卵6∼7日
目くらいの7卵があった。6月5日採集の雄の精
巣はよく発達していた。採集した雄の尾羽中央
の数対の羽弁基部は白く、嘴幅は額前で4.5mm

であった。これらの特徴は典型的な stejnegeri

と少し違う。しかしこの差はわずかで、これは
明らかに個体変異である。この標本の上尾筒は
白かった。これはこの亜種のものである。

ルリビタキ Trasiger cyanurus pacificus。メ
ンデレエフ山の山腹と山麓で普通である。6月
6日にトドマツの根下の窪みにある巣を見つけ
た。6卵が抱卵中であった (胚は卵のほぼ半分
を占める)。千島産の雄の青色は濃く、純青色
である。雄の色に 2型があるとすれば、その割
合の地理的な違いを分類学的に説明する必要が
ある。すでに述べられているように (Portenko

1954, Nechaev 1969)、国後島の個体では青色
の雄の割合が非常に高い。pacificaは国後島産
のもので記載され (Portenko 1954)、受け入れ
られる。

エナガ Aegithalos caudatus japonicus。メン
デレエフ山山麓とセルノヴォドスク地域の混交
林と広葉樹林で少数が繁殖する。メンデレエ
ヴォで 5月 25日に採集した雄の精巣はよく発
達していた。プリモーリエ、サハリン、国後島
のものは分類上同じである。これらの次列風切
羽内側の白色には非常に変異がある。とくに私
が採集した標本のこの部分の羽毛は白かった。
これらの地域の個体は japonicusの特徴と一致
する。白い羽毛があまり白くなく、腹部のブド
ウ色が少なく、尾が短いことで sibiricusとは
違う。

ハシブトガラ Parus palustris hensoni。メ

ンデレエフ山の山腹と山麓、またセルノヴォド
スク地域の森林で普通である。5月 25日採集
の雄の精巣は大きく発達していた。5月 24日
採集の雌は産卵中の状態であった。国後島産の
ものをプリモーリエやサハリン産のものと比
べると、分類上違う。これらの体上面はより淡
く、灰色で、褐色味が少なく、下面は純白で黄
土色の色調がなく、尾が短い。国後島のものは
hensoniであろう。

ヤマガラ Parus varius varius。メンデレエ
フ山の山腹や山麓、セルノヴォドスク地域の森
林では少ない。調査期間中約 10羽を観察した。
5月 24、28、31日に採集した雌では抱卵斑が発
達しており、多分抱卵中であった。5月 31日採
集の雄の精巣は非常に発達していた。文献によ
れば、国後島には基亜種が生息する。分布域広
くからの標本がないため、モスクワ大学動物学
博物館の標本で分類上の検討はできなかった。

シジュウカラ Parus minor minor。(ma-

jor?:check) メンデレエフ山やセルノヴォドス
ク地域の森林で普通である。5月 28日採集の
雄の精巣は大きく発達していた。

Nazarenko (1971)はminorの分類上の位置
についてとくに研究し、その種としての独立性
を示す理由をいくつかあげた。彼の研究は、こ
の考え方に十分な根拠を示した。ソ連領内の大
陸と島 (サハリン、千島列島)の個体は分類上
同じで、基亜種minorであるとすべきである。
採集した雄は体下面の白色部全体に黄色味を帯
び、脇でやや濃かったことを述べておく。分布
域の大陸部でこのような特徴をもつ個体が見ら
れるなら、majorの遺伝子の影響がないと言え
る根拠はない。

ゴジュウカラ Sitta europaea (clara?)。メン
デレエフ山の山腹や山麓、またセルノヴォドス
ク地域の森林に普通である。アジア東部におけ
る S. europaeaの分類が不十分で、南千島の亜
種の問題については明らかではない。問題を広
くせず、南千島のものについてだけ述べる。

千島産のものはalbifronsの特徴に一致せず、
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これにこの考え (Gizenko 1955)を適用するのは
正しくない。これはサハリンのものに近く、ま
た asiaticaの特徴にも近い。最近の考え (Vau-

rie 1959)、またはuralensisとする考え (Hartert

1910)の適用は、ある程度正しい。これは種の
種内変異が少ない場合に正しい。しかしこれら
個体群の違いは非常に安定しており、数亜種に
わけられる。サハリンのものは、特徴からみれ
ば asiaticaに近いが、腹部がやや淡泥黄土色で
ある点が異なる。これは、別亜種 sakhalinensis

とするべきである。国後島のものは、上述のよ
うに、サハリンのものに非常に近い。文献に見
られる全ての特徴のうち適切で安定しているの
は、嘴の形態である。国後島の標本は、上嘴が
下にはっきり傾き、または Nechaev (1969)が
述べたように上嘴の峰が高い点ではっきり異な
る。この特徴によると、国後島産はサハリンと
も大陸とも違い、容易に識別できる。
命名の問題に戻ると、Portenko (1954) や

Nechaev (1969)が述べたように、南千島のもの
を「roselia」とするのは根拠がない。これは、
Bonaparte (1850)の簡単な特徴からも判る色の
特徴をもつ日本南部のものにつけられた名であ
る。Bonaparte (1850)がこれを「roselia」とし
たことを付け加えておく。上述の 2人は、なん
ら説明なくこの記載を変更した。
南千産の亜種名をどうするかの問題の解決

は、これと北海道の個体との比較が必要であ
る。しかしわが国には北海道の標本はない。南
千島のものはかつて命名されたが (S. e. takat-

sukasai)、私の考えでは、北海道のものにつけ

られた clara(S. amurensis clara)を用いるべき
である。北海道と南千島のものが分類上同じで
あることはほぼ疑いない。
キバシリ Certhia familiaris orientalis。メ

ンデレエフ山の山腹や山麓、またセルノヴォド
スク地域の森林に普通である。5月 23日、24

日に採集した雄 2羽の精巣は大きく発達してい
た。標本を調べたところ、プリモーリエ、サハ
リン、南千島のものは亜種 orientalisであるこ
とを確認した。ただ島のものはプリモーリエの
ものよりやや灰色で、黄土色が淡いことを述べ
ておく。しかしこの違いはわずかで、分類上二
つに分けるほどのものではない。
ニュウナイスズメ Passer rutilans。5月 24

日メンデレエヴォのはずれでドロノキの樹洞で
雄、5月 28日セルノヴォドスクでつがいの 2回
だけ見られた。5月 28日採集の雌の卵巣はや
や発達していた。
クロジ Emberiza variabilis。5月末メンデレ

エフ山山腹の針葉樹林と広葉樹林で 4∼7羽の
群が観察された。これはササの密生した所の地
上におり、まったく目立たなかった。雌の群で
あることがわかっただけである。上部が潅木林
である国後島におけるこの鳥の繁殖場所を考慮
すると、観察された個体はメンデレエフ山の高
い所から移動してきたものであろう。他のホオ
ジロ類と同様、クロジも雄雌別々に移動するら
しい。5月 31日採集の雌の卵巣はやや発達し
ていた。—文献省略— [訳：藤巻裕蔵]

[Note on birds of Kunashir (Kuril Islands).

Ornitologiya 15:16–25 (1980)]
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国後島の鳥類について
V. A. Ostapenko

1975年 4月 4日 ∼5月 23日にゴロヴニノ
付近で調査を行ない、ここでは春の渡りを観察
し、1977年 9月 4∼24日にはラグンノエ湖周辺
で秋の渡りの調査を行なった。
タンチョウ。国後島では新記録で、最初単

独個体が 1975年 4月 21日に観察され、ゴロヴ
ニノ付近の湿原で採餌していた。次は 5月 3日
にヴェスロフ半島のヴェスロフスコエ湖の干潟
に 1羽がいた。5月 4日にはベロゼルカ川近く
の湿潤なイネ科草本の低地にいた。5月 7日の
夕方ヴェスロフスコエ湖の砂浜でつがいが休ん
でいた。5月 15日夕方には同じ所でつがいで採
餌していた。ゴロヴニノの住民の話によると、
1974年の夏にときどきツルが見られた。1974

年 9、10月に私はこの付近を訪れた。この時期
にここでツルは見られなかった。多分これは非
繁殖個体が春∼夏に飛来したものであろう。
アマサギ。千島列島では初めての記録であ

る。M.Tkachukが 1972年 5月 22日にベロゼル
カ川沿い (ゴロヴニノ付近)で成鳥を採集した。
標本は、ゴロヴニノ中学校の生物標本室に保存
されている。計測値は、翼長244、尾長75、嘴峰
長 525、ふ蹠長 87mmである。体色はBubulcus

ibis coromandusに典型的な色である。これは
春の渡りでまれに迷行してきたものであろう。
オオソリハシシギ。普通の種で、春の渡り

では多いが、以前千島列島では記録されてい

なかった。1975年 5月 6日に初めて 3羽を観
察した。これらはヴェスロフスコエ湖に注ぐ
川の河口部の浅瀬で採餌していた。採集した
雄の精巣は、10×5、8×4mmであった。同じ所
で 5月 19日に採餌している 2群 (19、36羽)

を観察した。このとき採集した雄の精巣はや
や大きく、11×6、11×5.5mm であった。5 月
22日同じ所に 60羽の群がおり、このうち 6羽
を採集したが、全部雄であった。その精巣は
さらに大きく、平均値は 13×7.5、12×6.5mm

であった。8羽の体重は 214.3∼348gで、平均
303.3gであった。皮下脂肪は多かった。計測値
は、翼長 225.2(217∼235)、尾長 72.5(70∼76)、
嘴峰長 81.4(70∼88)、ふ蹠長 54.3(51∼57)mm

であった。

ミヤマホオジロ。国後島では初記録である。
1977年 11月 6日に 3羽の群のうち雄幼鳥を採
集した。この個体は脂肪が多く、換羽を終え第
1回冬羽になっていた。群はラグンノエ湖畔の
ヤナギやハンノキの潅木林で採餌していた。11
月 8日採集の幼鳥 1羽も多くの脂肪をつけてい
た。体重は 19.8、21.1g、翼長 78.2、70.0、尾長
73.2、74.0mmであった。これは秋の渡りでま
れに飛来したものである [訳：藤巻裕蔵]

[To avifuna of Kunashir Island (South Kuril

Islands). Ornitologiya 16:156–157 (1981)]
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国後島の鳥類の新知見
V. A. Nechaev & V. D. Kurenkov

国後島 (南千島)における 1982年 5月 20日
から 8月 2日までの鳥類の調査で数種鳥類の
分布と生態に関する資料を集めることができ、
Nechaev (1969)の「南千島の鳥類」を補った。
そのうち新しい、興味ある知見をここに述べる。
ハシジロアビ。冬羽の残留個体が 5月 26日

にヴェスロフ半島で見られた。
アマサギ。単独個体が 5月 28日と 6月 2日

にゴロヴニノ付近で、6月 2、7日にセルノヴォ
ドカ川河口近くで見られた。6月 2日に採集し
た個体の精巣は 18.0×10.0、17.0×10.0mmで、
胃には双翅類 (主にハエ)とその幼虫、クモ、甲
虫 (小型のオサムシなど)、鱗翅目の幼虫、カエ
ルや魚の骨があった。体重：成鳥雄 6月 2日、
385.6g。
アオサギ。ヴェスロフ半島に単独個体が 5

月 30日と 6月 1日に、3羽が 5月 31日にいた。
マガモ。ペスチャノエ湖で 6月 5日に 2家

族 (1家族は 9雛)、ゴリャチェエ湖で 6月 18、
19日に家族とそれ以外の群 (14雄、3雌)が見
られた。
ヨシガモ、ヒドリガモ、オナガガモ。繁殖

しているようである。数つがいがヴェスロフ半
島の湖沼で 5月 24∼30日に見られた。
シマアジ。ヴェスロフ半島で繁殖する。つ

がいが 5月 24∼30日と 5月 15日に見られた。
スズガモ。多分繁殖する。50∼200羽の群が

5月 24日∼6月 1日にゴロヴニノ近くで、つが
いが 6月 15∼16日に同じ所で、6月 5、7日に
ゴロヴニノ近くの沼で見られた。
クロガモ。ユジノ ·クリルスク海峡で 5月

28日∼6月 23日に 15∼50羽の群が見られた。
6月 26日にチェトヴェルコフ岬で約 3kmの間
に 300羽が数えられ、ロガチェワ島周辺には 7

月 3日に 30羽がいた。
ホオジロガモ。多分繁殖している。単独雌

が 6月 7日にグルホエ湖に、7月 1日にセレブ
リャノエ沼にいた。
ミサゴ。この島では 4∼6つがいが繁殖して

いる。
オジロワシ。この島の全数は 8∼10つがい

である。チャチャ山山麓部のエゾマツにある巣
では 7月 8日に大きな幼鳥がいた。
イヌワシ。換羽中の個体が 7月 14日にユジ

ノ ·クリルスク近くで見られた。
チュウヒ。多分繁殖している。ヴェスロフ

半島で 5月 26∼31日に観察された。
シロチドリ。ヴェスロフ半島のユジノ ·クリ

ルスク海峡沿いの海岸で繁殖している (5∼7つ
がい)。5月 26日には巣に抱卵中の 3卵があり
(32.0×25.0、32.5×25.5(2)mm)、雛は 5月 30日
に孵化した。巣立幼鳥が 6月 15日に見られた。
体重 (g)は孵化 1日目 8.7、成鳥雄 48.5、52.1、
53.3、56.3であった。採集した個体の胃には甲
虫 (ゾウムシ、コメツキムシ、ゴミムシダマシ、
エンマムシ、ハムシなど)、双翅類、いろいろ
の昆虫の幼虫、小型甲殻類があった。国後島産
の標本 (1963年 2雄、1982年 4雄)、科学アカデ
ミー動物学研究所や生物 ·土壌学研究所の標本
を比べると、国後島産のものは以前発表した亜
種ではなく (Nechaev 1969)、Ch. a. dealbatus

である。
ミヤコドリ。単独個体が 6月 8∼24日にユ

ジノ ·クリルスク海峡沿岸のゴロヴニノ付近の
同じ場所にいた。
アカアシシギ。ヴェスロフ半島で繁殖して

おり、5月 28日ディスプレーが、6月 1日には
交尾が観察された。
ウズラシギ。ヴェスロフ半島で 5月 27日に

単独個体を、5月 30日には 3羽を観察した。
オバシギ。1年目の雄が 5月 30日にヴェス

ロフ半島で捕獲された。
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オオジシギ。島中に分布する。ディスプレー
が 7月末まで観察された。

ホウロクシギ。単独個体が 5月 26、31日に
ヴェスロフ半島にいた。

オオソリハシシギ。ゴロヴニノ付近で 5月
24、26日に単独個体が見られた。

アジサシ。渡り時期の 5月 23日∼6月 1日
にユジノ ·クリルスク海峡沿岸で記録され、5

月 30日にイズメヌィ湾に 40–50羽の群がいた。

マダラウミスズメ。まれに森林の上を飛び
ながらなく声が 6∼7月に島中で聞かれた。

アオバト。明らかに国後島南部で繁殖して
いる。セルノヴォドスク付近では 6月 24、27日
に見られた。アレヒノ付近ではつがいや群 (10

羽以下)が 6月 10∼12日、7月 21∼27日に見ら
れ、雄は盛んにないており、6月 21日には交尾
が見られた。7月 26日に採集した成鳥雄のそ
嚢壁は育雛している個体に特有の状態で、背、
胸、頚部などでは換羽が終わっていた。

オオコノハズク。羽毛が 7月 3日にカムィ
シェバヤ川近くで見つかった。

シマフクロウ。調査した年に繁殖に利用し
た樹洞が、サラトフカ川の河辺林のヤナギの地
上 8mに見つかった。観察した時 (7月 5日)に
は樹洞は空であったが、底には木屑のほかに魚
の骨、シマフクロウの羽毛があった。

ヤマセミ。数は少なく、全部で 20つがい以
下である。

ショウドウツバメ。25∼30羽の渡りの群が
6月 1日にヴェスロフ半島で見られた。6月 26

日にチェトベルコフ岬の急斜面に見つかったコ
ロニーには約 100の穴があり、オトラドノエで
は 7月 2日に数つがいが繁殖していた。

ツバメ。ゴロヴニノで 5月 24、29日、6月
1日に 2∼3羽が見られた。

ヒヨドリ。7月 23日にアレヒノ付近で見ら
れた。

モズ。島中に分布する。育雛中のつがいが
7月 1日にセレブリャノエ湖近くで観察された。
成鳥が 7月 3日にカムィシェバヤ川沿いで、7

月 6日にチャチャ山山麓で見られた。

ヒレンジャク。ヴェスロフ半島で 5月 30日
に群が見られた。

コマドリ。カムィシェバヤ川近くのエゾマ
ツ ·トドマツ林で、7月 12日に羽毛の生え始
めたばかりの雛 5羽のいる巣が見つかった。巣
はイチイの伐根の地表から 1mの洞にあり (大
きさ (cm)、入口 11–12、洞の深さ 21.3、直径
11∼12、産座径 6.5∼7、産座の深さ 6.5)、巣材
はダケカンバの枯葉、イネ科草本、シダ、細根
であった。雛から得た餌 10例は、鱗翅目の幼虫
(出現頻度 90%)、成虫 (20%)、双翅類などの幼
虫 (各 60%)、多足類、クモ、陸生腹足類、陸生
甲殻類 (各 60%)、甲虫 (30%)、メクラグモ、倍
脚類 (各 10%)であった。成鳥 3羽の胃には小型
甲虫、昆虫の幼虫、双翅類、メクラグモなどの
破片が見られた。体重：成鳥雄-22.5(2)、雌-22。

イソヒヨドリ。6月 13日にアレヒノ付近で
採集した (雄)。

トラツグミ。島中のエゾマツ ·トドマツ林、
針葉樹 ·カンバ林に生息する。さえずりは 5∼7

月に聞かれた。セルノヴォドスク付近の村落で
6月 2日に観察された。6月 3日に見つかった
巣はイチイの地上 2mにあった。

エゾセンニュウ。ヤマモモのあるスゲ ·ワ
タスゲ湿原、ハイマツやヤマモモが混生する湿
潤なエソマツ ·トドマツ疎林、また山火事跡の
低木林に普通に生息する。ユジノ ·クリルスク
付近で育雛中の個体が 7月 17日に、幼鳥が 7月
29∼30日に見られた。24個の胃には双翅類 (出
現頻度 91.6%)、膜翅類 (83.3%)、甲虫 (75%)、
鱗翅類の幼虫があった。1963年 6月 4日ヴェス
ロフ半島で採集された L. lanceolataの標本の
同定を間違えたため、L. naevia (Boddaert)を
間違って国後島の鳥類目録に加えた (Nechaev

1969)。

センダイムシクイ。5月末に渡来し、島の
南半分で普通に繁殖する。幼鳥羽の個体が 7月
23∼25日に見られた。

ヤマガラ。針広混交林に生息する。5∼6羽
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の尾の短い巣立幼鳥群が 6月 23日にペスチャ
ノエ湖付近で、幼鳥羽の個体が 7月 12日にカ
ムィシェバヤ川河口近く、7月 16日にレスナヤ
川沿い、7月 23、27日にアレヒノ付近で見られ
た。3羽の胃には鱗翅類の幼虫が見られた。体
重：成鳥雄-15.8、16g。
ホオジロ。アレヒノ地域 (4∼5つがい)、ゴ

ロヴニノ山カルデラ (約 5つがい)など多くの
場所で繁殖している。7月 24日アレヒノのノ
バラの茂みにあるニワトコ地上 20cmに巣を見
つけたが、6羽の大きな雛がいた。7月 23日の

雛 2羽には風切羽と尾羽が生えていた。7羽の
胃にはゾウムシ、双翅類、膜翅類、半翅類、ネ
ジレバネ (1羽に Sialis sp.10匹分)、甲殻類、草
の種子が見られた。体重：成鳥雄-23.7g。
コムクドリ。チャチナ川下流の河辺林でみ

つかったコロニーには約 20つがいがおり、7月
9∼11日には巣立幼鳥がいた。[訳：藤巻裕蔵]

[Neufeldt, I. A. (ed.) 1986. New evidence

on birds on the Kunashir Island. The distribu-

tion and biology of birds of the Altai and Far

East (Proc. Zool. Inst. 150), 86–87]
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国後島におけるタンチョウの繁殖
V. A. Nechaev & B. D. Kurenkov

南千島でタンチョウが繁殖する可能性があ
るといわれてきたが、実際の記録はなかった
(Smirensky 1980, Ostapenko 1981, Shibaev

1982)

1982 年に私たちは、国後島南部、南北約
10kmわたってのび、東はユジノ ·クリルスク
海峡、西はイズメヌィ湾に接するヴェスロフ半
島にタンチョウが生息しているのを確認した。
半島の基部に汽水の大きなヴェスロフスコエ湖
があり、それと海との間の砂丘には潅木が生育
し、所々に湿地で囲まれた淡水の沼がある。

5月26日最初の調査のとき、ここでタンチョ
ウ 1羽を観察し、翌日沼から 2km、海岸から
0.5km離れたヨシ湿原で巣をみつけた。この部
分のヨシはとくに密生し、ヨシのない部分に
はヤチ坊主やミツガシワが多かった。50∼60m

離れてハマナス (高さ 0.5∼1m)、ヒオウギアヤ
メ、センダイハギ、ゴゼンタチバナなどが生
えた小高い所があった。巣の周りは水で (深さ
25∼30cm)、巣はほとんどヨシの枯れた茎や葉
でつくられており、大きさは 120×98cmであっ
た。この巣には 1卵 (105×67mm)だけがあり、

完全に白色で、鈍端にも鋭端にも斑点はまった
くなかった。７月 15日にふたたび訪れたとき、
長い間雨が降らなかったため水はなく、巣の周
囲は乾燥し、倒れたヨシと緑のスゲがあった。
卵は無精卵で、中身は乾燥し、卵殻についてい
た。前回タンチョウは 40∼50mのところで警
戒し飛び立ったが、今回は巣の近くにおらず、
ヴェスロフスコエ湖の引潮のときに現われるよ
うな浅瀬で小魚、甲殻類など海生の無脊椎動物
をとっていた。淡水の沼や草地で餌となってい
るのは、この半島に多いカエルであろう。
農民や漁民などの地元の人達の話によると、

タンチョウはここ10∼12年間ヴェスロフ半島で
営巣し、ここへは 3月∼月上旬に 3∼6羽の群
で渡来し、夏でも 1∼2つがいが残っているが、
多くの場合繁殖は成功せず、これまでに 2∼3回
だけ雛が見られた。これらは 9月には国後島を
去る。—文献省略— [訳：藤巻裕蔵]

[Neufeldt, I. A. & J. Kespaik (ed.) 1987.

Crane study in the USSR (Communications of

the Baltic commission for the study of bird mi-

gration 19), 99–101]
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歯舞諸島のタンチョウ
E. M. Grigoriev

歯舞諸島で志発島は最大で、長さは10km近
く、面積は 60km2である。この島は川の侵食で
できた沢のある平坦な島で (主な所の高さは標
高20∼25m)、草本とササ (Sasa kurilensis)の草
原に被われていて、中央部の大部分は湿潤であ
る。島の南西部に互いに川で連絡したドリンノ
エ湖、ウチノエ湖、三つの小さな沼 (そのうち
最大のものは長さ 1km以下)が近くにあり、漁
船員の話ではツルがよく見られるという。

10年以上も島で働く漁民の話では、1974年
から毎年ここでタンチョウが繁殖していて、春
に 2羽、秋には 3羽おり、7∼8月の採草時期に
は何回か幼鳥が見られた。1982年には人為的
要因で幼鳥が死亡し、秋に成鳥 2羽だけが見ら
れた。

1985年 5月 28、30日に、私は人を警戒せず
採餌しているつがいを100m離れて観察した (増
水とぬかるため近寄れなかった)。6月 1日にこ
こに 1羽がおり、40∼50分後にこれにもう 1羽

ヨシから現われて近づいたが、そこから 8mほ
どに水面からわずかに出ている巣を見つけた。
このときタンチョウは警戒し、200mのところ
であったが採餌をやめ、私の動きを見ていた。
巣を見ることはできなかった。10月 20∼25日
からウチノエ湖とネヴィジムィエ湖の岸では毎
日成鳥 2羽と幼鳥が人をまったく警戒せずに採
餌していてたが、10m以上は近づかなかった。
国境守備隊員の話では、1985年 2月に成鳥

2羽とその足跡が、凍っていない湖の岸で見ら
れたという。タンチョウが志発島で越冬する可
能性については検討の余地がある。
勇留島。1980∼1983年に繁殖し、1つがいの

が幼鳥を育てたという確実な報告がある。1984
年には出現しなかった。
水晶島。この島で毎年繁殖することについ

ては不確実な報告しかない。[訳：藤巻裕蔵]

[Japanese crane on Kurile Isles. Palearctic

Crane, 198–199. (1988)]
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国後島のタンチョウ
V. Yu. Iliyashenko

国後島南部のヴェスロ半島で、タンチョウは
1974年から記録されており (Ostapenko 1981、
聞込み資料)、1人の猟師だけがそれ以前の1968

年春につがいを観察したと報告してくれた。
1979年にここで幼鳥を連れたつがいが観察され
(Shibaev 1982)、1982年に初めて巣が見つかっ
た (Nechaev & Kurenkov 1987)。地元の住民は
春と秋のカモの狩猟期にここで2∼3羽、ときに
は 5羽をよく観察しており、ラグンノエ湖、ペ
スチャノエ湖の湿原、ゴロヴニノ山のカルデラ
湖、ゴロヴニノやドゥボヴォエの農耕地、セン
ナヤ川河口、パルストヴォ半島でも見ている。
最近では 1986年 2月初めに国境守備隊員が 1

週間にわたってつがいを観察し、5月初めにゴ
ロヴニノ付近のセルノヴォドカ川で、5月末に
センナヤ川河口でつがいを観察した。

ヴェスロ半島 (長さ 8km、幅 1.5–2km)は標
高 3∼4mで、平坦で樹木がない。その周縁部
と中央部各所にハマナスのある高さ 1mをこえ
る乾燥した砂丘があり、その間はスゲやスゲ ·
ヨシの湿地となっている。半島南西端には数多
くの浮草のあるヨシの繁る小さな沼がある。環
境条件はプリアムーリエにおけるタンチョウの
営巣場所に非常に似ている。牧童によると、降
水量の多い年には主に半島中央部におり、乾燥
した年には半島先端の燈台近くの小さな沼にい
て、1986年 5月 31日にはつがいが半島基部の
潟湖の浅瀬で採餌していた。

1984年にヴェスロ半島中央部で牧童が白い
2卵のある巣を見つけ、それからは幼鳥が無事
育ったが、 秋に親と一緒にいたのは 1羽だけ
であった。同じ場所で 1986年 6月 2日に、私
は多分同じつがいのもと思われる綿羽の幼鳥と
孵化中の卵のある巣を見つけた。この巣の発見
といくつかのタンチョウについての観察結果を
述べる。

ヨシの繁る中にあるスゲ ·ヨシの湿地 (大き
さ 200×300m)の中央に巣があった。巣材は半
径 3mの範囲から引抜いたヨシの茎である。巣
の周りに残っているのは、水深 30cmある水面
から 50∼60cm出ているごくわずかの前年のヨ
シだけである。巣の直径は 145cm、そのうち中
央の平坦な部分は 57cmである。
卵。孵化した卵は乳白色、卵型で、大きさ

は 102.3×64.2mm、最大幅部の卵殻の厚さは
0.54mmであった。残っていた卵殻をみると、2
卵目にも斑がなかった。最大幅部の卵殻の厚さ
は平均0.55mm(n=6)、卵殻膜の厚さは0.05mm

であった。
行動。6月 2日に巣のそばに立っている雄

が、約 1.5kmから双眼鏡で観察できた。ハマ
ナスの生えた砂丘に隠れながら 200mまで近寄
れた (このときタンチョウは採餌しながらそば
にいる子に注意していた)、私に気ずくと警戒
し、そこから 3m離れたヨシの上に頭を出し、
抱卵している雌も数秒後に頭を隠した。さらに
巣に近づくと、雄は歩き方をはやめてわきの方
に走り、100mに近寄ると雌も立上がって歩き、
雄に近づいた。つがいは一緒に飛立ち、なきな
がら数回まわった。ときどき砂丘に降りて湿地
に入り、私との距離が 30∼40mになった。とき
どき止まって転移の採餌や羽毛の手入れをした
り、独特を姿勢をしてunison callをしたが、こ
れは雄の独特な長い声に雌の短い声が 2回続く
ものであった。

6月 3日 (9:40∼22:30の観察)。雄は 15:00ま
で巣から10∼12 mのところにおり、大部分の時
間は注意深く周囲を見回していた。300∼400m

にいる子をほとんど気にしておらず、また飛ん
でいるオオセグロカモメやオジロワシも警戒せ
ず、ウマに乗った牧童が巣から500mまで近寄っ
たときだけ警戒した。巣に近づいたり遠ざかっ
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たりしながら羽毛の手入れをしたり採餌したり
し、2回子に給餌した (このとき雌は立上がりこ
れをじっと見ていた)。雄は幼鳥のために餌を
とっていて、最初巣から 1∼2mのところで多分
小さな餌をとり、2回目はそこでゆっくり歩き
まわっていた。雌は、9:40に 1回、12:56∼13:06

と 13:30∼13:34の間に 3回孵化中の卵を見た。
15:01に雌は立上がり、す速く 40m離れ、さか
んに採餌し、5分後に巣にもどった。15:15にふ
たたび巣から 5m離れ、その後雄が巣に入り、

15:21∼15:23に立上がり孵化した幼鳥を見てい
たが、すぐ雌が近づいた。その後雌はす速く巣
から 20∼50m移動しながら採餌を続け、羽毛
の手入れをしたりときどき羽ばたき、17:01に
巣から 2∼3mで採餌していた雄と巣上で交替
した。17:25から暗くなるまで雄はじっとして
いて、ほとんど動かず (10m以上は離れかなっ
た)、一度だけ羽毛の手入れをし、巣から 5mの
所で眠った。

表 1: 2卵目の孵化日におけるタンチョウのつがいの日周活動 (時刻は夏時間)
時間 (分)

行動 9:40– 10:30– 11:30– 12:30– 13:30– 14:30– 15:30– 16:30– 17:30–
10:30 11:30 12:30 13:30 14:30 15:30 16:30 17:30 22:30
♂ ♀ ♂ ♀ ♂ ♀ ♂ ♀ ♂ ♀ ♂ ♀ ♂ ♀ ♂ ♀ ♂ ♀

警戒 16 37 5 53 8 30 34 4 9 9 2
歩行 17 9 2 21 15 10 2 9 2
採餌 17 5 15 15 5 35 18 27 2
羽毛手入 14 10 11 1
抱卵 57 55 60 51 56 15 55 58 31 13 300
静止 293
給餌 16 1 2
卵を見る 3 9 4 2

計
時間 %

　　 ♂ ♀ ♂ ♀
警戒 189 18 24.5 2.4
歩行 68 19 8.8 2.5
採餌 72 67 9.5　 8.7
羽毛手入 25 11 3.2 1.4
抱卵 104 647 13.5 82.6
静止 293 38.0
給餌 17 2 2.2 0.3
卵を見る 2 16 0.3 2.1

このつがいの日周活動を表 1に示す。雄は
巣上で雌と交替するまで 53%の時間を周囲の
「警戒」に費やした。雌が抱卵しないのは 2時
間以下で、主に採餌し羽毛の手入れをした。雌
雄が採餌に費やした総時間は、ほぼ同じであっ
た。preening、oiling、head rubbing (Masatomi

& Kitagawa (1975) による)を含む体の手入れ
は、雄では3∼30秒、雌では3∼50秒で、それと
交互に行なわれる警戒がそれぞれ 5∼40、5∼15

秒であった。観察時間中、羽毛　　　　　　　
の手入れは雄では雌より 5回多く時間でも 2倍
で、64.9%は頭、頚、背部の背や肩の羽毛 (雌

では 21.8%)、23.6 %は腹側の胸、腹、脚の羽
毛の手入れで (雌では 65.7%)、風切や雨覆の手
入れは雌雄で大体同じ時間であった (表 2)。腹
側の羽毛の手入れの継続時間は雌雄で近い。

表 2: タンチョウの羽毛の手入れ。

部位 回数 継続時間 (%)
♂ ♀ ♂ ♀

頭 17 2 200(13.5) 40( 6.3)
頚 25 1 260(17.6) 20( 3.1)
背 8 95( 6.4)
胸 4 2 45( 3.0) 40( 6.3)
腹 8 8 210(14.2) 280(43.8)
脚 8 5 95( 6.4) 100(15.6)
翼
肩 35 4 405(27.4) 80(12.4)
初列風切 2 2 25( 1.7) 40( 6.3)
次列風切 7 1 80( 5.4) 20( 3.1)
雨覆 4 1 65( 4.4) 20( 3.1)
計 118 26 1480(100) 640(100)

6月 5日 12:00に巣から 100∼150m離れた乾
燥した砂丘で採餌していたが、ここには前年の
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家畜の糞をかきまわした跡があり、その下に多
くのスゲの発芽した種子があった。近づくと雌
は最初はゆっくりと次第に速く巣の方に歩き、
私が同じ方向に歩くと走りだした。雌は最初
巣に着くと、方向を変え急いで別の方向に走っ
た。雌が 2番目の幼鳥を、雄が最初の幼鳥を連
れているようであった。巣のまわりには、タン
チョウが引抜いたミツガシワの茎や葉、軟らか
な白い基部を引裂いたものがあった。

6 月 7 日に、巣から 1km にある乾燥した
砂丘と並ぶスゲの生えた湿地に家族がいた
(A. P. Mezhnevの観察による)。両親は7mほど
離れてそれぞれ子を連れていた。10:30∼13:40

に雌は 30∼45分おきに 3∼5秒周囲を見回し、
餌をさがして捕らえ、また 5∼7秒ごとに 4∼7

秒幼鳥を見た。雄はそれぞれ 20∼30秒おきに
4∼7秒、10∼15秒おきに 5∼10秒同じ行動をし
た。観察中、雌雄はそれぞれ 30∼40回植物をと
り、大体同じくらいの回数で地上から餌をとっ
て幼鳥に与えた。雄は 5分おきに頚を振ったり
頚の羽毛の手入れをしたり、頭の羽毛を尾腺周
辺にこすりつけたりしたが、雌は数回頚を振
り、2回腹の羽毛を手入れしただけであった。

13:14にウシの群が現われ、10分後に家族
から 150mまでくると、雄はウシに 50mまで
近づいて止まり、危険がなくなった 15:05まで
警戒した。雌も幼鳥 2羽とそこから遠ざかり、
15∼20秒見回しては給餌した。14:20∼15:15に
は幼鳥は座っているとおもわれ、成鳥は立って
休み、ときどき羽毛の手入れをした。午前中に
家族は直径 15∼20mの範囲におり、休息後巣の
わきにゆっくりと移動した。雌は前に歩き、頭

を上げて見回し、一緒にいる幼鳥の方に 5∼7

秒身をかがめた。8∼10分ごとに雌は止 まり、
15m離れてもう 1羽の幼鳥と一緒にいる雄が
2∼3mに近づくまで待っていた。2∼3分止まっ
てからふたたび家族で歩き続けた。18:20に 30

分休息した。19:30に巣まで 200mのところで
止まったとき、霧が濃くなったため観察を中止
した。

unison call と卵について国後島に生息す
るタンチョウと日本と大陸に生息するもの
(Walkinshaw 1973、Masatomi & Kitagawa

1974、1975、Archibald 1976、Vinter 1977参
照) とで比較した結果、南千島に生息する
タンチョウは北海道から飛来したという考え
(Shibaev 1982)を確認できた。大陸の雌には
unison callのとき長い声に短い声が続くことに
基づき、Archibald (1976)はG. j. panmunjomii

という亜種を分けることを提案した。私の予備
的な調査結果では、島の亜種は声だけではな
く、Vinter (1977)が示したように卵の形態や
色、さらに多くの外部形態も異なっている。生
態、行動、外部形態に関する多くの資料がさら
に蓄積すれば、これらの亜種が分けられるだろ
う。動物園や飼育施設で、島産と大陸産のもの
を個体間でも、飼育されている亜種間雑種との
間でも交雑を避ける措置が必要である。ソ連に
おける島のタンチョウはとくに少なく、自然保
護機関側からの配慮が必要である。–文献省略–

[訳：藤巻裕蔵]

[Japanese crane on Kunashir Island (Kurile

Islands). Palearctic Crane, 199–203. (1988)]
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国後島におけるシマフクロウ生息数算定のための資料
M. B. Dykhan & A. A. Kisleiko

シマフクロウの亜種Ketupa blakistoni blak-

istoniは、分布域のうちサハリン、北海道、択捉
島、国後島、色丹島といった島に生息し、普通
に繁殖する留鳥である (Gizenko 1955, Nechaev

1965, 1969)。国後島におけるシマフクロウの繁
殖は確認されている (Bergman 1935, Nechaev

& Kurenkov 1986)。1985年 3月に島北部のサ
ラトフカ川沿いで 2卵のある巣が見つかった
(G. A. Voronov 私信)。
色丹島でこの種が繁殖し留鳥であるという

Gizenko (1955)の見解があり、これはその後の
文献にも述べられている (Nechaev 1965, 1969,

Stepanyan 1975, Ivanov 1976)。著者の 1人は
ロシア共和国禁猟区「マルィエ ·クリルィ」で
調査中 (1984∼1987)島中を丹念に調べたが、結
果は否定的であった。また 1978年 9月にマロ
クリルスコエ村付近の取水用ダムの岸でシマフ
クロウの風切羽が見つかった。
色丹島にシマフクロウが生息しないのは、

恐らく歴史的事情によるもので、最近なんら
かの理由で消失したのではないであろう。その
主な原因は、餌条件が貧弱で、実際営巣に適し
た場所がまったくない島の水系や河辺環境にあ

る。島に定期的に出現するのは、移動中の未成
熟鳥がたまに迷行してきたものとみなすべきで
あろう。

この研究の基礎となった資料は、1987∼1988

年の春 ·夏にクリルスキー自然保護区と周辺の
保護地域 (M. B. Dykhan)と国後島森林公団地
域 (A. A. Kisleiko)で集めた。

この種は生息適地を非常に必要とするが、
このような生息適地が均一にないため、島で繁
殖するつがいの分布も一様ではなく、このこと
が線センサスから得られた資料の補完を困難
にしている。このような事情から、実際の生息
数を明らかにするため、島の川や湖、それらに
隣接する環境でなるべく密に線センサスを行
なった。

目撃、巣の発見、シマフクロウの存在を示
す特徴のある痕跡 (換羽の羽毛、特徴的な傷の
ある死んだ魚、岸沿いの湿った砂洲上の足跡、
爪跡、鱗、綿羽が付着した止まり場)の発見に
より、それぞれの川、小川、湖に生息するとし
た。薄暮と夜間の声の記録を分析し、生息数を
正確に算定した。

表 1: シマフクロウの巣の特徴
樹種 地上高 (m) 内部径 (cm) 内部高 (cm) 縁からの深さ (cm) 入口 (cm)
オオバヤナギ 5 85 140 20 60×80
オオバヤナギ 6 90 180 30 60×85
ダケカンバ 8 60 175 55 45×60

その後の確認とともに、猟師、漁師、生息
予想地域で目撃の貴重な情報をもっている保護
区森林官の報告を広く利用した。
島のシマフクロウの全数は 18繁殖つがい

である。ドクチャエワ川にはさらに少なくとも
1∼2つがいが繁殖する可能性があるが、この川
のあるドクチャエフ岬地域は奥地で人が住まな

い所で、調査しなかった。島におけるこの種の
繁殖生態に関する知見は極めて少ないので、発
見した 3巣の資料は非常に興味ぶかいものであ
る (表 1)。
そのうち 2巣はチャチナ川沿いとサラトフ

カ川支流のペレヴァリナヤ川沿いの高木河辺林
にあり、水際に生えるオオバヤナギの幹の樹洞
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に造られていた。3巣目はカムィショヴァヤ林
川とその支流のモストヴィ川の間にある針広混
交林のダケカンバ上部の横枝が折れた部分にで
きた樹洞にあった。

1987年 3月末に、クリルスキー自然保護区
の職員G. N. KurinskyとA. V. Anisimovたち
が、チャチナ川の巣穴で 2卵を見つけた。4月
29日に見たところ、巣内は空であった。1987

年 5月 7日にペレヴァリナヤ川で見つけた巣に
は、やりなおしと思われる抱卵の進んだ 1卵が
あった。5月 11日の調査では、卵数は増えてい
なかったが、抱卵中であることを確認した。6

月 14日の観察では、巣は空であった。底には
巣材の木屑があり、一度踏み固められて掘り返
され、中央は窪んでいた。1988年にシマフク
ロウは再びこの巣で繁殖した。4月 2日の巣の
調査では、2卵があった。大きさは 61.2×52.6、
62.3× 52.7mmであった。抱卵は進んでおり、
卵重はそれぞれ 88.6、91.4gであった。卵は正
常の卵型で、卵殻は白く、木屑に接していたた
め濃く一様に赤黄土色を帯びていた。1987年 7

月 16日に調べたダカンバの巣は、この時期に
雛がいたと思われる。樹洞の底の木屑中に踏み
固められた羽毛、入口の縁に付いた綿羽、幹や
枝の樹皮を剥したあとが、最近まで使用してい
た事実を示している。

島におけるシマフクロウの繁殖進行状況に
関して現在ある断片的な資料は、プリモーリエ
で述べられた状況 (Pukinsky 1977)と似ている。

聞き込み調査は、なき始めるのが 1月末∼2

月初めであることを示している。2月末∼3月
に産卵し抱卵する。雛は 4月上旬に孵化する
(Bergman 1935)。よく飛べる幼鳥が 6月 25日
午前12時にワレンチン湖に注ぐ川の河口部で見
られた。幼鳥 2羽がケヤマハンノキの葉の繁っ
た樹冠部にいたが、近づいたとき飛立って、そ
こにいるのがわかった。これらは 100mほど上
流に移動したが、今度はハシブトガラスに攻撃
され、3羽のカラス追われ左岸支流の狭い沢に
逃げこんだ。

シマフクロウでは6∼7月に風切羽と尾羽が、
多分正羽の一部も換羽する。これは、この時期
に生息場所内の止まり場や川岸に、換羽で抜け
た羽毛がよく見つかることからも明らかであ
る。島におけるこの種の食性に関する資料も、
少し集めた。餌場に残った食残し、また捕獲の
際ついたと思われる特徴的な爪跡のある死んだ
魚を数多く調べた。繁殖期のシマフクロウの主
な餌は、次の魚類である; アメマス (Salvelinus

leu-comanius)、オショロコマ (S. malma)、シ
ベリアウグイ (Trubolodon brandti)、キュウリ
ウオ (Osumerus eperlanus dentex)である。餌
中のこれらの割合は、各つがいの採餌場所の具
体的条件による。巣立後幼鳥に与える餌は、主
にカラフトマス (Oncorhyncus gorbuscha)であ
る。シマフクロウの餌で主な両生類は、カエル
(Rana semiplicata)である。

島におけるシマフクロウの全体の分布状況
では、営巣場所がキュウリウオ、ウグイ、サケ
マス類の産卵場所と一致する傾向がはっきりと
見られる。プチチヤ川は島の大きな川で、アメ
マスやオショロコマが普通にいるが、滝となっ
て海に入っているため、これらの魚類が産卵に
溯上できないことが、この川にシマフクロウが
いない一因となっていると思われる。餌条件が
貧弱で営巣に適した場所が少ないという同様
の状況は、オクヘフカ、クリヴォノシュカ、ケ
ドロヴィ、ヴォドパドヌィ、ブィストルィ、ピ
オネェルスキの各河川で見られる。魚が生息せ
ず、水が酸性であるレスナヤ川、ゾロタヤ川、
オゼルナヤ川にはシマフクロウは生息しない。

魚の捕食者としてのシマフクロウの能力 (主
な捕獲法は川の浅瀬や砂洲の上の止まり場にい
て待伏せする)は、川沿いを生息場所とすると
いう性質で決まり、実際湖岸では産卵河川が湖
に注ぐ河口部だけに生息する。

5月カエルの産卵期に、シマフクロウは両
生類が集中する湖岸の湿潤な低地でいつも見ら
れる。

繁殖期における主な採餌場所は、魚の産卵
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場所と密接に結び付いていて、営巣に適した
場所が限られていることが、島におけるこの種
の分布を制限している主な要因の一つである。
大きな入口 (表 1)のある広い樹洞 (巣室の直径
が平均約 75cm、3例)を必要とするため、営巣
に利用される樹種が限られる。私たちの観察で
は、このような樹洞ができるのは、オオバヤナ
ギ (Salix urbaniana)やダケカンバ (Betula er-

manii)、それにわずかのニレ科 (Ulmaceae)や
カエデ科 (Aceraceae)の木である。
国後島でシマフクロウが生息している環境

には、主に2タイプがある。島北東部では、チャ
チャ山やドクチャエフ山脈の支脈ルルイ山の山
腹に源をもつ太平洋側の大きな川の川沿いを好
む。トドマツ (Abies sachalinensis)やエゾマツ
(Picea jezoensis)の広大な常緑針葉樹林内の川
沿いは、ヤナギ類 (Salix urbaniana、S. uden-

sis)、ケヤマハンノキ (Alnus birsuta)、ハルニ
レ (Ulmus japonica)が優占し、林床にアキタブ
キ (Petasites amplus)、ヨブスマソウ (Cacalia

robusta)、エゾニュウ (Augelica ursina)、オニ
シモツケ (Filipendula kamtschatocas)といった
高茎草本が繁茂する河辺林複合体となってい
る。河辺林には樹洞の多い木が豊富である。河
辺高木林にシマフクロウにとって最適に近い条
件があると思われる。同時に調べた多くの樹洞
のうち、利用しうるのはごく少数であることを
述べておく。上述の巣のうち 2例では二つづつ
入口があることは注目にあたいするが、大きな
方が利用されており、小さい方は直径約 20cm

で、樹洞の後壁から小さな横枝が抜落ちてでき
たものである。樹洞がこのような構造であるの
は、抱卵やその後の雛の生長条件によいことで
はなく、なによりも営巣に適した場所が不足し
ていることを示している。
オホーツク海側の川、またユジノ ·クリル

スクから南の太平洋側の川の周辺の環境は、営

巣条件が貧弱で、所によっては餌条件も貧弱で
ある。島北東部の支流の多い大きな川は、河辺
林の少ない深い沢のある小さな川より劣る。
上述の地域では、森林植物は広葉樹 (キハ

ダ、ハウチワカエデ、アカイタヤ、ミズナラ、
カシワ、ハリギリなど)が優占する (Alekseeva

1983)。
これらの要素が合わさり、シマフクロウの

営巣場所が河辺林から川沿いの急斜面の針広混
交林へ変化した。必要な大きさの樹洞がここに
はさらに少ないことを指摘しておく。
このような状況は、島南端の産卵河川に見

られる。ここではミズナラの小さな林やチシマ
ザサ原に接する主に河辺の潅木草原で、営巣に
必要な条件がなく、調査でもシマフクロウ生息
の形跡は見られなかった。
私たちの観察では、アレヒナ川とアンドレ

エフカ川を結ぶ線から南でシマフクロウは繁
殖しない。同時に未確認情報によると、餌の豊
富な時期 (サケマスの産卵期)に少数がこれら
の場所に飛来しているようである。島でシマフ
クロウ個体群の増加に影響する原因の一つは、
捕食者による巣の破壊の結果、卵段階での繁殖
失敗が高いことにある。この点で潜在的に危険
なのは、同じような環境に生息するハシブトガ
ラス、ハシボソガス、それから多分クロテンで
ある。
島におけるこの種の生息数の維持と増大の

ため、保護区を中心に営巣条件を改善する生物
工学的対策が必要である。現在造巣に不適な自
然樹洞の「修理」は、非常に著しい効果を期待
できる。とくにに重要なのは、島におけるシマ
フクロウのはっきりした生息場所で、最も重要
な時期である 3∼5月に巣の安静を保つことで
あである。—文献省略— [訳：近藤憲久 ·藤巻
裕蔵]

[未発表原稿]
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南千島における鳥類の意義
V. A. Nechaev

南千島の鳥類の実際上の重要性は様々であ
る。肉、卵、羽毛を得るための狩猟、産業有
用種以外では、主に小鳥類が非常に興味ある
が、林業と農業におけるこれらの重要性を明
らかにするのは困難である。南千島の狩猟、
産業有用鳥類は、多くの研究者 (Snow 1902,

Yamashina 1931, Bergman 1935, Kuzunetsov

1949, Gizenko 1955, Kurmov 1960など) によ
り報告された。これらの研究者は千島列島の産
業有用鳥類の種構成、生息状況、分布について
貴重な資料を集めた。産業上重要なのはアビ、
オオハム、アカエリカイツブリで、千島海域で
は渡り、漂行、越冬時に見られる。カイツブリ
は肉が美味しくないことと比較的少ないため、
まず有用鳥類とはいえない。ミズナギドリ目で
有用鳥類はフルマカモメで、肉と羽毛をとるの
に捕獲される。この目の他の種は南千島海域で
は迷鳥で、海上では捕獲困難なためと肉があま
り食用とならないため、産業上重要ではない。

ウ類は南千島沿岸で数多く繁殖する鳥類で、
肉は比較的おいしく、薄酸にしばらく漬ければ
十分食用になる。カモ目は 25種で、そのうち
4種 (マガモ、コガモ、ヨシガモ、キンクロハ
ジロ)だけが南千島で繁殖する。他の種は渡り
か越冬するもので、狩猟禁止の種以外は猟期に
捕獲できる。主に産業 ·狩猟対象となるカモ類
は、マガモ、コガモ、キンクロハジロ、ホオジ
ロガモ、クロガモ、スズガモ、シノリガモ、ま
た春と秋の渡りで大群となるウミアイサとカワ
アイサである。漬ければ十分食用になる。カモ
目は 25種で、そのうち 4種 (マガモ、コガモ、
ヨシガモ、キンクロハジロ)だけが南千島で繁
殖する。他の種は渡りか越冬するもので、狩猟
禁止の種以外は猟期に捕獲できる。主に産業 ·
狩猟対象となるカモ類は、マガモ、コガモ、キ
ンクロハジロ、ホオジロガモ、クロガモ、スズ

ガモ、シノリガモ、また春と秋の渡りで大群と
なるウミアイサとカワアイサである。
ウズラは南千島のキジ目では唯一の種であ

る。この鳥は稀にしか見られず、数も少なく、
産業上重要ではない。クイナとバンは少なく、
稀にしか捕獲されない。
南千島のシギ ·チドリ類は 31種で、そのう

ち 4種だけが繁殖する。他種は春と秋の渡り、
漂行時に千島に渡来する。シギ ·チドリ類の肉
は美味しく、その上これらの猟はスポーツとし
ての面白さもある。オオジシギは稀少種で、国
後島がソ連におけるこの鳥の唯一の生息地なの
で、保護鳥とすべきである。
カモメ類は羽毛利用のため捕獲され、稀に

卵も採取される。カモメの肉は美味しくない。
南千島では 11種のカモメ類が記録されている。
このうちウミネコ、オオセグロカモメ、ミツユ
ビカモメだけが繁殖し、所により一部は越冬す
る。他のカモメ類は渡りまたは迷鳥である。南
千島で繁殖するカモメ類は、それぞれ 200∼300

羽以下のコロニーでいる。このようなコロニー
は、択捉、国後、色丹の各島の崖、岩の多い島、
独立岩にある。カモメ類のコロニーの生息数は
少ないので、これらを捕獲することなく、厳重
に保護するべきである。
ウミスズメ類が産業上有用であることは周

知のことである。南千島ではウミスズメ類 13

種のうち 10種が繁殖し、3種が漂行と渡りの
時に見られる、ウミスズメ類は、肉が美味しい
上、羽毛が美しいため捕獲される。現在南千島
にはウミスズメ類の「大コロニー」はない。生
息数 200∼300のコロニーを産業的に利用する
ことは無理である。ハト目で産業上重要なのは
キジバトで、肉が美味しいため捕獲される。
清掃を行なう鳥類は、地表や海上で動物の

死体や漁業廃棄物を食べる重要な「働き」をす



64

る。海上ではミズナギドリ目の大部分、ミツユ
ビカモメ、ウミネコ、オオセグロカモメ、カモ
メ、ユリカモメなどのカモメ類、陸上では昼行
性肉食鳥である。カモメ類の有益な働きは、南
千島沿岸の漁業コンビナート周辺では明らか
で、ここにはいつも大群でいる。カモメ類の衛
生上の働きは、有用魚などを食べる害より大
きい。

昼行性肉食鳥で衛生上重要なのは、トビ、
オジロワシ、オオワシ、イヌワシで、ノスリも
ややその働きをする。トビは 8月初めから 11

月末まで漁業コンビナート周辺にいて、漁業廃
棄物を海上や湾内沿岸でとっている。サケの産
卵場所に産卵後のサケの死体がでるようになる
と、択捉島や国後島のこのような場所では冬中
頃まで容易に餌が得られ、トビがよく見られる
ようになる。トビによる害は、その有益さに比
べればとるにたらない。

オジロワシとオオワシは、トビと同様に、漁
業廃棄物や海岸に打上げられた海生動物、産卵
後に死んだサケを食べる。これらは動物の死体
を食べ、伝染病を伝播する可能性をもっている
が、その衛生上の働きは明らかに有益である。
ごく稀に、また秋や冬の悪天候のとき、ノスリ
が数羽、産卵河川にきて、岸近くの浅瀬でサケ
の死体を食べる。シマフクロウは死んだサケを
あまり食べない。シマフクロウの生息数は少な
く、漁業への害はまずなく、川岸で死んだサケ
などの魚をなくす点でむしろ有益である。

ワタリガラス、ハシボソガラス、ハシブトガ
ラスの衛生上の役割は大きい。夏の後半から秋
までカラス類の群は主に海岸にいて、漁業廃棄
物や海のごみを食べている。産卵河川でカラス
は産卵後のサケをつつく。他の鳥の巣を壊すの
で、カラスは住民に駆除される。カラス類が有
害だというのは、いつも正しいわけではない。
カラスが雛を食べたり巣を壊したりするのは、
カラスの有益な面に比べられない。これらの鳥
は南千島では保護されなければならない。ごく
稀にカケスが産卵場所で死んだサケをつつくこ

とがある。

タカ類は有害げっ歯類をとり、その重要性
はよく知られている。南千島ではノスリ、ケア
シノスリ、オオコノハズク、シロフクロウがい
る。これらはヤチネズミ、ドブネズミ、ハツカ
ネズミをとる。オオコノハズクが 1962∼63年
の冬中廃屋や人家周辺でもっぱらドブネズミを
とって食べていたのを確かめた。南千島で肉食
鳥類は一般に稀で、生息数は少ない。タカ類 15

種のうち確実に繁殖するのはわずか 5種、フク
ロウ類 7種のうち繁殖するのは 5種である。

ミズナギドリ類やカモメ類は、沿岸や海上
に有用魚類、クジラ、イルカが大量に集まって
いることの指標となる (Kuroda 1960, Shuntov

1961, Gudkov 1962)。鳥の群の存在により、漁
師は魚群の大きさ、方向を正確に知ることがで
きる。

森林や草原の害虫を捕食する鳥類は多い。
カッコウ目で南千島に生息するのは、カッコウ
とツツドリである。その生息数は多くないが、
大いに有益である。採集したカッコウの胃内容
物から、主にガ類の幼虫や樹木に有害ないろい
ろの甲虫を食べていることが明らかとなった。
他の鳥類はカッコウほどガ類の幼虫を食べない。

害虫の防除で林業上有益なのはヨタカで、
その繁殖は南千島南部で最近確認されたばか
りである。ヨタカは、林内草地の上空を飛びな
がら主にガ類や甲虫ををとって食べる。ブッポ
ウソウは、国後島では稀である。これは森林の
上層や樹冠部の上空で、飛んでいる大型甲虫や
ガ類をとることができ、有益である。1963年 6

月 10日に採集した個体の胃には、樹木の大害
虫であるマメコガネ、ハバチ、コメツキムシな
どが見られた。

森林害虫の駆除で非常に有益なのは、クマ
ゲラ、オオアカゲラ、アカゲラ、コゲラといっ
たキツツキ類である。年間通して、これらの主
な餌は樹幹の害虫である。キツツキ類の胃内容
分析により、これらが主にコメツキムシ、ゴミ
ムシダマシ、カミキリムシ、ハムシ、ゾウムシ、
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キクイムシなどの森林害虫を食べ、またアブラ
ムシ、ハエ、ハバチ、鱗翅目の幼虫などの昆虫
を食べていることが明らかとなった。キツツキ
類は硬い嘴と長い舌をもち、そのため他の鳥類
より早く樹幹の甲虫の幼虫をとることができ、
害虫の大発生を防いでいる。

スズメ目の全てのものが、農林業上で有益
である。年間通して森林で害虫をとるのは、エ
ナガ、シジュウカラ、ヒガラ、ヤマガラ、ハシ
ブトガラ、ゴジュウカラ、キバシリ、キクイタ
ダキ、その他数種である。これらの胃にはコメ
ツキムシ、ハムシ、キクイムシ、ハバチ、鱗翅
目、脈翅目などの卵や幼虫が見られた。これら
の鳥類は害虫の数を抑制しており、大発生を防
いでいる。ミソサザイは小さな食虫性鳥類で、
森林の下層や潅木の茂みに生息しており、1年
中主に森林の大害虫を食べている。

夏に南千島の森林で害虫を食べているのは、
ルリビタキ、コマドリ、シマゴマ、コルリ、ト
ラツグミ、アカハラ、エゾムシクイ、センダイ
ムシクイ、ヤブサメ、エゾビタキ、コサメビタ
キ、キビタキ、オオルリ、カヤクグリ、ビンズ
イ、モズ、ムクドリ、コムクドリ、クロジ、ア
オジ、ニュウナイスズメ、マヒワ、ウソ、シメ
である。これらの餌は様々である。餌は葉、茎、
樹皮、その他植物の栄養器官部を食べる昆虫の
卵、幼虫、蛹、成虫、ハエ、アブ、カ、ブユな
どの害虫である。林内数か所で害虫が発生する
と、そこに鳥類が集中し、普通短期間に発生源
をなくす。

潅木の茂み、高茎草原、草地で害虫をとる
ものには、ノビタキ、ノゴマ、コヨシキリ、エ
ゾセンニュウ、シマセンニュウ、ウグイス、ホ
オジロ、ホオアカ、カワラヒワ、ベニマシコな
どがいる。アマツバメやツバメは、空中を飛ん
だり飛上ったりする甲虫、ガ、カ、ハエ、ブユ
などをとり、有益である。鳥類は害虫と同時に
クモ、アリ、ヒメバチなど無害な、また有益な
無脊椎動物も多量にとる。しかし鳥類が林業に
もたらすこのような害は、森林、草地、畑を害

虫から守るという鳥類の有益さとは比べものに
ならない。

鳥類が非常に重要な役割をするのは、堅果、
漿果類の種子の分散である。鳥類により、多く
の有用樹木、潅木、蔓植物、草本が、島全域に
広がったばかりではなく、隣接の島にも移入さ
れた。ハイマツの堅果はホシガラスやゴジュウ
カラにより、ドングリはカケスにより、林内の
隠し場所に貯えられたものから出でくる。

キハダの種子は鳥類に消化されず、消化管を
通ったあとでも発芽力を失わないが、これらの
分散における鳥類の有益な役割を、私たちが初
めて明らかにした (Nechaev & Nechaev 1963)。
多くの有用樹木、潅木、蔓植物の種子の分散に
より、鳥類は伐採、山火事のあった所で森林の
更新の面で林業に非常に有益である。南千島で
もキハダの種子の分散をするのは、クマゲラ、
オオアカゲラ、アカゲラ、ハシブトガラス、ヒ
ヨドリ、ツグミ、アカハラ、キレンジャクなど
である。タラノキ、ウドの種子を食べるのは、
キジバト、クマゲラ、オオアカゲラ、アカゲラ、
コゲラ、シジュウカラ、ヤマガラ、ゴジュウカ
ラ、ヒヨドリ、コマドリ、アカハラ、カケス、ウ
グイス、キビタキ、ベニマシコである。これら
の鳥類はタラノキとウドの種子の分散者でも
ある。

国後島の遺存的植物であるホウノキの種子
を分散させるのは、クマゲラ、オオアカゲラ、
ホシガラス、さらに多分カケスである (Nechaev

& Nechaev 1963)。有用樹木のイチイの種子を
分散させるのは、オオアカゲラとカケスであ
る。エゾヤマザクラの実を食べ、種子を林内に
運ぶのは、アオバト、カケス、ハシブトガラス
である。多くの鳥類がヤマブドウ、ミヤママタ
タビ、サルナシ、エゾニワトコ、ツルシキミ、
イヌツルウメモドキ、エゾスグリ、その他南千
島の蔓植物や潅木の種子の分散者である。

ツタウルシの医薬上の意義はまだ不明であ
るが、その葉がかぶれを起こすことは知られて
いる。この植物の種子がキジバト、アカゲラ、
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コアカゲラ、ハシブトガラス、ジョウビタキ、
ツグミの胃に見られた。ツタウルシは南千島全
域で毎年実をつけ、広く繁茂する。
私は、数種の植物の種子が鳥類によって、あ

る島から他の島へ運ばれる可能性を初めて指摘
した。秋と冬の漂行時に、キツツキ類、ツグミ
類、ヒヨドリ、キレンジャクなどの鳥類は、果
実 ·漿果をつける植物の種子を島から島へ運ぶ
可能性がある。こうして北海道から国後島に、
ホオノキ、ノブドウ、ツルウメモドキなど、北
海道と相対する国後島北西海岸だけに見られる
植物が入ったのであろう。国後島でホウノキが
生育している最北地点は、セレブリャノエ湖か
ら遠くない山腹の針広混交林である。このホオ
ノキの種子は鳥によって運ばれたと思われる。
南千島の鳥相は非常に独特である。このよ

うな鳥類には、分布が主に東アジアの島々に限
られる鳥類のほぼ全てが含まれる。このような
種にはヨシゴイ、オオジシギ、アオバト、ヤマ
ガラ、ヒヨドリ、コマドリ、オオアカハラ、ア
カハラ、キビタキ、カヤクグリ、コムクドリ、
ニュウナイスズメ、クロジなどがいる。上記の
種は、ソ連では南千島と一部南サハリンだけに
生息する。これらは稀で、あまり研究されてい
ない種であり、これらの存在が南千島の鳥相に
亜熱帯的様相を付け加えているという点で、厳
重に保護されなければならない。
南千島の独特な鳥相を保護するため、次の

ような保護対策をとらなければならない。
1．産業的ではないスポーツ狩猟の正確な

猟期を決める。すなわち春は 4月 20日∼5月 1

日、秋は 9月 1∼10日である。キジバト猟は秋
だけ、9月 1∼15日に行なう。アビ類、フルマ
カモメ、ウ類、ウミスズメ類の狩猟は秋の漂行

時に一定の猟期だけに許可されるべきである。
カモメ類、ミズナギドリ類、その他衛生上で役
立つ鳥類、有用魚の集中の指標となる鳥類の狩
猟は絶対に禁止する。

2．千島列島の沿岸、河川、湖の不凍部で
越冬する鳥類の狩猟を完全に禁止する必要が
ある。

3．現在、南千島の数か所にあるミズナギド
リ類、ウ類、カモメ類、ウミスズメ類の繁殖コ
ロニーを厳重に保護しなければならない。コロ
ニーで繁殖する鳥類の卵の採取を禁止する必要
がある。

4．全ての昼行性肉食鳥、フクロウ、カス科
のうち衛生上で役立つ鳥類を保護する必要があ
り、人間側からの保護が必要である。

5．捕殺を絶対に禁止するべきと思われるの
は、まず第一に次の鳥類である。すなわち、チ
シマウガラス、シラサギ類、オオハクチョウ、
オシドリ、カルガモ、バン、オオジシギ、シマ
フクロウ、アオバト、キツツキ類、全てのスズ
メ目の鳥類である。

6．近い将来、国後島に禁猟 ·禁伐区を 2か
所設ける必要がある。一つはアレヒノ地域の原
生動植物を保護するため、アレヒナ川流域と隣
接の湧水池 (Nechaev 1966)、もう一つはゴロブ
ニノ山カルデラで、ゴリャチエ湖、キピャシェ
湖があり、水鳥の休息、採餌場所、一部は越冬
場所になっている。将来、禁猟 ·禁伐区を基礎
に国後島自然保護区を設けるべきで、これによ
り優れた動植物をほとんど原生状態で保護し、
増加させることが可能であろう。[訳：藤巻裕蔵]

[これは「南千島の鳥類」(Nechaev 1969)の
最後の章で、日本鳥学会 (1979)の翻訳出版で
は、除かれた部分である]
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ソ連の鳥類研究史 ·千島列島
V. A. Nechaev

千島列島の鳥類に関する最初の報告は、
Bering探険隊の一員 G. Stellerの採集標本と
観察に基づいて研究した Pallas (1811)による
ものである。彼は中部千島で、フルマカモメ、
サカツラガン、ケワタガモ、エトピリカ、ウミ
オオム、ウミスズメ、メダイチドリ、ミヤコド
リ、ハヤブサ、ヒバリ、カワラヒワ、ベニヒワ
などを記録した。1844∼1845年に北 ·中部千島
で、ロシア科学アカデミーの採集者Voznesen-

skyが採集をした。彼が採集した標本の多くは
ソ連科学アカデミー動物学研究所に保存され
ているが、現在に至るまで十分に調べられてい
ない。

Snow (1902)は、1973∼1889年に千島沿岸
や近海で海獣を捕獲した。彼は、千島の鳥類と
して約 160種をあげた。これらの標本を調べた
のは、イギリスの鳥類学者である (Blakiston &

Pryer 1882, Seeboom 1890)。1897年 8月には
Stejneger(1891)が中部千島と択捉島を訪れた。
彼は、アホウドリ、チシマウガラス、ウミバト、
マダラウミスズメ、トビ、ミサゴ、フクロウ、
ヤマガラ、シマセンニュウ、ハギマシコ、ギン
ザンマシコなど 146種をあげた。千島の鳥類の
最初の完全な目録は、内田 (1912)によるもの
である。

20世紀の 20年代に千島で鳥類の採集をし
たのは、日本の農林省の職員である。彼らは
1923∼1930年に中部千島で約 800羽 (120種)、
北千島で 170羽の鳥類を採集した。1928年に
折居は幌筵島で約 700羽 (100種)、1929年には
岡田が国後島で 100羽の鳥類を採集した。こ
れらの標本は、総合的な研究 “Die Vögel der

Kurilen” (Yamashiana 1931)の基礎となった。
この論文には 239種 ·亜種と簡単な生物地理学
上の概要が述べられている。興味ある鳥とし
て、国後島ではオシドリ、シマフクロウ、カケ

ス、択捉島ではオジロトウネン、フクロウ、ヤ
マガラ、占守島ではタゲリ、ヤツガシラ、ジョ
ウビタキ、ニュウナイスズメ、松輪島ではミヤ
マホオジロ、幌筵島ではサルハマシギ、ヒメウ
ズラシギ、コモンシギ、エリマキシギ、ハイイ
ロヒレアシシギ、オナガフクロウ、オジロビタ
キ、クロジ (卵のある巣を発見)などがあげら
れる。

1929∼1930 年に中部 · 南千島で Bergman

(1935)が調査した。この探険では 141種が採
集され、数種の分類が検討され、オオアカゲ
ラ、コゲラ、カケス、シメ、シジュウカラ、ヒ
ガラ、キクイタダキの新亜種が記載された。こ
の論文には、数種の生態分布、渡り時期、行動、
繁殖生態について述べられている。
小林 (1933)は 1931年 7月 29日∼8月 2日

に色丹島を訪れた。彼の鳥類目録は 48種で、
このうち繁殖するのは、コシジロウミツバメ、
ハヤブサ、オジロワシ、ウトウ、ケイマフリ、
ウミスズメ、ヒバリ、ノゴマ、マキノセンニュ
ウ、ベニマシコなどである。千島列島の鳥類の
種構成と分布に関する前述の研究者の資料を補
足するいくつかの報告が、30年代の「鳥」や
「野鳥」に掲載された。
ソ連の動物学者たちは、戦後に千島の鳥類

の研究を始めた。1946年 6月 10日∼9月 16日
に色丹島、国後島、択捉島、得撫島で、ソ連地
理学協会沿海地方支部の総合調査が行なわれ
た。隊員のKondakovは 47羽 (37種)の鳥類を
採集し (Vorobev 1947)、得撫島でワタリガラス
とクロジの繁殖、国後島でキビタキとコゲラの
繁殖、択捉島でシノリガモの繁殖を明らかにし
た。Kuznetsov (1949)は 1947年に千島を訪れ、
海鳥コロニーの分布とその合理的利用について
研究した。
ソ連科学アカデミーサハリン支部の研究員
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A. I. Gizenkoは、千島を二度訪れた。1947年 9

月10日∼10月10日に、彼は国後、色丹、国後、
得撫、新知、松輪、磐城、温弥古丹、幌筵の各
島沿いにスクーナー「アブレク号」で航行し、
100羽以上 (49種)の鳥類を採集した。Gizenko

は 1948年には 8月 22日∼9月 6日に色丹島で、
9月 7日∼10月 10日に国後島で調査した。彼
の採集品は 259羽 (89種 ·亜種)で、これらはソ
連科学アカデミー動物学研究所、モスクワ大学
動物学博物館、ソ連科学アカデミー極東学術セ
ンター生物学土壌学研究所サハリン支所 (ユジ
ノ ·サハリンスク)に保管されている。Gizenko

(1955)は、いくつかの島における鳥類の種構成
と分布、主な海鳥コロニーの分布、海鳥の生息
数を明らかにし、秋の渡り時期、生息環境別の
鳥類分布、繁殖生態も明らかにした。Gizenko

の調査は夏の終わりから秋にかけてで、鳥相の
季節変化については述べていない。

L. A. PortenkoとK. A. Yudinは、1948年 8

月 1日∼10月 11日に国後島の鳥類を調査した。
彼らが採集した標本は 458羽で、ソ連科学アカ
デミー動物学研究所に保管されている。この調
査資料に基づいて論文 1編が発表され、ヤマセ
ミ (ソ連初記録)の記録、オオジシギ、ヤマガラ、
コマドリの生態について述べられた (Portenko

1950)。しかし観察の大部分は未発表である。

1947∼1948 年、1953∼1954 年に千島沿岸
で海鳥を調査したのが、Sleptsov(1959, 1960,

1963)で、その採集標本はモスクワ大学動物学
博物館に保管されている。ミナミオナガミズナ
ギドリとオオトウゾクカモメがソ連で初めて記
録され、アホウドリ類、ミズナギドリ類、ウミ
ツバメ類の分布が明らかにされた。

1949年 9月 13日 ∼1952年 8月 30日に北
千島の占守島と幌筵島でB. A. Podkovyrkinが
調査し、130羽 (54種)を採集したが、これは
モスクワ大学動物学博物館に保管されている。
彼が作成した北千島の鳥類目録には 72種が含
まれ、占守島でのコオリガモとコケワタガモ
の越冬、ワタリガラスとシロフクロウの冬の食

性、タヒバリ、ムネアカタヒバリ、ビンズイの
営巣について述べられ、さらに占守島と幌筵島
での鳥の渡りやヒバリシギ、ハマシギ、タカブ
シギ、オオセグロカモメ、オオアカハラなどの
繁殖生態についても述べられた (Podkovyrkin

1951, 1960)。

1951、1955∼1956年に千島とその沿岸海域
で、Kulmov (1960)が調査した。彼は 500,000

羽の海鳥コロニーを調べた。V. M. Gudkovは
1953∼1955年に色丹島を数回、1956年に択捉
島を訪れ、鳥類の繁殖を調べた。採集標本は
1,500羽で、モスクワ大学動物学博物館に保管
されている。この調査記録は未発表である。

1959 年 5 月 ∼1965 年 8 月に、千島で
A. N. Belkinが調査した。鰭脚類の研究以外に、
彼は海鳥コロニーの分布、コロニー性海鳥の生
息数を調べ、標本を採集したが、これらは保存
されていない。千島におけるウミオオムの分
布とウトウに関する論文が発表された (Belkin

& Velizhanin 1965, Velizhanin & Belkin

1967)。1962年 6月 21∼29日にメンデレエフ
山山麓を A. N. Korotkikh、A. P. Kuzyakin、
L. M. Suchelenkovaが訪れた。彼らは森林性鳥
類の生息数を調べ、ハシブトガラス、エゾムシ
クイ、ウグイズ、コムクドリ、ニュウナイスズ
メの繁殖生態を明らかにした (Korotkikh et al.

1963)。

V. A. Nechaevは 1962年 6月 10日∼8月 18

日と 1962年 9月 30日 ∼1963年 8月 8日に国
後島、1962年 8月 23日∼9月 25日に歯舞諸島
·色丹島で調査した。国後島では北西岸に調査
基地を設けた。ここで 165種の鳥類の分布と生
態 (季節現象、繁殖、食性など)に関する資料を
集めた (Nechaev 1969)。南千島の鳥類が 233種
(241種 ·亜種)であることが明らかになった。ソ
連初記録はアオバトである。ソ連極東での新記
録はイナバビタキで、南千島での新記録は 20

種 ·亜種で、とくにヒメクビワカモメ、バン、
ブッポウソウ、ヒバリ、トラツグミ、マミジロ、
ウグイス、サンショウクイ、ヒヨドリ、イカル
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などである。南千島の鳥相は、旧北区、とくに
シベリアの動物相に属する種を多く含み、日本
列島北部の鳥相に由来することが明らかにされ
た。野外調査で約 700羽が採集され、これらは
ソ連科学アカデミー極東学術センター生物学土
壌学研究所とソ連科学アカデミー動物学研究所
に保管されている。
千島のコロニー性海鳥の研究に寄与したの

は、A. G. Velizhaninである。1963年 5月 29

日 ∼8月 20日、彼は色丹島を除く全千島の沿
岸で調査した。国後島と択捉島では、彼ととも
に A. N. Belkinと V. D. Kostinも調査した。
1966年 6月 5日∼9月 15日にVelizhaninは色
丹島、幌筵島、占守島を訪れ、1968年 5月 29

日 ∼9月 15日に択捉島、色丹島、国後島で調
査した。1974年 4月 4日∼6月 30日に彼は国
後、択捉、得撫、知理保以、雷公計、牟知、磐
城、松輪の各島を訪れた。全部で 480羽が採集
され、その標本はモスクワ大学動物学博物館と
ソ連科学アカデミーシベリア支部生物学研究所
動物学博物館に保管されている。この調査結果
に基づき 20以上の論文が発表された。その中
には海鳥コロニーの分布、コロニー性海鳥の種
構成と生息数、コロニーの合理的利用と保護に
関する報告 (Velizhanin 1972a, 1977a)、151種
をあげた北千島の鳥類目録 (Velizhanin 1973a)、
渡りに関する論文 (Velizhanin 1972b, 1975a)が
ある。それ以外に、稀で調査されていない鳥類
(Velizhanin 1977b)、チシマウミガラスの分布
と渡り (Velizhanin 1975b, 1976a)、カモ類の種
構成、生息数、分布 (Velizhanin 1965, 1977c)、
ライチョウ (Velizhanin 1968, 1977b)、千島の
鳥相の起源と形成過程 (Velizhanin 1969,1970)、
太平洋北部での大陸島隔離時期に関するもの
(Velizhanin 1976b)である。

1965 年 7 月 1 日 ∼8 月 30 日に、
N. N. Shcherbak を隊長とするウクライナ科
学アカデミー学術調査隊が千島で調査した。
隊員は色丹島、歯舞諸島、国後島、択捉島を
訪れた。V. M. Loskot、O. G. Selezhinsky、

Yu. A. Volnenkoは約 400羽 (70種)、とくにオ
オジシギ、ヤマガラ、キビタキ、ニュウナイス
ズメなどを採集した。色丹島とジョミナ島では
ハヤブサの繁殖、ジョミナ島ではチシマウガラ
スのコロニーが確認された。鳥類の卵と骨格も
集められた。全採集品は、キエフ市のウクライ
ナ科学アカデミー中央科学博物館に保管れて
いる (Shcherbak 1967)。調査隊の資料は発表
されていない。1971年 8月に国後島で 2羽目
のアオバトが採集された (Boiko & Shcherbak

1974)。

1972年 8月 22日 ∼10月 22日に計吐夷島
(中部千島)で G. A. Voronovが調査し、52種
を記録した。繁殖する鳥類のうち興味があるの
は、カヤクグリ、クロジ、ハギマシコ、迷鳥では
千島で新種のクサチヒメドリである (Voronov

1977)。Marakov (1968) は千島水域で水鳥が
集中する場所の分布について報告し、Voronov

(1975)は秋勇留島と国後島太平洋側海域のコロ
ニー性海鳥について報告した。

1974年9月8日∼10月23日にOstapenko et

al. (1975)は国後島で秋の渡りを調べた。彼ら
は 108種を記録した。興味あるのは、新たにア
オバトが見られたこと、トラフズクの発見であ
る。最近20年間の千島における動物調査で、ソ
連科学アカデミー極東学術センター生物学土壌
学研究所サハリン支所の研究員V. G. Voronov

とG. A. Voronovは約 500羽を採集したが、こ
れらは支所動物学博物館に保管されている。こ
れらのうち千島新記録はツルクイナ (Voronov

1968)、占守島のオオハシシギ (Voronov 1972)

である。これらの標本の大部分はまだ研究され
ていない。

千島の鳥類については、主に種構成と生息
状況が明らかにされているが、生態の詳しい研
究は今後の課題である。[訳：藤巻裕蔵]

[Ilichev ,V. D. & V. E. Flint (ed.) 1982. ソ
連の鳥類 ·研究史、アビ目、カイツブリ目、ミ
ズナギドリ目，203–207.］
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クリルスキー自然保護区
N. G. Vasilev & A. M. Shlybkov

1984年国後島にサハリン州では最初に、南
千島の群集の基準となるクリルスキー自然保護
区が設けられた。Kolesnikov (1961)の植物地理
区分によると、自然保護区は極東針広混交林亜
区の南千島地域に入る。
自然保護区は、サハリン州ユジノ ·クリルス

キー地域 (地域の中心はユジノクリルスク)にあ
る。面積は 65,256haで、サハリン州の 0.75%を
占める．これは 3地区;国後島南部、北部、歯舞
諸島のジョミナ島とオスコルキ諸島からなる。
南地区の面積は 15,266haで、自然保護区全

体の 23.4%である。保護地域は 19,254haとな
る。自然保護区近くには居住地域があり、北西
にアレヒノ村、北東にセルノヴォドスク村であ
る。火山性の低い山地で、標高 100∼400mであ
る。自然保護区の中心部分、ゴロヴニノ山には
ゴリャチェエ湖、これと川で連なる小さなキピャ
シェ湖がある。南地区の北部にはオホーツク海
と川で連絡する潟湖のラグンノエ湖がある。オ
ホーツク海にアレヒナ川、ヴォドパンヌィ川、
クリヴォポトカ川、ヴィストルィ川が注ぐ。
北地区の面積は 49,899haで、自然保護区全

体の 76.5%である。保護地域は 22,211haとな
る。北はオホーツク海沿岸、南は太平洋沿岸で
ある。自然保護区近くには居住地域のドクチャ
エフ村とチャチノ村がある。火山性の起伏のあ
る山地で、標高 1,822m(チャチャ山)である。太
平洋にはチャチナ川、サラトフスカヤ川、ノチ
カ川、オホーツク海にはプチチヤ川が注ぐ。
第三の地区は、面積 96ha(自然保護区全体

の 0.1%)で、小島のジョミナ島とオスコルキ諸
島からなる。後者にはリシイ島、シシュキ島、
ペシェルナヤ岩、パルス岩、スヴェチャ岩、キ
ラ岩がある。
国後島の気候は湿潤、海洋性で、東アジア

の季節風が吹く。このほか、島の気候に暖 ·寒

流が大きく影響している。例えば、島の北と西
は宗谷暖流、南と東は千島寒流の支流が流れて
いる。冬には多雪で、厳しくないが、ときどき
40∼50m/秒の強風が吹く。冬にはときどき温暖
な亜熱帯風が吹き、8∼10◦Cになる。夏には冬
の北西の季節風が南東方向に変わる。これは国
後島に温暖湿潤な大気をもたらし、夏の雨や霧
の原因となる。年降水量は 1,000mmに達する。
活発な火山活動と結びついた気候の同じよ

うな特徴は、植物群集の形成や動物の分布に大
きな影響を与えている。春に国後島の温暖なオ
ホーツク海沿岸では、植物の成長や鳥類の繁殖
が、太平洋側より 10∼14日早く始まる。太平
洋は夏と秋に温暖な晴天が多い。火山活動の影
響が山で守られている所では、南の温暖地域の
多くの植物や一部の南の動物が見られる。自然
保護区南部にあるゴロヴニノ山カルデラでは、
同じような特有な微気象地域である。

植物

国後島ではいくつかの植物相が見られる。そ
れは日本 ·朝鮮、満州、オホーツク ·カムチャ
ツカの植物相である。「ソ連レッドデータブッ
ク」に記載された稀少植物のうち、国後島の自
然保護区にあるのは、ウド、アツモリソウ、キ
バナノアツモリソウ、ウダイカンバ、ミズキ、
エゾユズリハ、カシワ、ミズナラ、カタクリ、
ハリギリ、オオウバユリ、ノビネチドリ、ホオ
ノキ、アリドオシラン、ミヤマビャクシン、イ
ブキソモソモ、オニグルミ、ツルツゲ、アカミ
ノイヌツゲ、オニノヤガラ、ササバギラン、コ
メツツジ、コイチヨウラン、イワガラミ、イチ
イ、サワランである。このほか、自然保護区で
見られる多くの植物は、稀少種である。
主な植被は森林で、自然保護区の 70%を占

める。常緑針葉樹林は森林の 60%である。これ
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らはエゾマツ、アカエゾマツ、トドマツで、多
くの広葉樹、ハウチワカエデ、オガラバ、ヨグ
ソミネバリ、ダケカンバ、カシワ、ミズナラ、
オオバボダイジュ、キハダ、ハリギリが混交す
る。10%近くがダケカンバ林で、ほぼ 25%がハ
イマツ林である。ミズナラ、カエデ、ニレ、キ
ハダの広葉樹林、ヤナギ、ハンノキ、ドロノキ
の河辺林は少ない。森林には、ヤマブドウ、サ
ルナシ、ツルアジサイ、ツルウメモドキ、ツタ
ウルシ、イワガラミといった多くの木性蔓植物
が多い。疎林や林内の開けた所にはチシマザサ
が生育する。川沿いには高さ 2mにもなる高茎
草本が繁る。代表的な草本は、オオイタドリ、
ミズバショウ、エゾニュウ、ヨブスマソウ、オ
ニシモツケ、葉が 1m以上にもなるフキである。
高山帯の植物はチャチャ山で発達している。

山麓部には広葉樹林や針広混交林があり、エゾ
マツやドドマツの常緑針葉樹林は標高 700mま
で見られる。それ以上では断続したダケカン
バ林となり、1,400∼1,500mでハイマツ林とな
る。それから 1,600∼ 1,650mまでのハイマツ林
内ではヒースが見られる。チャチャ山上部に特
徴的なのは、山岳ツンドラと火山性の荒地であ
る。高山のこの植物帯と植物群集は、最近の火
山活動により破壊され、変化した。自然保護区
では、活発なこの火山活動地域における初期の
生物群集の形成過程の研究に非常に関心をもっ
ている。

動物

国後島には南の針広混交林の温暖地域の動
物と旧北区に広く分布する種がともに生息す
る。
最大の獣は、ヒグマである。自然保護区北

部の針葉樹林にはクロテンが生息する。キツネ
やノウサギが多い。イイズナやオコジョは少な
い。食虫類ではオオアシトガリネズミとトガリ
ネズミが見られる。国後島で見られる鳥類 227

種のうち、107種は確実に繁殖し、その他は渡
り鳥、漂鳥、越冬する種である。

南千島に固有なのはヤマガラである。より
広い分布域をもつ (南千島、南サハリン、日本
列島)固有種は、キビタキ、コマドリ、カヤク
グリ、ニュウナイスズメである。アオバト、ヒ
ヨドリ、ヤマセミは稀な漂鳥である。国後島は
ヒメクビワカモメの最南の越冬地である。島に
は昼行性肉食鳥 15種、フクロウ類 8種が見ら
れる。大型昼行性肉食鳥のオジロワシ、オオワ
シ、イヌワシは島では稀少種である。シマフク
ロウは最大の夜行性肉食鳥である。岩や沿岸の
崖には、オオセグロカモメ、エトピリカ、ウト
ウなどの集団営巣性海鳥が生息し、コロニーを
形成する。爬虫類は全て国後島に固有のもので
ある。これには、トカゲとアオダイショウ、シ
マヘビ、ジムグリのヘビ 3種がいる。両生類で
はアカガエルとアマガエルの 2種がいる。自然
保護区の含まれるいくつかの島は、太平洋極東
沿岸で最大の鰭脚類トドとアザラシ類の最大の
換毛、休息、繁殖の場所である。

国後島では多くの満州、日本、日本 ·中国、
その他の南方系の昆虫、またサハリン ·千島 ·
北海道や千島起源の島固有種が見られる。著名
な極東の動物地理学者であり昆虫学者である
A. I. Kurentsovは、この地域を極東における
固有性の北海道 ·千島中心と考えている。
複雑な地史をもち活発な火山活動をしてい

る南部太洋島系における自然保護区「クリルス
キー」の位置の独特さ、ここに形成される特有
な生物群集、研究の少なさのため、自然科学の
あらゆる分野における幅広い研究が重要かつ不
可欠である。

自然保護区の重要な課題の一つは、詳細な
生物地理図を用いて南千島の動植物相全体を明
らかにすることである。このような研究の初期
段階は、自然保護区各地区の主要な伝統的テー
マである定期的な季節現象 ·動植物の観察に基
づく自然記録そのものである。

これらの全ての研究で得られた資料は、自
然保護区の全自然に関する今後のより詳細な生
物群集の研究の基礎となる。
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クリルスキー自然保護区にとって非常に関
心があるのは、系統的な気候学上、水理学上の
研究である。それは、南千島の気象 ·水理状況
の複雑かつ変化しやすい性質には多くの要因が
かかわっているが、あまり研究されていないか
らである。
国後島は、その地理学、地形学上の構造、ま

た現在の火山 ·温泉活動の点で、千島列島でも
興味ある場所の一つである。これらと関連し、
自然保護区で理論上 ·実際上重要な研究を発展
させることができる。このような問題には、「グ
リーンタフ」、酸性火山、火山生成物蓄積の再
構成の条件、貫入、その鉱化作用などとの関連
の諸問題である。
国後島の4つの活火山では、土壌埋没の様々

な特徴や温水活動の影響による火山地域におけ
る土壌形成過程の研究が可能である。そのため、
自然保護区の第一の仕事として、保護区内の全
植物群落の土壌の詳しい記載と土壌図作成が
ある。
植物の研究は、詳細な植物目録の作成や植

物相の分析、動物の研究は、同様な動物相の分
析、全分類群の完全な目録の作成、動物の生息
数と生息状況の調査である。この場合とくに無
脊椎動物にも注目すべきである。
自然保護区において昆虫学、寄生虫学、水

生生物学、鳥類学、哺乳類学の研究を発展させ
ることができる。この場合非常に興味があるの
は、これらの研究の動物地理学的な方向、島の
生物群集の形成過程の解明、大陸の動植物相と
の空間的 ·時間的相互関係、また絶えず続いて
いる火山 ·温泉の活発な活動や独特の気象条件
下で、島の個体群の隔離による種形成の過程の
研究である。
ここでとくに関心があり有益なのは、生物

群集研究、すなわち動植物群集の構造、機能、
進化の研究、陸上 ·海域の物質生産性の研究、
島の水域沿岸部の生物資源の合理的利用に関す
る研究の発展である。[訳：藤巻裕蔵]

[Sokolov, V. E. & E. E. Syroechkovsky

(ed.), 1985. ソ連の自然保護区，極東の自然
保護区，308–313.]
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